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本報告書は、 日本 自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成 したものである。



序

デ ータベースは、わが国 の情報化 の進展上 、重要な役割を果たす もの と期待 され ている。今後、デ ー

タベ ースの普及 に よ り、わ が国において健全 な高度情報化社会 の形成 が期待 される。 さらに海外 に対 し

て提供可能 なデー タベースの整備 は、国際的な情報化への貢献お よび 自由な情報流通の確保 の観点か ら

も必要 であ る。 しか しなが ら、現在わ が国で流通 しているデ一一タベ ースの中でわが国独 自の ものは1/4

にす ぎない のが現状であ り、わが国デ ータベ ースサ ービスひいてはバ ランスある情報産業の健 全な発展

を図るため には、わが国独 自のデータベースの構築お よびデータベ ース関連技術の研究開発を強力に促

進 し、データベ ースの拡充 を図る必要 がある。

この ような要請 に応 えるた め、(財)デ ータベース振興 セ ンターでは 日本 自転車振 興会 か ら機 械工 業

振興 資金の交付 を受けて、 データベースの構築 お よび技術 開発につ いて民間企業、 団体等 に対 して委託

事業を実施 している。委託事業 の内容は、社 会的、経済的、国際 的に重要 で、また地域 お よび産業 の発

展の促進に寄与す る と考 え られてい るデ ータベースの構築 とデー タベー ス作 成の効 率化、流通 の促進 、

利用 の円滑化 ・容 易化 な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術で ある。

本事業の推進 に当 って、当財団に学識経験者の方 々で構成 され るデ ータベ ーろ構 築 ・技術 開発促進委

員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 してい る。

この 「データベ ース構築 のため のター ミノロジーの調査研究」 は平成元年度 のデータベース構築促進

お よび技術開発促進事業 と して、 当財 団がアイ ・エ ヌ ・エス株式会社 に対 して委託実施 した課題 の一つ

であ る。 この成果が、デ ータベースに興 味をお持 ちの方 々や諸分野 の皆様方 のお役 に立 てば幸 いであ る。

なお、平成元年度 データベースの構 築促進 お よび技術開発促進 事業 で実施 した課題 は次表 の とお りで

ある。

平成2年3月

財団法人 データベ ース振興セ ンター



平成元年度データベース構築 ・技術開発促進委託課題

分 類 課 題 名

1気 候情 報データベースの構 築

2電 時波環境障害に関するデータベースの構築

3災 害情報 シソーラスの構築

4意 味情報 を中核 と した医療 評価 デ ータベ ース とコ ミュニ

社 会 ケーシ ョンシステ ムの構築

5ハ ンデ ィキャ ヅプパー ソンの情報 ニーズに即 した ライフ

サ ポ ー トデ ー ター ベ ー スの 構 築

6博 物 館情報デ ータベースシステムの構築

7中 央省庁での電子計算機利用に関する報告書のデータベ

一 ス化

8沖 縄地域における文化情報データベースの構築

地 域 活 性 化
9九 州地域の人材情報データベース構築に関する調査研究

中小 企業 振 興
10高 岡市商圏デ ータベ ースの構築

11地 域の物産 ・人材 ・文化情報 のデータベ ース構築 と新 し

い地域間交流推進に関する調査研究

地 図
12マ ルチ メデ ィア型地 図デ ータベ ース構築 のた めの調査研

究

エ ネ ル ギ ー ・資 源 13燃 焼技術 と燃焼装置設計のデータベース作成

14技 術支援 システムにおけ る産業機 械部品デ ータベ ースの

部 品 ・ 材 料 構築

15マ イ ク ロコン ピュータのプ ログ ラマブル周辺 デバイスの

デ ータベ ース構築

標 準 化
16イ オ ン ク ロマ トグ ラフ ィー ・デ ー タベ ー ス の構 築

17CD-ROMマ ル チ メデ ィアデ ー タ フ ォー マ ッ トの調 査

海 外 18デ ー タベース構築 のための ター ミノ ロジーの調査研究

19異 種 データか ら構築 され るデー タベ ースの総合的処理技

技 術 術に関する調査研究

20バ イナリモデルに基づ く先端的文書検索 システムの開発
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1.調 査研 究の背景 と目的

専門分野におけ るター ミノロジー(専 門用語)は 個 々の知識、個 々の概念に対 し与 え られて いる。あ

る専門分野 の知識 ・概念 を明確 なもの として把握す るためには、その分野の ター ミノ ロジー体系(専 門

用語体系)が まず最初 に確立 され ている必要が あ り、専門分野 の知識 ・概念 はこの体系 が確立 され るこ

とに よって は じめて的確 に表 現 され得 る。 日本では、幕末 ・明治初期 以来、西欧 の科学技術知識 を導入

す るために、 ター ミノロジー体 系の確立 に対 し、各分野 ・各領域 において多 くの努 力が払われ てきた。

しか し、各専 門分野はその専門用語 の整理統一 にあた っては原則 として互 いに独立 してお り、従 って、

同一 の概念 に同一 の専門用語が採用 されている とは限 らず、異な った用語 が与 え られてい ることがあ り

得 る。各専 門分 野が互いに独立 して活動 している間は問題 は起 こらないが、今 日の よ うに専門分野の多

様化 ・細分 化が急速に進 み、同時に学 際的な活動 が盛 んになって くる と、不 都合 が生ず る。

例 えば、 コン ピュータ技術 の発展に よって大容量 デー タの処理が可能 にな った現在では、デ ータベー'

スを構築す る場合、一つの分野だけでな く、少な くとも近接、場合に よっては将来 の発展を見越 して、

広 い分野まで も対象 とす る ようにな って きてい る。 この とき、一つの概念 に複数 の専門用語が対応す る

な ど、専 門用語の整理統一が不十分で あれば、デー タの蓄積に困難 が生 じるだけでな く、利用に際 して

も多 くの問題が生 じる。 しか も諸外国語 との対応 を も考慮す るとなる と、処理 はます ます複雑にな って

くる。

近年 、 日本の科学技術情報 に対す る関心が国際的に高ま ってい るものの、言語 上の障壁 もあ り、情報

の円滑な伝 達が十分 に行われ ていないのが現状であ る。海外か らの要 望に応 え るためには、 まず 日本語

のなかで専 門用語 の整理統一 が行われてい る必要 があ る。

しか しなが ら、用語 の研究 は、各学会、各産業界毎に行われてはい るが、全体 と しての状況は把握 さ

れていない。 この調査研究 の 目的は、各専門分野毎に行われてい る用 語活動について、専門用語研究会

の協 力を得 て、学際的な立場 で しか も広範囲に調査 を行 うことに よ り、わが国の用語活動 の概要を把握

す ることに ある。 さ らに 国際 ター ミノロジーネ ッ トワー ク(InternatiuonalNetworkforTerminology,

TermNet)や アメ リカ翻訳者協会(AmericanTranslators'Association,ATA)な どの協力 を得 て海外調

査(ア メ リカ、西 ドイツ、 フ ランス、 オランダ語圏、 ラテ ンアメ リカ)を 実施 し、国際 的な動 向を知 る

ことも 目的 の一つ としている。
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2.実 施体制および実施内容

2.1実 施体制

本調査研究にあたっては、国内では専門用語研究会(会 長:大 塚明郎氏)、海外では国際ター ミノ ロ

ジーネットワーク(代 表:ク リスチアン ・ガリンスキー氏)の 協力を得て、実施体制を確立した。

(1)国 内

学識者や専門家で構成するター ミノロジー調査委員会およびターミノロジー調査 ワーキンググループ

を設置し、作業を推進 した。調査委員会では全体の方針および計画の調整を行い、 ワーキンググループ

で調査研究の実施と結果の分析を行った。

(ター ミノロジー調査委員会)

委員長 香 川 靖 雄 自治医科大学教授

委 員 太 田 康 弘 味の素(株)調 査役

委 員 大 高 利 夫 日外アソシエーツ(株)代 表取締役

委 員 長 山 泰 介(財)日 本医薬情報センター理事

委 員 野 村 雅 昭 早稲田大学教授

委 員 松 村 多美子 図書館情報大学教授

(ター ミノロジー調査 ワーキンググループ)

主 査 仲 本 秀四郎IR【S情 報学研究所所長

委 員 春 山 暁 美 愛知淑徳大学講師

委 員 金 森 國 臣 アイエヌエス(株)課 長

また本調査研究を実施するにあた り、石井正彦、長瀬眞理、佐 々木肇の各氏より、貴重な助言をいた

だいた。
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(2)海 外

海外調査 においては、TermNetを 通 じ、以下に挙げ た各国の機 関の協力を得 て実施 した。

表2-1海 外の協力機関

地 域 機 関 名

ア メ リ カ ア メ リカ翻訳者協会 ター ミノ ロジー委員会

(TheTerminologyCo瓜 田itteeoftheAmerican

Translators'Association)

プリンガムヤング大学翻訳研究グループ

(TheTranslationReserchGrouPofBrigham

YoungUniversity)

アメ リカ試験材料協会 ター ミノロジー委員会

(TheTerminologyCommitteeoftheAmerican

SocioetyforTestingandMaterials)

西 ド イ ツ 西 ドイ ツ ドキ ュメンテーシ ョン協 会

(TheGer皿anSocietyforDocumentation)

国際専門翻訳者協会

(TheFirstlnternationalSPecialized

TranslatorsCooperative)

フ ラ ン ス タ ー ミノ ロジ ー新 語 ・造 語 セ ン タ ー

(TheCentredeTerminologieetdeNeologie)

オ ラン ダ語 圏 オランダ語 ター ミノロジー協会

(TheSamenwerkingsverbandNederladstalige

Terminologie)

ラテ ン ア メ リカ ラテ ンア メ リカ ター ミノ ロジ ー ネ ッ ト

(TheRedIberoamericanadeTerminologie)

2.2 実施経過

本調査研究は、国内、海外 ともにアンケー ト調査に力点をおいている。調査委員会で全体計画の立案

と調 整を行い、 ワーキ ング グルー プで実際の作業 を担 当 した。実 施経過 の概 要を表2-2に 示 す。
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表2-2実 施経過

実施年月 日

平成元年7月31日

7月31日

8月15日

9月15日

9月26日

10月12日

11月9日

平成2年1月10日

1月20日

1月23日

2月2日

2月10日

3月3日

実 施 内 容

委託契約 を締結

第1回 ター ミノ ロジー調査委 員会の 開催

議題 お よび審議 内容:

(1)経 過報告

(2)調 査研究 の実施体制

第1回 ター ミノ ロジー調査 ワーキンググル ープ(WG)の

打 ち合わ せ

議題 お よび審議 内容:

(1)作 業分担 の確認

(2)ス ケジ ュール の確認

TermNetと の委託契約を締結

第1次 ア ンケー トの発送(1,304機 関へ)

第2次 アンケー トの発送(930機 関 へ)

第2回 ター ミノロジー調査委員会 の開催

議題 お よび審議 内容:

(1)委 託作業 の中間報告

(2)ア ンケー ト調査 の中間報告

デ ータベ ース(JapanMARC)の 検索

ヒア リング調査 の実施(京 都 大学文 学部 原田勝助教授)

「ター ミノ ロジー全般 につ いて」

ター ミノロジーにつ いて どの よ うに考えれば よいか

枠組みを含めて言及。

ヒア リング調査の実施(塵 隠 大学文学部 細野公男教授)

「データベース と専門用語 」

国語 におけ る専門用語の課題お よびデ ータベ ース と

の関係 につ いて、 カタカナ語を中心に解説。

第3回 ター ミノロジー調査委員会 の開催

議題 お よび審議 内容:

(1)ア ンケー ト集計結果 の報告

(2)今 後 の課題 の検討

第2回 ター ミノロジー調査WGの 打 ち合わせ

議題 お よび審議 内容:

(1)ア ンケー トのま とめ

(2)タ ー ミノロジー書誌 デー タベースの検討

(3)報 告書の まとあ

第3回 ター ミノロジー調査WGの 打 ち合わせ

議題 お よび審議 内容:

(1)調 査研究の総括

(2)今 後 の課題の検討

一4一



2.3実 施内容

わが国における専門用語の現状と海外の動向を把握するために、以下のような調査研究を実施 した。

(1)国 内調査

約2,200の 学協 会 と工業団体に対す るアンケー ト調査を実施 した。 またJapanMARC(国 立国会 図書

館編)と 国語年鑑(国 立国語研究所編)を 調査 し、ア ンケー ト調査 の補完 を図 った。有識者 の意見を求

め るために、 ヒア リング調査 も実施 した。

(2)海 外調査

TermNetの 協 力を得 て、ア メ リカ、西 ドイ ツ、フランス、オランダ語 圏、ラテ ンアメ リカを中心に用

語活動 に関す る調査を実施 した。 これ らの地域 におけ る調査 も、ア ンケー ト調査 を主体 に している。

(3)タ ー ミノ ロジー書誌 デー タベ ースの作成

ア ンケー トの回答 、JapanMARCお よび国語年鑑の調査 をも とに、専門用語 に関す る辞 書 ・辞 典類 の

書誌 デ ータベースを作成 した。現在、約800件 の書誌デ ータを記録 してい る。

(4)タ ー ミノロジー学辞典 の作成

国際標準化機構(ISO)が 発 行 している規格類 を中心に、 ター ミノロジー学 に関連す る用 語 をひ ろ い

出 し、 日本語訳 を付 けて辞 典を作成 した。現在 、約800語 を収録 してい る。
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3.実 施結果

3.1国 内調査

3.1.1ア ン ケ ー ト調 査

(1)調 査の目的

学界や産業界を主として、成員の間におけるコミュニケーシ ョンの効率化を図るため、古 くか ら用語

の標準化や編纂作業が進められ、活動の成果がまとめられて、多 くの用語集 ・辞典が発行されてきた。

近年、電算機による言語処理が発達するに及び、概念の固定や表現を正確にする必要が加わって、新た

な要請にもとつ く展開が見られるようになった。今までは、用語集 ・辞書は印刷物の形態で発行され、

索引による手引きで利用されてきたが、電算機に より迅速 ・大量の検索が可能にな り、より広い範囲で

しか も短時間に、これらの成果の利用が可能になった。用語活動の相互の協力を容易にするため、また、

それぞれの活動の総合 ・公共化による利便を享受するため、データベース化への要求が高まってきた。

しかし、活動は各界の内部で処理 され、横を通 しての情報が流れにくいため、全体像が明らかになっ

ていなかった。その最初の足場を固める意味から、国内における用語活動 の全容を明かにする必要が

あった。調査手段として、い くつかの方法が考えられたが、回答者の好意 に従 っているものの、アン

ケー ト調査は、書誌データベースによる調査と並んで、重要な手段と考えられた。流行 ともいえる食傷

気味の傾向のなかにあるが、容易で手軽であ り、結果も期待できるので、多数機関を選んで、実施 した。

(2)調 査項 目

端 的にい って、各機 関団体 で どんな用語 集を作 成 し発行 して きたかが、最初の最 も知 りたい ことであ

り、 さらに、作成 のために どの ような組織 と予算 ・人員な どが費や されたか、率直 な質問 もあ る。そ し

て、完成後、 どんな維持 を図っているか、完成 で きなか った とすれば、その理由、今後 の措置な ど、当

然の質問を提起 した。併せ て、データベ ース化へ の意欲 、欲 しいデ ータベ ース、推薦す る用語集につい

て質問 し、 またご意見 もお願 い した。 ア ンケ ー トとい う限 られた量 と遠慮のなかで、多 くの方の ご好意

に甘 えることにな った。

(3)ア ンケー ト調査票 と発送先

発送 した アンケー ト調査票 は資料1の とお りであ る。3ペ ージ程 度の長 さに抑制 し、質問項 目も前節

の内容に即 して、回答 し易 い ように配慮 したが、なかなか実情を カバ ーす ることは難 しか った ことと思

われ る。平成元年9月26日 に第1回 、10月13日 に第2回 の発送 を行い、多数の回答 を得 た。以下はその

回答 を集計 し、解析 な らびに意見 の整理 を行 った ものであ る。
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(4)調 査対 象機 関につ いて

調査対象 として、団体名 簿や学協会 リス トか ら、学協会 ・政府関係法人 ・各種 団体 ・研究教 育関係な

ど2,234機 関を選び、2回 に分けて、アンケー トを発送 した。2回 に分 けた ことに他意はな く、第1回 の

回答率 が30%を 割 ったため有意な統計 とす るには数が不足 し、1,000通 ほ ど追加発送 した経 緯 に よる。

強 いていえば、第1次 は 自然科学 が中心 で、第2次 は工業団体お よび社会科学 の学会が主にな ってい る。

結局 、574通 の回答を得、回答率 は26.6%で あった。

表3-1発 送致および回答数

回 数 発送数 回答数(%)

第1次

第2次

1,304

930

374(28.6)

200(22.0)

合 計 2,234 574(26.6)

回答 を寄せ られた機 関の 内訳を示す と、表3-2の とお りである。学協 会が圧倒的に多 く、研究機関 ・産

業 団体が次 いで いる。問いかけた母集団 の分布に従 っていると思われ るが、関心 の薄い向きの回答は比

較 的少 ない とみ て、専門用 語活動 の予想 され る分布 もこのあた りに あ る とみ て よい であ ろ う。 コ ミュ

ニー ケシ ョンに使用 され る用語は分野や事業 内で も重要 な役割を果た してお り、その活動 を担 う機関 の

性 格は、 コ ミュニテ ィにおけ る位置 づけに よって お り、 この分布 を決 めてい るとい う発想であ る。集計

が全数を上回 っているのは 、複数 の回答を寄 せ られた結果である。選択項 目が完全に独立 してい るとは

いえない し、また、機関 も複 合 した性格を もっていることがその原 因であ る。パーセ ン トは物 差 しと し

て理解 して頂 きたい。

表3-2回 答機関の内訳(回 答総数574)

機関の性格

学 協 会

研究機関

産業団体

任意団体

政府関係法人
教育機関

大 学
会 社
その他

無記入

回答数(%)

341(59.4)

49(8.5)

46(8.0)

46(8.0)

28(4.9)

12(2.1)

11(1.9)

2(0.3)

51(8.9)

4(0.7)
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次いで、回答機関を専門領域別に分類 してみると、表3-3が 得られる。医学関係が約四分の一を占め、

工学 ・人文科学・農学・理学と続いている。各団体の成員数を解析しないで断言することはで きないが、産

業や経済で団体数の少ないことと照らし合わせると、各分野の細分化あるいは団体設立 の事情を示 して

いるものと思われる。

表3-3回 答機関の専門領域

専門領域

医 学

工 学

人文科学

学

学

業

会

済

学

農

理

産

社

歴

薬

そ の 他

無 記 入

回答数(%)

135(23.5)

107(18.6)

87(15.2)

87(15.2)

69(12.0)

51(8.9)

28(4.9)

23(4.0)

15(2.6)

103(17.9)

3(0.5)

(5)用 語活動

各機関 ・団体で実施中の用語活動について設問 した。用語活動 として、辞典 ・用語集 ・シソーラス等

の作成 ・発行を例示 したが、研究 ・標準化 も挙げるべきだったかも知れない(大 勢に影響は少ない と思

われ るが)。回答によれば機関の半数が用語活動を行っていない。回答を寄せられない機関の存在を考

慮すると、大半の機関がこの種の活動を行 っていないことになろ う。しか し、従来、活動に関する情報

に乏 しかったから、調査実施者か らみると、推測 より意外に多いことに驚いているとい うのが、率直な

感想である。

特に、活動機関の四分の一が委員会などの組織を設けてお り、この数字にグループや個人および活動

予定を含めれば250を 超え、わが国で専門用語活動にかかわるところは300以 上あるものと、推定 して差

し支えあるまい。活動の特殊性がここにもあるかと思 うが、個人的努力が57も あるのも(少 な くとも57

名以上のターミノロジー従事者がいる)注 目すべき数字である。
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表3-4用 語活動

特に活動 していない。

委員会 ・分科会などの組織を設けている。

個人的な努力によっている。

特に組織を設けていないが、用語活動に

熱心なグループがある。

活動を始める予定である。

他に委託している。

その他

無記入

296(51.6)

123(21.4)

57(9.9)

39(6.8)

39(6.8)

17(3.0)

(0.2)

60(10.5)

(1.6)

活動の成果を尋ねた。155の 機関団体が用語集または辞典を発行しているとい うことであ り、思いの

外の多 さと受け取 られる。複数の用語集を作成しているところもあるから、発行総数は相当の数にのぼ

るものと思われる。非常な労力をかけて、作成されたものであろうから、集積 ・保存 ・研究のため精力

的な収集が望まれる。完成 しなかった31件 については、後に理由その他を尋ねる。

表3-5活 動結果

活 動 結 果 回答数(%)

辞典 ・用語集を発行または予定 している。 155(27.0)

残念ながら完成 していない。 31(5.4)

発行 していないが、希望者には提供 している。 8(1.4)

その他 68(11.8)

無記入 21(3.7)

(6)発 行 の辞典 ・用 語集

前述の ように、辞 典 ・用語集を発行 または予定 してい るところは155機 関であ る。 そ の書名 ・著者 名、

発行期 日 ・発行 元 ・ペ ージ数 ・大 きさ ・価格 な どの書誌 事項 について、記入をお願 い した。そ の結果は

まとめて、別途 、作成 され る書誌デ ータベースに収 容 され る。 このデー タベ ースを基礎 に して、次の研

究調査 に向か う予定にな って いる。

155の 成果 が印刷物 とな るまで に、 どの よ うな資 源が費や されたか、所要期間 ・人員 ・費用 につ いて、

質問 を設け た。 回答に躊躇 され る事項が含 まれてい るに もかかわ らず、好意的な多 くの回答 が寄せ られ

た。
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半数 が1～3年 とい うことで、6年 以上 が2割 に達 してい るの も、 この活動の性格を示 してい る。

表3-6作 成期 間

作成期間

1～2年

3年

6年 以上

5年

1年 未満

4年

その他

無記入

回答数(%)

39(25.2)

36(23.2)

31(20.0)

13(8.4)

9(5.8)

9(5.8)

6(3.9)

23(14.8)

中心 とな って活動 され る方 々の立場 ・地位は さまざま と予想 され るが、活動 のなかで専従 人員の状況

を知 りた くて設 問 した。機 関の用語 に対す る熱意、余裕 、その他い ろいろの事情 があ る思われ るが、か

な りの機関が この活動 にマ ンパ ワーを割 いてい る事情 が うかがえた。 「専従者 な し」 が5割 を割 ってい

るのも、特徴的 な回答 である。 .

表3-7専 従人員

専従人員 回答数(%)

な し 66(42.6)

2人 以上 45(29.0)

1人 13(8.4)

2人 11(7.1)

無記入 30(6.2)

その他 3(1.9)

熱意や人員の用意がこの活動の水準を支配するが、やは り、いちばん大きな要因は予算にあるとみて、

質問した。回答を寄せられた方々に謝意を表わしたい。規模や何時の時点での作成であるかを考慮 しな

ければならないが、500万 円以下で半数近 くの機関が作成 していることは、犠牲的な努力が あったもの

と推測される。
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表3-8作 成費用

作成費用 回答数(%)

500万 円以下 70(45.2)

500万 円以上 15(9.7)

1,000万 円 以 上 11(7.1)

2,000万 円 以上 8(5.2)

無記入 54(34.8)

その他 10(6.5)

ところで、いったん作成 された用語の維持管理は、作成以上に努力が要請 される、一過性のものでな

いだけ、維持管理の重要性が認識 されていても、なかなか困難なものと推察される。定期 ・不定期にせ

よ、半数が改訂している事情を知 って喜べるし、逆に、半数が改訂できないでいることも残念なことで

ある。

表3-9維 持 管理

条 件

不定期に改訂 している。

改訂の組織がない。

定期的に改訂 している。

改訂の苦労を担 う人がない。

絶版になっている。

改訂の費用がない。

その他

無記入

回答数(%)

51(32.9)

18(11.6)

17(11.0)

5(3.2)

5(3.2)

4(2.6)

35(22.6)

14(9.0)

(7)未 完成の辞典 ・用語集について

前述 したように、せっか く、活動がなされたにもかかわ らず、辞典 ・用語集が完成 されなかった事情

は、今後の活動に大きな参考になるものと考え、理由をお伺いした。回答数が少ないため、決定的な結

論は無理であるが、予算がやは り一つの要因であるし、組織の継続や採算に理由が少ないのは、注 目で

きるであろ う。
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表3-10未 完成の理 由

未 完 成 の 理 由 回答数(%)

予算が不 自由で あった。 17(22.6)

熱心な人がいな くな った。 4(12.9)

内容が満足 されなか った。 3(9.7)

組織が続かなか った。 2(6.5)

他 の領域 との関係で。 2(6.5)

採算に 自信 がなか った。 0(0.0)

その他 23(61.3)

無記入 5(16.1)

前項の質 問を含めて、今後 の用語活動の参考 とす るため、 どの よ うに措置 され るか、関心の所在 を確

かめてみた。やは り、予算 と人 の手 当てが1/4ず つ あ り、大 きな因子 とな ってい ること、内容の変更 や他

に任せ るとい う回答がない ことに、活 動の特徴をみた。

表3-11今 後 の措置

今 後 の 措 置 回答数(%)

組織 ・人を整備 して続 けたい。 10(25.0)

予算を確保 したい。 8(20.0)

継続 して くれ るところに譲 りたい。 1(2.5)

内容を変更 したい。 0(0.0)

その他 12(30.0)

(8)デ ータベ ース化 につ いて

従来 の用語活動の成果 は、ほ とん どが印刷物 であ り、構成 と索 引の よさが利用 の便を きめていた。 そ

の点 か らい うと、デー タベースの機能 は この ような辞典 ・用語集 の利用 に最 も適 してお り、編纂 の進行

と並 んで、デ ータベース化 が重要 な活動 となるはず である。表3-12に ある ように、用語集を作成 した機

関の うち、半数 の76機 関(17+25+34)に そ の意志があ り、今後 の増加 を期待すれ ば、傾 向として歓迎 され

る方 向にあるとい って よいであろ う。新 たに作成 を意 図され る向きが30機 関近 くあるの も同様 に受 け取

れ る。
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表3-12デ ー タベ ース化

デ ー タ ベ ー ス 化 回答数(%)

現在 の辞 典 ・用語集をデ ータベ ース化 したい。 34(5.9)

新 し く用語 デ ータベ ースを作 りたい。 29(5.1)

進 行中であ る。 25(4.4)

すでにデ ータベ ース化 してある。 17(2.9)

その他 7(1.2)

無記入 85(14.8)

と ころで、デ ータベ ースの実現 につ いて、力点 を注 ぐのはなにか。資 源 ・措置 ・整備 について、関心

の所在 を問 うた。結果 は表3-13の とお りであ る。資金や環境整備 より、標準化への要望が大 きいのに、

目を見張 った といって差 し支 ないであろ う。

表3-13デ ー タベ ース の実 現

デ ータベ ースの実 現

標 準化を進 めて欲 しい。

フ ォーマ ッ ト、 プ ログラムな ど

環境を整 備 して欲 しい。

資 金が欲 しい。

用 語専門機関に委託 したい。

その他

無記入

120(20.9)

44(7.7)

36(6.3)

26(4.5)

71(12.4)

293(51.0)

(9)用 語集についての意見

最後に、要望の多い用語集について、ご意見を頂戴した。分野と形式については次表のとお りである

が、総合や整合についての意見がかな り占めていることにも注目したい。
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表3-14欲 しい用語集

欲 し い 用 語 集 回答数(%)

多 くの用語集 の統一 、修正が望 ましい。 135(23.5)
分野間の整合 を とって欲 しい。 110(19.2)
このような分野で専門用語集が欲 しい。 98(17.0)
この よ うな形式 の用語 集があ るとよい。 27(4.7)
その他 52(9.1)
無記入 235(40.9)

特定の分野に関する用語集を欲 しいと回答 した機関は98で 、回答数の17%で あった。分野別にみると

(表3-14参 照)、人文科学分野が2割 強で最も多 く、その中でも教育に関する用語集への要望が強い。そ

のほか、言語学 ・文学 ・史学 ・宗教学 ・心理学 ・法学など、広い範囲にわたって、用語集への要望があ

ることがわかる。 これに対 し、理学 ・工学分野の用語集に対する要望が、一部を除 き、比較的少ないこ

とは、これらの分野において、用語に関する活動が早 くから行われ、辞典 ・用語集などの整備が進んで

いる状況を反映したものと思われ る。なお、工学分野で用語集への要望が出された専門領域は、そのほ

とん どが後にのべる新 しい分野および学際領域に関するものであった。

医学 ・薬学もまた、用語活動の盛んな分野であ り、この回答項 目に現われた用語集への要望はそれほ

ど多 くない。その中では、毒性 ・薬物に関す る用語集への要望が比較的多かったほかに、臨床医学の一

部(リ ューマチ科 ・小児科)、免疫学な どの領域で用語集に対する要望が見られた。また、医学 と生物学

を統一した用語集への要望 も複数の機関から出されていた。

農学分野では、畜産学に関す る用語集への要望が最も多 く、遺伝 ・育種に関するものと合わせると、

この回答項 目で農学分野に出された要望のほぼ5割 となる。そのほかには、農学 ・林産学 ・水産学 ・農

業経営学などの領域で用語集に対する要望が出されていた。農学分野全体としての用語集に対する要望

は1割 程度であった。

社会 ・経済分野では、用語集に対する要望が他の分野と比較 して、少なかったが、これは用語に対す

る関心がまだそれほど高まっていないこと、および用語の流動性が大きいことによるものと考えられる。

その中では特に経営および労務管理に関する用語集が比較的多 く望まれてお り、そのほか、社会学 ・犯

罪学 ・マスコミ・行政機関などに関する用語集への要望が出されていた。

新 しい分野および学際的な分野での用語集に対する要望は、人文科学に次いで多かった。そのなかで

も情報および情報管理に関する用語集が最も多 く望まれてお り、次に宇宙科学 ・宇宙医学 ・宇宙開発な

どに関する用語集が望まれている。そのほかに、バイオテクノロジー ・海水科学 ・遺伝子工学 ・原子力

・地熱発電 ・環境科学 ・リモー トセンシング ・都市問題 ・リサイクル ・廃棄物、 自然地理学と人文地理

学 との統合などの分野で用語集に対する要望があった。 これらの多 くは、工学分野に関連をもつばか り

でなく、多 くの分野にまたがる学際領域 という特色がある。
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表3-15欲 しい用語集の分野

分 野 内 訳 回答数

人文科学 教 育(5)、 語 学 ・文 学(5)、 史 学(2)、 哲 学(2)、 史 学 ・哲 学 、 22

宗教 学 ・心理学 ・法学 な ど

新 分野 ・ 情報 ・情報処理(3)、宇宙科学 ・宇宙医学 ・宇宙開発、バイ 7

学際分野 オテ クノ ロジー ・遺伝 子工学 ・原子力 ・地熱発電

環 境 科 学 ・リモ ー トセ ンシ ング

産 業 電 気 設 備 ・空 調(3)、 食 品 ・醸 造(3)、 観 光 ・サ ー ビス(2)、 14

家具 ・建 具 ・たたみ(2)、手工業 ・手工芸(2)

農 学 畜産学(4)、 遺伝 ・育種(2)、農学 ・林産学(2)、水産学(2)、 12

農業工学、農業経済学

医 学 臨床 医学(リ ュウマチ科 ・小児科)・ 医学 ・生物学(2)、 9

免疫学 ・歯学な ど

理 学 触媒科学、電気化学、鳥類生態学 3

工 学 金属材料 1

薬 学 薬理 学 ・毒性 ・薬効デ ータ(3) 3

経 済 経 営 ・労務管理(3) 3

社 会 社会 学、犯罪学、 マス コ ミ、行政機関な ど 5

その他 都市に関する種々の地域統合、 リサイクル ・産業廃棄物 7

自然地理学 と人文地理学との統合

合 計 98

産業に関連した用語集としては、空調 ・衛生を含めた電気設備に関するものが最も多 く望まれてお り、

次に食品および醸造に関する用語集への要望が出されていた。そのほかに、観光 ・サービス ・家具 ・建

築 ・たたみ ・手工業 ・手工芸 ・防虫 ・防腐などの用語集に対する要望がみられた。

希望する用語集の形式について、回答 した機関の数は27と回答数の5%と 少なかったが、その回答内

容は、今後の用語集作成にあた り参考 となることがらを多 くふ くんでいる。回答のなかで最も多かった

のは、用語の定義や簡単な意味の解説な どが必要であるという意見であった。「用語集+事 典」とい う表

現も複数の機関から出されており、また、定義だけではわか りに くいので、用語の内容が具体的に分か

りやすいように図や平易な言葉で表現されたものが望ましいとい う回答 もみられた。さらに進んで、用

例 ・事例をとり入れ、また、起源 ・語源の記載のあるものを望む意見もあ り、これらに 「辞書形式」 と

いう表現で回答 したものを合わせると、回答数の中の約3割 を占める。

次に、外国語 との対象を伴った用語集を望む声が多 く、それと同程度に、電子媒体(CD、 フロ ッ

ピーディスク)に よる用語集を望む回答が寄せられた。また、迅速に更新できる体制を望む声があった。

(10)専 門用語活動の振興についての意見
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専門用語活動の振興について、回答者 の意見は以下のようである。圧倒的に多いのは、やはり経済面

での支援 ・助成を望む声である。 また、それ と同時に、作業を行 う人員の養成 ・確保の必要性 も指摘さ

れている。

専門用語集の内容に関しては、分野間における用語の調整 ・統一が強 く必要とされていることが、ア

ンケー ト項 目 「欲しい用語集」の回答と合わせると明らかである。 また、用語表記におけるカタカナ用

語について、批判的な意見が出されている。用語集の作成段階において、組織面での協力を望む意見、

国 レベルの機関からの援助を必要とするとい う意見が出されている。さらに、用語集作成のために、 も

しくは作成 した用語集を広 く提供 し、定着 させるための広報活動の必要性を指摘 している意見もある。

用語活動の重要性は認識 しているが、経済的 ・人的面も含めた組織力の点で実施できないという意見

がみられる一方、必要性を認識 し、 これから活動を始めようとい うところもある。

総合的にみると、独自に専門用語集を作成するとい う事業は、個々の機関によって必要性は認識 され

ているものの、財政的 ・人的な制約、また組織間の関係の調整 といった問題を抱えてお り、決して容易

ではないことをうかがわせる。

表3-16専 門用語活動の振興についての意見

予算措置の必要性

充分な作成期間および費用の確保

専門用語に関連したデータベースの重要性を認識 し、財政的な支援が望まれる。

予算の措置が必要である。(2)

出版助成措置を望む。

専門用語集出版について、経済的援助(補 助)措 置が望まれ る。

用語集作成に公的資金の援助を望む。

用語集を作成 しても、販売部数が限定 されているため、執筆者等に十分な謝礼がで

きない。

用語集の編纂は主に学会活動であ り、学会に補助金等を交付 され ることが望ましい。

研究機関単独で行 うことは極めて難 しい。

定期的に改訂するための予算が欲 しい。

要員の養成が先決である。大学での専門家の養成 と十分な予算措置を必要とする。

各分野ごとに意見を調整する専従の人員が必要であると考える。

専門用語活動は労多 くして功(益)の 少ない事業であるため、必要 とされる有能な

人材の確保 ・養成が最 も重要かと思 う。

分野間の調整 ・統一の必要性

現在、非破壊試験用語については、当協会独自で必要措置を講 じて行っているので
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当分は問題はないと思われるが、将来は各分野間の整合を図る必要があると思われる。

用語の統一等、本にする前にいろいろ検討すべきことがあ り、大仕事である。

医学の諸分科会では各用語集を作 る所が沢山ある。横の連絡を密に、たとえば、 日

本医学会などにも積極的に働きかけたい。

農学関係の用語集の統一が望ましい。

例えば哲学の用語に限っても、重要語にさえ不統一がある。哲学の各分野ごとに用

語統一の研究グループを作って検討 し、その結果を持ち寄って各分野の代表がさらに

検討す る、という積み重ねが必要。そのためには相当の会合費が必要である。

日本民族衛生学会は学際的性格が強 く、そのために専門用語が多岐にわたる。必然

的に重要かつ必要であるが、同時に困難 も大きい。

新 しい分野の論文では、ある術語(キ ーワー ドなど)の 指す現象が実際には互いに

異なるのに、同 じ術語で表現することがあるので編集者は困る部分がある。

最先端の学問動向と関連するので、外来語 と邦語の統一が研究分野間また同一研究

分野内でも困難である。

我々のような境界領域においては、専門用語の統一が望まれるが非常に難 しい。例

えば、工学 ・歯学 と医学関係では、同じ意味でも言葉が違 うし、同 じ言葉でも意味が

違 うな ど、それぞれの出身によって言葉の違いがあり不便である。現在はその場その

場で適当に使い分けているが、将来的にもいろいろな問題が頻発す ることが疑惧 され

る。

編集上用語の統一は望ましいが、筆者側における"ば らつき"が あ り、修正は不可

能に近い。また修正するだけの基準がないため、結論として現行では無理である。

宇宙科学など新 しい分野では、外来語が多 く、また分野が多岐にわたるため、用語

の統一は難 しいと思われるが、今から何 らかの準備が必要であると思われる。

各領域毎の用語集の作成 、データベ ース化の希望

各業界毎に専門用語集の完成を望みたい(そ の為には、各業界毎に予算、人員の手

配を要する。)

統一的な専門用語を各領域ごとに作 りデータベース化を計って欲 しい。

現在の段階では種々の分野からの用語集が出揃 うことが先決であろう。

専門用語についての意見

作成課程において、長期 ・大人数で用語の意味内容の問い合わせを行 う必要性があ

る。また用語の調整や最新の用語の把握も必要条件である。

専門用語の選択や定義にあたって、文部省などのおしきせではな く、各学界が中心

となって各学会で十分使用され、定着 している用語を採用 して欲 しいと思 う。

専門用語の統一は必要であるが、あま り形式(た とえば外国語をカタカナ書きにす

るとき)に とらわれず、その語のもつ歴史性等をも考慮すべ きである(私 見)。

人文科学分野で用語の統一や標準化が不要 とまでは言わないが、学問の性質上、あ

ま り統括的性格が強いと、かえって思想の硬直化につながることがあるので、 このか

ねあいを どうするかが根 本問題だと思 う。(これは学会の公式見解ではな く、回答者

の考 えに とどまる。)
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カタカナ外来語、 テクニ カル ジャーゴンの問題の解決

日本語を大切にすること。カタカナ外来語を全廃する方向への運動をすること。そ

うい う人 を養成す ること。

テ クニカル ジ ャー ゴンの増加 に歯留めをかけ るべ きだ とは思 うが、なかなか うま く

いかないのではないか。

情報源

どの分野にどのような問題点があるかの情報源情報の提供。一般の人にもわかる平

明な専門用語の使い方についても議論を進めてゆきたい。

専門用語研究会への期待

用語を含む情報 の重要性 とコス トがかか ることを一般 にPRさ れたい。

国際化時代に即応 して、ぜひ用語に対す る概念の統一が必要なものと思われる。 し

たがって、組織を法人化 し、寄付金等を受け易いように検討してはどうか。

現在はそれぞれの学協会を中心に、各個別に用語集を作成する努力をしているが、

専門用語研究会のような専門的な組織の活動は今後大いに期待できる。

協力 ・支援の必要性

文部省等がこの活動に関 して研究会、研修会のような組織をつ くって欲 しい。

日本学術会議の協力を求める必要あり。

セ ンターの機 能の必要性
7

文部省学術用語審議会で用語集をまとめ、出版 している努力は評価するが、その際
一部学会のみの意見を聴取 し

、各専門学会に対 してはほとんど意見聴取を行っていな

いことが多い。 この点は問題 と思われ る。

日本全体の用語の作 り方の統一を示 して欲 しい。

専門学会に科学研究費などをつけて作業が進行中のようである。 しかし、 もう少 し

大規模かつ組織的、体系的に計画し作業する方が よいのではなかろうか。

只単に用語の羅 列や説 明ではな く、統一化 ・整合化 をはか り、 また情報 セ ンター と

しても機能し得 るような機関の設置を希望する。

用語活動の必要性

専門用語データベース化の必要性は充分に認識 しているが、小さな学会では人的対

応が困難であり、具体化していない。今後検討を進めたい。

個人的には必要性は痛感 しているが、学会 としては何も行動は起こしていない。

専門用語研究会 の活動主 旨、本 ア ンケー トの 目的が、いま一理解で きない。
◆

当センターの事業内容の排水処理、海水の淡水化などについての用語集が必要とは

思 うが、人 の整備 の遅れか ら実現 していない。

あま り用語活動を急 ぐのは時期尚早であるが、除々に関係者の理解を深めたい。

映画関係用語は固まった部分が少ないが、新技術に伴 う用語の制定が必要となって

きた。関連用語と連携を密に定めて行きたい。
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用語活動の必要性

大変大切な作業だと思 う。

その他

上位学会の専門用語集の完成を待ち、独 自の用語集の作成の要 ・不要を検討するつ

も りである。

上位学会の専門用語集の編纂に参加した。

興味を持つ人がいないので役員で適当に担当していた。

発行予定の専門用語集について広告 ・宣伝を行いたい。特別に補助金がでるように

なれば、改訂作業 も続けられると思 う。

当会 とは別の機関(玉 川大学 ミツバチ科学研究所)が 専門用語集を発行 したが、当

会では用語辞典を作成す る計画は持っていない。

3.1.2デ ー タベ ー ス調査

JapanMARC(国 立国会図書館編)お よび国語年鑑(国 立国語研究所編)に 収録されている専門用語

集について調査 した。

(1)JapanMARC

JapanMARC(日 本国立 国会図書 館機械 可読化 目録)は 、納本制度に基づ き納本 され た国内の出版物

の書誌情報 を国会図書館が コンピュ一一タに入力 したものであ り、昭和52年(1977)か ら蓄積 されてい る。

JapanMARCに は、 ジシ ョ(辞 書)、 ジテ ン(辞 典、事典)、 ヨウ ゴ(用 語)、 ジ ュツ ゴ(術 語)、 ゴイ

(語彙)を タイ トル中に持 つ図書は5,783件 収録 され ている。その うち、専門用語集 と思 われ る ものは

2,299件(39.8%)で あ った(表3-17)。 ヨウ ゴジテ ン(用 語辞 典)の ように、重複 して 出現す るもの も

数多 くあるが、 この点につい ては今後の調査 に待 つ こととした。 カタカナ語に よる検索 のため、 これ ら

の キー ワー ドの 同音異義語 も含 まれ ることにな り、ま さにデータベ ースにおけ る専 門用語 の処理 の問題

が でてきた が、参考 のため備考欄 にそれ らを示す。

表3-17JapanMARCの 調査結果

タイ トル 総 数 専門用語集 備 考

ジテン(辞 典 、事典)
ヨウゴ(用 語)
ゴイ(語 彙)
ジシ ョ(辞 書)
ジュツゴ(術 語)

4,444
1,093
133

1i

1,55870;

51

自転(1)
擁護 ・養 護(138)
五井(13)
地所(1)
述語 ・術後(40)

合 計 5,783 2,299 193
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(2)国 語年鑑

国立国語研究所では、昭和28年(1953)以 来、 日本語関係 の研究文献 の文献情報 を収載 した 「国語年

鑑」 を毎年発行 してい る。 昭和28年 か ら同63年 の 「国語年鑑」 を調査 した結果 では、収録 され てい る辞

典、辞書、事典 の総数は3,705件 であ り、 その うち専門用語集 と思われ るもの は1,138件(30.7%)で

あ った。JapanMARCの 調査結果 も勘案す ると、わが国で発行 されてい る辞典類 の うち、約30%が 専 門

用 語集であると言え る。

学協会や官公庁で編集 した専 門用語集 も調べ たが、 その数 は311件 で あ り、専門用語 集 の約三 分 の一

は これ らの機関に よっている ことも推定 で きる。

表3-18国 語年鑑の調査結果

内 訳 件 数(%)

辞典 ・事典類の総数

専門用語集の総数

学協会に よる専門用語集の数

3,705(100.0)

1,138(30.7)

311(8.4)

図3-1に 辞典類 と専門用語集の発行推移を示す。調査以前には、専門用語集の発行数は急速に増加

しているものと予測 していたが、 この図か らも明らかなように、辞典類 と比較 しても、その増加率は緩

やかである。仮に研究開発の現場で使用する専門用語が急速に増えているとしても、一般に定着 し、用

語集に収録される用語の数はそれほど多 くはないことがうかがえる。

図3-2に は専門用語集 だけの発行推移 を示す。 この図が示す ように、5～7年 毎に発行の ピークが

み られるが、定期的に改訂 されている ことに よる もの と思われ、専 門用語集 の性格 を よく表 してい る。

ピー クの量がほぼ同 じであ ることか ら、 改訂 のための組織 を持 っている機 関が定期的に改訂 し、発行 し

てい るようで ある。
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(3)専 門用語集の選択基 準

調査 にあた っては、何を専門用語集 とす るか の判断基準 が必要 である。本調査では専門用語 に含 まれ

るもの として、学術 用語、技術用 語、科学用語、工業用語 、企業用語、業界用語を取 りあげた。 また、

一つの概念に一つの用語を与 えている とい う点 も考慮 すべ き判断基 準の一つ とした
。従 って、俗語、仲

間語、隠語に関す るものは対象 としていない。実際 の作業 では、漏 れを少 な くす るために、以下の ガイ

ドに従 ってい る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

プ ログラ ミング言語は除 く。(例:BASIC言 語辞典)

地名 ・人名を対象 とす るものは除 く。(例:西 洋人物 レファレンス事典)

国語辞典、外国語辞典は除 く。

虎 の巻的な ものは除 く。(例:節 税対策辞 典)

雑学的 な ものは除 く。(例:歴 史お もしろ事典)

よみ もの的 な ものは除 く。(例:フ ァッシ ョン情報読み取 り事典)

趣味的 、 日常 的な ものは除 く。(例:ニ ッ ト総 合事典)

選択にあたって除外 は した ものの、専門用語集 と して取 りあげ てもよいか と思われ る物 に 、 「木 材 の

事典」、 「木の事 典」、「図説 中世城郭事典」な ど多数 あるが、 これ らについては、で きる限 り実物 を調べ

採否を決め ることに してい る。「香 りの百科」(日 本香料協会編)な どの ように、他に類似 の辞 典が見当

らず、 しか も学 協会が編集 してい る場合は、専門用語集 として取 りあげ ることに した。

(4)専 門用語の数

わが国で各学 協会に よって制定 され ている専門用語 の数 は どの程度 の量 に上 るの であ ろ うか。 ア ン

ケー ト調査では、用語 活動の結果155の 機 関で用語集を発行 または予定 してい るが、そ の収 容 語数 を 単

純に総計す ると77万 語 を超 えてい る。 この数 には集成集 である医学大辞典(日 本医学会編)の25万 語が

ふ くまれてい るので、 これを除 くと52万 語 とな り、平均約3,300語 がひ とつの用語 集 に収録 され てい る

ことにな る。収容語数 の分布(図3-3)を みて も、4,000語 を越 え るものは少数な ので、専門用語集の収

容語数の平均値 は この あた りにあ ると思われ る。 国語年鑑 を調査 した結果では、学協会 が編集 した専門

用語集は約300件 であ ることか ら、約120万 語が各機関 に よって制定 され てい るもの と見積 られ る。文部

省の学術用語集(延 べ語数:13万8千 語)と 日本規 格協会のJlS用 語規格(延 べ語数:4万6千 語)は い

ずれ も集成集の役割を果た してい る言 えるので、 これ らの数字 を差 し引 くと、約100万 語 とい うこ とに

な る。
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3.1.3ヒ ア リン グ調 査

専門用語 とデータベースとの関係で考慮すべき問題について、有識者からの意見を求めるため、原田

勝(京 都大学教育学部助教授)、細野公男(慶 鷹義塾大学文学部教授)両 氏のこ強力を得て、ヒアリング

調査を実施 した。

(1)タ ー ミノ ロジ ー全 般 につ い て

京都大学教育学部

平成2年1月20日

原田 勝 助教授

① 専門用語に対する関心の高ま り

日本電子化辞書研究所では大規模な辞書をつ くっている。現在20万 語の一般用語を電子化 している。

これは知識工学的な用途へ向けて開発 されている。専門用語については情報処理関係をモデルにして開

発が進められている。

専門用語とい うことでは医学が最 も進んでいるが、進んでいることにより混純としているとい う面も

ある。患者への説明が求められているし、学会でも専門用語の問題が取 り上げられている。原子力を例

にとると、一般の人が知 りたいと思 っても使われている用語が難解であるとい うことなど、専門分野内

に限らず問題とな り始めている。

国際的な情報流通の面で専門用語 とい うものが注 目されている。 日本 としてどのようにするか、国際

的な関係で考える必要がでて きている。
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② 専門用語 とデータベ ースとの 関係

SGML(StandardGeneralizedMark-upLanguage,汎 用マ ー クア ヅプ言 語)の 研究 な どに見 られ る

ように、一次情報デ ータベ ースが注 目され始めて いる。将来、学会 が論文 な どをSGMLの ような形で整

理 し始め ると、出版物 と連動 した データベ ースが作成 され る ことにな る。

この ように一 次情報をデ ータベ ース化 しよ うとした ときに、用語 の整理が行われているか ど うかが問

題 となって くる。学術用語 に例を とれば 、 もともとは外 国語 の翻訳 とい うことで行われ てきたが、デ ー

タベ ースで使 うとな ると、特に全文 データベース となる と、用語 の階層 化 と類縁関係 も考 えておかなけ

れ ばならない。そ の場合、用語が表す概念 に も着 目しなけれ ばな らない。

JOIS－ 皿(JICSTOn-lineInformationSystem日 本科学技術情報 セ ンターオンライ ン情報検索 システ

ム)で は、抄録か ら用語を 自動的 に切 り出す ことができる ようにな った。い ままでは、デ ィス ク リプタ

だけ を統制 していれば よか ったが、抄録 で使用す る用語 につ いて もなん らかの統 制を しないと、検索の

ノイズが多 くな るとい うことが起 こ り始 めている。

JIS用 語はあ と追いで制 定 されて きた感 じがあ るが、生体工学 の用語 の制 定にみ られ るよ うに 、 これ

か ら発展す ると思われ る先進 的な分野の用語 を、あらか じめ規定 して混 乱を避け よ うとい う方 向に変 わ

り始めている。

検索手段 の方法に よって必要 とな るシステ ムも異な る。広げた り、絞 った りす るのであれば、構 造が

必要にな る。 システム作成 の点か ら言え ば、多言語 を考 えれ ば1対1が 望 ま しい。欧州 ではその必要性

が生 じるのではないか。

③ ター ミノロジーに求め られてい ること

ター ミノロジー全般 とな ると範 囲が大 き くな り膨大 なもの とな るので、当面はター ミノ ロジーの範 囲

は辞 書,シ ソーラス、分類表 であ るとす るのが よい。

辞 書やシ ソーラスをつ くる場合 、 どの ような用途 までを考え るか に よって 内容は異 なって くる。翻訳

に も使える ようにす るとい うことになれ ば、辞書 とシ ソーラスの違 い は どこに あ るのか 、そ の違 い が

は っき りして くる。そ うす れば統 合 も可能 ではないか。 まず実用面 を考 えておかない と、原理 ・原則 に

まで立 ち入 る とまとまらな くな る。

用語の概念 に焦点を合わ せてゆ くとな る と、外 国語 の翻訳規制 をつ くるとい うことが必要にな る。 ま

た シソーラスについて言えば、各 学術 分野 のシ ソーラスは各学会 でつ くるとして も、各 シ ソー ラス間の

調整 を行 うようなマ クロシ ソーラスが必要 とされ ている。マ ク ロシ ソー ラス(も し くはマ クロデ ィ ク

シ ョナ リ)を 傘 として、その下 に外来語翻訳規則 、命名法の よ うな造語規 則をつ くれば、専門用語 をか

な り整頓す る ことがで きるはずで ある。 これ もター ミノ ロジーの枠組 みのひ とつにな る。

シソー ラス と辞書の相互 の橋 渡 しをす る よ うな、中間的な辞書 の作成 や辞書作成のガイ ドライ ンも必

要 とな る。

一24一



(2)デ ー タベ ース と専門用語

平成2年1月23日

塵隠義塾大学文学部 細野 公男 教授

① わが国におけ る専門用語の特徴

わが国の専門用語 は、漢字用語 とカタカナ用語 が中心、字種の混在(蛋 白質、たんぱ く質 、 タンパ ク

質)、 カタカナ用語 が多い、とい う諸特徴が ある。日本科学技術情報 センターのデ ータベ ース中に出現す

る専門用語 の うち約30%が カタカナ用語 であるとい う調査結果 もある。 また漢字用語、 カタカナ用語に

限らず 、表記 に統一性 がみ られない。特 にカタカナ用語については表 記 のゆ れ(レ ーザ 、 レーザ ーな

ど)が しば しぼみ られ る。

② デ ータベ ースの作成 ・利用に おけ る問題 点

デ ータベ ースの作成 ・利用 において、表記のゆれは アクセスキーに悪影響を与え るし、 シソーラス中

の非 デ ィス ク リプ タを増加 させる原 因 ともな る。 この問題 は、漢字用語や カタカナ用語を造語す る際の

依 るべ き規則 、体制 がない ことに よる。 カタカナ用語か ら原語 を特定す る ことや元 の概念を想像す るこ

とも困難 であ り、デ ータベー スの検索 な どを考慮す ると、専門用語 である カタカナ用語 の制限 もしくは

表 記の統一 が望 まれ る。

③ 表記のゆれの解消法

学術情報のデータベースでは、専門用語は大きな要因を占めている。専門用語の形が どの程度まで整

理 されているかは、データベースの構築に影響を及ぼす。わが国の専門用語を考えた場合、カタカナ用

語の表記の問題は非常に大 きい。

表記のゆれをな くすには、つぎのような方法が考えられるであろ う。

O

O

O

O

専門用語は一般用語 とは機能が異なるので、標準的な表記方法を決めて、これを徹底 して守る。

カタカナ語か らは概念を類推することはできないので、カタカナ表現をできるだけ少な くする。

外国語からの変則規則など、表記を自動的に統一する方法を開発す る。

原語のまま使用す る。

(資 料9に 細 野教授の ヒア リング記録をま とめたので、詳 しくは資料 を参照 の こと。)
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3.2海 外調査

0

Attheendofthemedie∨alageLatin』10stitsroleaslinguafrancaofthe

"OldWorld'・
,andphilosophy-consideredasthe"motherofallsciences"-

lostgroundstotheemergingnaturalsciencesandtechnicalfields.

Alreadyinthe17thcenturysomescholarswereconcernedwithquestionsof

terminology.Subjectspecialists,too,startedearlywithsystematic

apProachestotheterminologiesofvarioussubjectfieldsforthepurposeof

旦－Thenomenclaturesemergingfromsomeoftheseefforts

wereaisohighlybeneficialtothetransfer'ofknowlede,inparticularby

meansofteachingandtraining.

Fromthe18thandlgthcenturyonwardstheco㎜unicationaspectof

terfninologicaiactivitiesgainedimportanceduetotheemergenceofmorethan

10Europeanlanguagescomprisingspecializedlanguagesworldwide.

Industriaiizationa .ndinternationaltradecalledfortheharmonizationof

goodsandofterminoloqies..Largeinternationalcongressesontheterminology

invarioussubjectfieldswereorganized.Attheendofthe19thcentury

strictterminologyunificationsetininthefieldofmetrology.

Attheturnofthecenturytheneedforindustrialstandardizationledtothe

foundationofinternationalandnationalstandardsbodies.Justaboutevery

standardsbodydisco∨eredaneedforterminologystandardizationparallelto

subjectstandardizationorevenasaprerequesiteofstandardizationasa

whole.

Todaymorethan200workinggroupsofsubco㎜itteesorofthetechnical

co㎜ittesofinternationalstandardsorganizations(i.e.theIntemational

OrganizationforStandardizationISOandtheInternationalElectrotechnical

Co㎜issionIEC)areacti∨einterminologystandardization(Annex1).

Consideringthatthemajorityofthenatiollalstandardsbodiesare

terminologicallyactivetoaminorormajordegreeonecanestimatethescope

ofterminologicalacti>itiesinthefieldofstandardization∨iz.morethan

lOOOgroups!co㎜itteesareworkingonaterminologystandardizationprojectat

anygiventime.Thissituationresultedinmorethanl6.000terminology

standardsrecordedtodate(enclosure1)withaneverincreasingnumberofnew

terminologystandardsinformationonwhichispublishedintheperiodical

StandardTerm(Annex2).
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Betweenthetw。W・rldWarstermin・1・gicalacti>itiesincreasedwithinthe

frameworkofinternationalorganizationsandinstitutions・Thistendencywas

enf。rcedaftertheSec・ndW・rldWarn・t・nlybecause・fthef・undati・n・fthe

UnitedNationsanditsspecializedorganizationsaswellasoftheEu「opean

Communitiesandothermultinationalorganizations,butalsoduetothousands

ofnewspecializedinternationalorganizations

TheWoridGuidetoTerminologicalActi∨itiespublishedbyInfotermin1985

(Annex5)theref・re,…cent・at・d・nth・t・rmi・ ・1・gicalacti・itiesatthe

internati。nalle∨e1,butc・uldregisterpr・bably・nlyasmallpr・P・rti・n・f

them.SincethentheneedwasfelttoextendthescopeoftheWorldGuideto

nationallevelaswell.Duetothelackoffundsthistremendoustaskcould

notbecarriedoutsofar.

AftertheSecondWorldWarindustry,inparticularmultinationalcompaniesand

industrialandeconomicassociations,gotinvol>edinterminological

activities.Thishadtworeasons:

(1)F・ ・th・ ・ak・ ・f・ ・r・rat・identitand・fkeepi・g・ ・nt・ ・1・fthe

acti∨itiesofmanycompanybranchesandsubsidiariesinse∨eralcountries

aunifiedmultilingualterminologywasessential;

(2) Inordertoenhancethe

countrieswithdifferent

accompanyingtheproducts

－t・f・reign
1anguages,foreign

becamenecessary.

languagedocumentation

This'・intemati。nalizati。n・whichwasduet・theemergence・fmanyspeci・lized

i。ternati。 。a1。rganiZati・n・a・WellaSt・th・inC・ea・e・fi・ternati・nal

acti.itieseve。y.here(・.9.・tuni∨ersitylevelande∨enatth・levelof

smallandmediumenterprises)gaveals・riset・theneedf・rc・mputersupP・ 「t

i。termi。 。1。gy.Th・fi・ ・t1・ ・g・termi・ ・1・gyd・t・bank・(TDB)were・the「efo「e・

establi、hedar。undl960.T・d・ymanydifferentTDBsyst・m・existar・undthe

。。rldandp。 。b。blyhund・ed・ ・ftermi・ ・1・gyd・t・base・arei・pl・ment・donthem・

Ali、tp。bli,h。di・TermN・tN…24(Amex4,P・25-50)P・ ・videsonlya

、electi。n。f.。j。rtermi・ ・1・gicald・t・bank・ ・Anupd・ti・g・fthi・li・twould

in∨ol∨e5-5man-weeks..

T。mi。 。1。gyscienceanditsapPlicati・naresubjectt・ ∨erydiffe「ent

situationsinthe∨ariouspartsofthewo1'ld・

-27一



(1)

(2)

WithintheframeworkSof

andinstitutions

aCtiVitieSareqUite

supPortedbythecomputer.

Inexort-orientednations

internatiO∩alandmUltinatiOnaloraniZatiOnS

(includingcommercialenterprises)terminological

co㎜onandoften∨eryextensive,increasingly

(3)

andmultilingual

society.

Countrieshaving

China(Annex5)

interestin

assistance

terminology

a

㏄

suchasJapanandGermanyalotofmonolingual

workisconductedinvariousquartersof

needforknowledeandtechnolo

theArabWorld

terminology,butalso

in.thismatter.

(Annex6)areaCtive

needmethodological

transfersuchas

ortakegreat

andfinancia1

(4) .countriesorreqionsareoftenverylanguage-consciousalso

withrespecttoterminology.Here,terminologyactivitiesareoften

embeddedwithintheframeworkoflanguageplanningsuchasinCanada

(Annex7),intheNordicStates(Annex.8)ortheUSSR(Annex9).

Becauseoftheexponentialincreaseofterminologicalacti∨itiesworldwide

aftertheSecondWorldWarUnescoconcludeda'contractwiththeAustrian

StandardsInstitute(ON)toestablishtheInternationalInformationCentrefor

Terminology(Infoterm).Infoterminformsonterminologicalactivitiesandon

theiroutcome.Italsoprovidesconsultancyaswellasteachingandtraining

oPPortunitiesandisengagedinadvancedresearchanddevelopmentprojects.In

recentyearsthecoordinationofterminologicalacti∨itieshasbecomeoneof

themaintasksofInfoterm.Attheendofl988theInternationalNetworkfor

Terminology(TermNet)wasfoundedwiththeassistanceofInfoterm.TermNet

providesteエminologicalservicestoitsmemberorganizationsandpromotesthe

developmentofthe"terminologymarket"aswellasofthefuture"knowledge

industriesl,.

Thisreportconcentratesonterminologicalacti∨itiesinthefollowing

COUntrieS1regiOnS:

(1)UnitedStatesofAmerica

(2)Iberoamericancountries

(5)Germany

(4)France
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Itwaspreparedasajoint

ofinstitutionsintheUSA,

cooperationaswellasthe

dulyacknowledged・

effortofInfotermandTermNetwiththeassistance

LatinAmericaandSpain,GermanyandFrance.Their

financialassistancefromJapanisforthisreport
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1

States

ConductedbytheTranslationResearchGroup(TRG),BrighamYoung

University(BYU),Pro>o,UtahandtheInstituteforApPliedLinguistics

(IAL)atKentStateUniversity(KSU),Kent,Ohio

1.1GeneralstatusofterminoloicalactivitiesintheU .S.

Unlikemostothel'developedcountries,standardizationactivitiesinthe

UnitedStatesarenotcontrolledordirectlyregulatedbyasinglegovernment

orquasi-governmentagency.Althoughmostactivitiesareassocilヨtedatleast

looselywiththeAmericanNational・StandardsInstitute(ANSI),aproliferation

of .independentstandardsorganizations,professionalassociations,institutes

andother∨01untarybodiesproduceawiderangeofstandardsandrelated

terminologies.Althoughthefederalgovernmentdoesindeedenactlawsin

criticalareasaffectingoccupationalsafety,thepurityoffoodanddrug

products,andenvironmentalprotection,manyAmericanstandardsderivefroma

consensusprocesswithintheindividualorganizationsandaredesignatedas

"voluntaryStandards"withintheirrespectiveinduStries
.

AlthoughthisstatusmayapPearonfirstglancetobeaninvitationto

anarchy,thevastmajorityofmanufacturerscomplywiththerele∨antstandards

fortheirrespectiveindustries.Gi∨enthecharacteroftheU.S.legalsystem,

anycompanyactuallyproducingadangerousornonrconformingproductwillfind

itselfinanindefensiblepositioniffacedwithhostilelitigation.Itis,

however,worthwhiletonotethatwiththeexceptionofthosestandardsthat

areindeedincorparatedintonationalorregionallawsorregulations,U.S.

standardsandterminologiesarenotstrictlyspeakingPartofthebodyoflaw.

Bythesame 、token,thereisnoofficialgovernment-sponsoredprogramfor

terminologyresearch,neitherwithrespecttostandardizedteminologynorto

translation-orientedterminology.Outsidethestandardsco㎜unity,these

effortsareconductedprimarilybyi∩dividuals,companiesanduniversity

departmentsandinstitutes.Thosegovernment-sponsoredacti∨itiesthatdo

existareprimarilylimitedtotop-secret,intelligence-relatedbranchesof

thegovernment(NationalSecurityAdministration,CentralIntelligenceAgency,

DepartmentofDefense-DOD).Notonlyaretheseprogramsconsideredso
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sensitivethatanycooPerationwithno∩-go∨ernmentresearchersistotallyout

ofthequestion,therespecti∨eagenCiesareSosecreti>ethattheydonot

evencoordinatetheireffortsamongeachother.Frequentlyonesectionofthe

DOD,forinstance,willha∨eabsolutelynocontactwithanothersection.Asa

result,vastsystemsareduplicatedandvaluableresearch-ofteninfields

thatarenotnecessarilylimitedtonationalsecurityconcerns-remains

unavailabletoanyoneoutsidea∨erynarrowcircleofpotentialusers.

SPECIFICTASKASSIGNMENTS

Becauseofthelackofanycentralizedsourceofinformationonspecialized

translationandterminologicalactivities,surveyorganizersintheU.S.have

hadto,,startfromscratch,tinconductingthesurvey.Aseriesofspecific

taskshaspeeRdefinedforimplementationoftheproject:

recruitPrestigiousorganizationstosPonsorthesurvey;

compileadatabaseoforganizationslikelytobeconductingterminology

acti∨ities;

compileshortformandlongformsur∨eyquestionnaires;

prepareadatabasestructureandenterdatainthedatabase;

conducttheinitialsurvey;

seekadditionalformsoffundingtosupPortthesurvey;

conduCtthelongerwrittensurvey.

(1)RecruitprestigiousorganizationstosPonsorthesurvey

AlthoughInfotermco㎜andsrespectfromthoseindividualswhoarefamiliar

withit,thesurveymustbeassociatedwithknownU.S.organizationsinorder

togeneratecooperationfromabroadrangeofpotentialparticipants.InJuly,

1989,theAmericanTranslatorsAssociation(ATA)authorizedofficialsupPort

fromATATe叩inologyCo㎜itteechairperson,Dr.SueEllenWright,topursue

optionsforimplementingthesurvey.ＴhisapProvalwasgrantedwiththe

understandingthatDr.WrightwouldobtainsupPortfromotherrecognized

organizationsin∨ol∨edinterminologyresearch.
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Currentstatus

Duringhis∨isittotheUnitedStatesinOctoberofl989・Mr・Christian

GalinskiofInfotermmetwithDr.Wright,aBdDrs.GregoryShreveandAlan

MelbyofKSUandBYU,resp.,toorganizetheconductofthesur∨eyunderthe

auspicesoftheIALandtheTRG.Initialstagesofsurveyacti∨itiesarebeing

fundedbythetwouniversityresearchorganizationsandbyagrantfroma

Ｌapaneseinstituti・n.T・gether,Mr.Galinski,Drs・Wright・Shre∨eandMelby・

andMr.KanemorifromINSconstitutetheAd∨isOryCo㎜itteeresponsiblefor

administrati∨eactivitiesassociatedwiththesurvey・

Immediateoals

ThenextstepinrecruitingsupPortforthesurveywillinvolvearequestfor

apPr・ ∨albytheC・ ㎜ittee・nTermin・1・gy・ftheAmericanS・cietyf・rTesting

andMaterials(ASTM)attheirearlyMarch(1990)meeting・Itishopedthat

ASTIyl!COT・upP・ ・t・ill・li・it・dditi・nal…P・ ・ati・ ・f「omANSI・

(2)C・mpileadatabase・f・rganizati・nslikelyt・bec・nductingtermin・1・gy

activities

Becauseofthedecentralizedcharacterofstandards'andterminologyactivities

andthesizeoftheU.S.A.,anyefforttocollateandsur∨eyalloエganizations

in∨01vedinterminologyacti∨itiespresentsvastdifficultiesandwillinthe

endresultpr・ ∨et・beanexpensivepr・P・siti・n・Withtheexcepti・n・fthose

U.S.institutionsinciudedinthe2ndeditioりoftheWorldGuideto

Termin。1。gicalA・tivities,・ ・databaseexistsintheU・,S・listing

。。ganizati・n・ ・r,evenm・rei叩 ・rtantly,i・di・idua1・peci・1i・t・within

。rganizati・n・wh・w・uldbec・mp・t・ ・tand・illi・gt・parti・ip・t・inanyki・dof

detailedsur∨ey.Consequently,thefirststepinconductinganykindofstudy

ofthisnatuエerequiresthecompilationofabasiclistoforganizations・

institutionsandindividualspresumedtobeconductingterminologyactivities・

AsidefromtheWorldGuide,numerousstandardreferenceworkslistvarious

typ。 ・ ・f・tandard・and・esearch・rganizati・n・th・t・ ・ecan・nlyassumemight

beengagedinthiskindofwork・

Anextract。ftheaddressesfr・mth・1・f・term・ddressfilepr・vedt・beag・ ・d

、tarti,gP。i・t(Li・t・f・ddres・e・1)・ ・tt・menti・nth・TermN・tN・wsspecial

issueontheU.S.(AnnexlO)・
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Currentstatus

TodateresearchassistantsatKSUhavecompiledalistofl750rganizations

andindividuals.Thislistissubjecttoconstantupdateandisexpectedto

growtose∨eraltimesthisnumber.

1㎜ediategoals

ThecooperationofANSIisimperati∨einordertoensureacompletelistingof

allstandardsorganizationsandspecifically,ofallterminologicallyactive

ISOtechnicalcommitteeshavingtheirsecretariatintheU.S.Itisalsohoped

thatreferencesobtainedduringthepilotstagesofthesurveywillresultin

furtheradditionstothedatabase.

(3)Compileshortformandlongfomsurveyquestionnaires

Inordertoensurebroad-basedparticipationinthefinalwrittensurvey,the

advisoryco㎜itteeagreedthataninitialshortphonesur∨eyshouldprecede

thelongersurvey.Thepurposeoftheshortsurveyisto:

-identifiyorganizationsin∨01∨edinterminologyactivities;

-identifykeyindividualswithineachorganizationtotargetwiththe

survey;

-establishapreliminaryprofileofterminologyacti∨itiesintheU.S・

CurrentstatUS

Tothisend,Dr.Wright'hasworkedcloselywiththeTRGandInfotermto

compileatelephonescriptforuseinconductingtheinitialshort

qUeStionnaire(enClOSure2).

1㎜ediateqoais

TheEnglishlanguage∨ersionof

completedwithinthenextsixweeks.

(4)Prepareadatabasestructure

thelongformquestionnaireshouldbe

andenterdatainthedatabase

TheTRG,wdrkinginclosecooperationwithDr.WrightandInfoterm'sMr・

WolfgangNedobity,hasde>elopedasetofsurveytemplatesforuseintheMTX

databasemanagementprogramforthepurposeofenteringsur∨eydata.The
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templatesarebasedonstandardiZeddataCategoriesde∨elopedbytheInfoterm

staffforthepurposeofestablishingadatabasefortheWorldGuideto

TerminOlogicalACtivities(Annex3) .

CurrentstatUS・'

1hetemplateshavebeencompleted .Anyothersur∨eygroupswishingtouse

thesetemplatesmayobtainthemfromInfotermfreeofcharge .

(5)Conducttheinitialsurvey
-一 一 ーー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 一 一_一____一___

BoththeTRGandIALhavebegunconductingthephonesurvey .

Currentstatus

Initialfindingsrevealthat:

一
,m・ ・y・fth…ganizati・ns・P・e・um。d・t。haveani,teresti。termi。 。、。』y

and/orstandardizationarenotinvolvedintheseacti∨ities;

-roughlyhalfofthosecontacted・areindeedinterestedorinvolvedin

terminologystandardization.Ofthese,fullylOO%haveexpresseda

willingnesstoparticipateinboththephoneandwrittensurveys;

-manyofthesecontactsexpressednotonlyawillingnesstohelpwiththe

research,butalsodesiretobecomemor6involvedinterminology

standardization.

1㎜ediateqoals

Originalplanscalledforcompletingthecallingsurveythisspringandgoing

ontothewrittensurveyinthefa11・Becauseo∫thedegreeofenthusiasm

expressedbysomeoftherespondents,thesur∨eygroupiscurrentlyplanning

tofollowupwiththewrittensurveyassoonaspossibleinordertorespond

totheseconcerns・Infact,itwouldapPearthatthewrittensurveyshould

containacomponentdesignedtogeneraterequestsforfurtherinformatiollon

terminologyandstandardsacti∨ 工tiessothattheTRGandtheIALcande∨eloP

strategieSfqrmeetingtheseinformationneedsoverthelongterm.

(6)SeekadditionalformsoffundingtosupPortthesurvey

Imediateqoals

TheTRG,theIALandINSha∨eallcontributedmodestfinancialsupPortfor

sur∨eyacti>ities.TheATA(andthesurveygrouphopes)theASＴMcanprovide
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,,moralsupPorttt
,butdonotha∨eaccesstosignificantfundingwithwhichto

pro∨idetheneededmonetarysupPort.TheimmediategoalistoapPlyfora

substantialgranttoco∨erthecostofthewrittensur>eyandtopro∨ide

adequatefollow-upinformationtomeettheneedsofsur>eyrespondents.

(7)Conductthelongerwrittensur∨ey

Lonq-ranqeqoals … へて}
Initialquestionnaireswillbesentoutonalimitedbasisthisspring.If

grantmoneyisindeedawarded,thebulkofquestionnaireactivitywillbe

conductedduringthefallsemesterof1990.

Thesurveygroupdoesnot∨iewthiseditionofthesurveyasafiniteproject

withaclearlydefinedbeginningandattcompleted"endstatus.Instead,survey

activityshouldbeperceivedasacontinuuminvolvinganon-goingco㎜itment

toser∨ingtheinformationneedsofthoseinstitutionsandindividuals

conductingterminologywork.Oncewell-established,thedatabaseshould

continueto、growasnewentitiesareaddedtothelist.Follow-up

questionnairesshouldbesenttopositi∨erespondentsonacyclicbasisto

ensurethatinformationisup-to-date.Ifthisprocessismaintained

world-wide,Infotermwilithenbeabletoissuesubsequenteditionsofthe

WorldGuidebasedonreadilyavailableinformation,withouthavingto

implementrenewedorganizationaleffortsinthevariousnationalandregional

areas.

Theultimateobjecti∨eofthisacti∨ityistoservetheneedsofboththose

invo1∨edinterminology .activitiesandofthoseindividualswhocanbenefit

fromthefruitsoftheirefforts,thatis,thettconsumersttofterminology

"products" -subjectareaspecialists
,translators,technicalwriters,

documentationexperヒsandotherindi∨iduals'invol∨edinco㎜unicationsand

knowledgeengineering.FromastrictlyAnglophone,NorthAmericanperspective,

thesur∨eygrouphopesthatthisactivitywillencourageexpanded

participationofEnglishmothertonguespecialistsininternational

terminologicalandterminographicalactivitiesinvolvingtheEnglishlanguage.
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1.2World uidetoTerminoloicalActi∨ities-U.S.comonent

1.2.lStatusl990March5

(1)Currentadvisoryboard:

-Mr .ChristianGalinski,DirectorofInfoterm

-Dr.SueEllenWright
,ATACo㎜itteeonTerminology

-Dr.AlanMelby
,BrighamYoungUniversity

-Dr .GregoryShre∨e,KentStateUni∨ersity

Proposedadditionstotheadvisoryboard:

Proposed:

-ASTMrepresentativeDr .RichardA.Strehlow

-ANSIrepresentative

-representati∨esofotherstandardsorganizationsintheUS

－Mr .Kanemori,INS

(2)Boardacti∨ities:toassistin

-definingsur∨eyobjectives;

'-draftingthepilotandfinalquestionnaires; .

-compilingcallingandmailinglists;

-publicizingthesurveyinprofessionaljournals;

-providingeditorialsupPortforpreliminaryandfinalreports・

1.2.2Projectschedule

(Thoseitemsmarkedwithtt祷ttha∨ebeenbasicallycompleted)

(1)Preliminaryplanningstage

-statementofobjectives

-prOjectplanningChart

_createdatabasefortarget

callingandmailinglists

-prelirninarycalling

-preliminaryreporttoINS

_extendedpreliminaryreport

-applicationforU.S.go∨ernment

grant
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(2)Primaエ ・yprojectstage[BYUand/orKSUgraduatestudents

ad∨isedbyDrs.Melりy&Shre∨e,

resp.]

-Sendquestionnairestoinstitutions:Fall90

0standardsorganizations

oProfessionalorganizations

o90∨ernmentagenCieS

oprivatecompanies ・

Opublishers

oindependentindi∨iduals(e .g.trans-

lators/terminologists,lexicographers)

-receivereturnedquestionnaires ロ
ーpreliminarydataentry&processm9

-briefreporttorespondents,highlightingmainfindingsofstudyand

containinginformationonhowtopurchasefinalUSreportfromKent

StateandfinalworldwidereportfromInfoterm!TermNet

-publicationofUSreportatKentStateorBrighamYoung

(3)Sec・ndarypr・jectstage[lnf・term/TermNet]

-processdatalfromstudiesconductedthroughouttheworld

-generatefihalcomprehensivereport(inEnglish&French・other

languages?)

-updatingoftheWorldGuidetoTerminologicalActivitiesbyInfoterm

(4)Dataa∨ailablefromInfotermandTermNetinvariousforms:

-distributionofreport

-pro∨ideTermNet!Infotermconsultingservices

(5)Long-termfollow-up

Possiblepermanentresearchpresenceattherespecti∨euniversitiesfor

maintenanceofthedatabase.

Providebasicinformationservicestosurveyrespondentsdesiringfurther

invol∨ementinnationalandinternationalterminologyactivities・
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2－
PreparedasajointeffortoftheRedIberoamericanodeTerminologia

(RIT),Infoterm,TermNetandtheUnionLatina(UL)

BesidesSpain,SpanishisspokenalloverLatinAmerica(exceptBrasil)
,few

partsofAfricaandbyalargeHispanicminorityintheU.S.A.Portugueseis

spokeninPol'tugal,inBrazil,partsofAfricaandafewpartsoftherestof

theworld・SpanishisalsooneoftheofficiallanguagesoftheUnitedNations

anditsspecializedorganizations.

In1988theRedIberoamericanodeTerminoiogia(RIT)wasfoundedinCaracas

withtheacti∨einvo1∨ementofInfoterm.TodayRIＴcomprises25regular

members(Enciosure5),170fwhicharelocatedinHispaniccountries(4in

Spainand12inLatinAmerica),4inLusophonecountries(2inPortugaland2

inBrasil)and4elsewhere(1internationalorganization,1inCanada
,lin

France,linGreece)・AllofthemconcentrateonSpanishand/orPortuguese

terminoiogymostofteninconjunctionwithEnglishand/orFrenchoranother

language(Enclosure4).

Needlesstosaythatatpresentcomprisesonlyasmallpercentageof

institutionsandorganizationsactiveinterminologyinヒheHispanicand

Lusophonecountries・ArecentprintoutfromtheaddressfileofInfoterm

revealsabout1300fsuchinstitutions!organizat駕onsinLatinAmericaand60

inSpaineitherinterestedorengagedinterminologicalactivities(1istof

addresses2).SomeofthemaredescribedinthespecialissueofTermNetNews

ontheIberoamericanCountries(Annexll)orlistedintheWorldGuide(Annex

3).

In1989RITconductedasurveyamongitsmembers(Enclosure5).Therefore,at

presentdetaUedinformationisavailableonlyfrommembersofRIT,although

itisplannedtocarryoutextensivesurveysintherespectiveregionsin

ordertoprepareaninyentoryofterminologicalactivitiesinthe

IberoamericanareawiththeassistanceofInfotermandtheUnionLatina(UL).

Thisisen∨isagedtobecarriedoutinconjunctionwiththe,,2ndしatin

AmericanSymposiumonTerminology"t沿beorganizedbytheBrasilianInstitute

forInformationinScienceandTechnology(IBICT).
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AnevaluationofthequestionnairesreturnedbyRITmembersre>ealsanumber

ofinterestingfacts.Ascanbegatheredfrdmtheirservices,formostofthem

terminologyislinkedtoothertaskssuchaslanguagemediation(13),

documentation(10)orotheracti∨ities(5)(Enclosure6).Therefore

terminologyscience,terminologyworkandterminographyaretakencareof

primarilyinconnectionwithtranslation,interpretationanddocumentation

acti>ities.Manyoftheinstitutions!organizationsareengagedinterminoiogy

researchorterminologyteachingandtrainingandprovideavarietyof

Services(Enclosure7).

ThenumberandvarietyofprojectscarriedoutwithintheframeworkofRITis

surprising(Enclosure8).Mostofthemembersalsopreparepublications

focussingonterminology(Enclosure9).Theinformationprovided∨iathe

questionnaires,however,seemstobeincompletewhichislargelyduetothe

uncertainnatureofregularpublicationsinLatinAmericabecauseofthelack

offinancialmeans.Lastbutnotleastthenumberofterminologicale∨ents

(conferences,symposiaorseminars)ofabout2-4peryearisindicativeofthe

increasinginterestforterminologyscienceanditsapPlicationsinthe

regionscoveredbyRIT.

TheextentofcoopeTLationamongRITmembersandbetweenRIＴmempersandother

institutions!organizationsisimpressive・Therearequitesomeformalized

cooperationschemesandjointprojectsconcerninge.9.

一● theexchangeofteachers,researchers,students;

jointresearchanddeVeloPmentP「ojects;

joinしterminOgrahicalprojects.'

MostoftheRITmembersexpresstheirwishfore∨enmorecooperation.

NearlyalloftheRITmembersalreadymakeuseofthecomputerintheir

terminologicalactivities(Enclosure10).Inmostofthecasesthehardwareis

atPCle∨el,thesoftwareisoftenderivedfromtheCDS!ISISprogra㎜e

developedbyUNESCOwhichisa∨ailablemoreorlessfreeofchargetoall

institutions!organizationsofUnescomemberstates.
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3

PreparedbyInfotermandTermNetwiththeassistanceoftheFirst～

TranslatorstCooperati∨e(InTrae.G.)

Atpresent,theGermanlanguageisusedasmother-tonguebyabout92million

peoplein18countries,howe∨er,mainlyintheFederalRepublicofGermany,

theGermanDemocraticRepublic,Austria
.andSwitzerlandaswellasbya

certainpercentage .ofthepopulationinadjoiningcountriessuchasDenmark,

theNetheriands,Belgium,France,Poland,CzechoslovakiaandItaly.Itisalso

aworkinglanguageattheUnitedNations(UN)andoneoftheofficial

languagesoftheEuropeanCo㎜unities(EC).Althoughthenumberofnative

speakersof・GermanissmallincomparisontoSpanish,itislargerthanthat

ofFrench.Moreimportantly,itisthelanguageofoneofthemostdynamic

regionsoftheworldasregardsscientific-technicalandindustrial-economical

development.

LastbutnotleasttheGermanlanguageregionwasalsothebirthplaceofthe

GeneralTheoryofTerminology,which,foundedbytheAustrianengineerE.

WOster,developedintothemethodological-theoreticaibasisofterminology

scienceanditsapPlicationsallo∨ertheworld.

Duetothe∨erydifferentpolitical-economicstructuresofthemainfour

German-speakingcountries,thesituationofterminologicalactivitiesis

highlycomplexandcharacterizedbyabroadrangeof∨ariation.

3.1.

In

of

TerminoloicalactivitiesintheGermanicDemocraticReublicGDR '
theGDRtherecentpoliticalde∨elopmentunderstandablyledtoastandstill

alleffortsconcerningasurveyonterminologicalactivities,which

Intertextthe"FremdsprachendienstderDeutschenDemokratischenRepublik"in

cooperationwiththeAcademyofSciencesoftheGDRandthe"Vereinigungder

SprachmittlerderDDR(VDS)waspreparedtocarryout.

ThefilesofInfoterm(Listofaddresses3.2)re∨ealtheextensivescopeOf

terminologicaiactivitiesoftheGDRcarriedoutby

-publicinstitutionssuchasthestandardsbody
,ministries,etc.;

-academicinstitutionssuchasinstitutesoftheacademyofsciences
,

UniVerSityinStitUteS,etC.;

-languagemediatorsorganizatio∩ssuchastheVDSandIntertext;

-companles(inparticularpublishers)
,etc.
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Overthelast3iOyearsmorethanlOOcomprehensivebi-ormultili∩gual,highly

reliabletechnicaldictionariesbasedongoodterminOlogyworkha∨ebeen

preparedbygroupsofspecialistsin∨arioussubjectfieldsintheGDRand

werepublishedbyspecializedpublisherssuchasVerlagTechnik(VT),Berlin.

Quiteanumberofthesedictionariesha∨ebeenorarereprinted(oftenbeing

supPlementedwithadditionallanguages)bypublishersinotherEastern

EuropeancountriesorbyWesternpublishinghouses・

3.21旦巫－

InthecourseofpreparingasurveyinAustriaitwasfoundoutthatin

additiontoterminologyworkcarriedoutbytheAustrianStandardsInstitute

(AnnexI2)manyministriesandotherpublicinstitutionsprepared

terminologiesintheformoftechnicalrules(Enclosurell)・Infoteエmat

presentisnegotiatingwiththeAUstrianAssoCiationofLearnedSocieties

(VWG6)todisseminateasimplequestionnairewithintheframeworkoftheVWGO

inordertodetectfurther,lhidden`,terminologicalactivities.

TheextractfromtheInfotermaddressfilerevealsaconsiderableinterestin

terminologicalmattersinAustria(listofaddresses5.4).

3.3一 迦
Switzerlandwithitshigh-le∨elindustriesandbankingsystemisalsoquite

acti∨einterminologyatse∨erallevels:

-publicadministration,inparticularattheFederalChancellorshipin

Berne;

_universitiesandotheracademicinstitutions;

_privateindustryandser∨icesector.

AmeetingoncomputatiOnalterminographyinl989wasattendedby

representativesofaboutmorethan120Swissinstitutions!organizations・most

ofwhichwereoftheprivatesector(enclosure12)・

Theterminologyser∨iceoftheSwissgovernmenthasbeencontactedinorderto

conductasur∨eyonterminologicalacti>itiesinSwitzerlandbutgiventhe

manpowerandcostsinvol∨edinsuchataskitReedstimeforcarryingoutthe

project.
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3.4TerminoloicalActi∨itiesintheFederalReublicofGerman FRG

Terminologicalacti∨itiesintheFRGarescatteredoverawiderangeof

institutions,subjectfieldsandaspects.Duetothefederalcharacterofthe

FRG,itisextremelydifficulttocarryoutasurveywithouttheassistanceof

the∨ariousauthoritati∨einstitutionsandassociationsofassociations .The

GermanSocietyforDocumentations(DGD)kindlyagreedtosupPortInfotermand

ＴermNettocontactassociationsofassociationsaswellasnational

authoritiesintheFRGinordertoobtaintheirsupPortforthesurvey .This

istheonlyway,howasur∨eyamongthese∨eralthousandsofspecialized

associationsandinstitutionsbeingmemberofsuchassociationsof

associationsoraffiliatedto、nationalauthoritiescanbeconducted

cost-effectivelyintheFRG.Fromthe工nfotermfilesseveralhundred

associationsorinstitutions/organisationscanbeexpectedtobeinterestedor

evenbeactiveinterminologyandterminography(Listofaddresses3.i).

TheGerman-speakingcountriesarequiteactiveinterminologystandardization.

UnfortunatelyaboutlOO,000highqualityterminologicalentries(50,0000f

DIN,25,0000fON,etc◆-oftenwithEnglishandotherforeignlanguage

equivalents)arenotaccessibletoordifficulttoobtainbythegeneral

public.WiththeexceptionofAustriatheamountOftechnicalrulescontaining

authoritativeterminologiescanhardlyevenbeestimated.Butthereare

indicationsthattheyareissuedbymanyinstitutionsororganizations

especiallyintheFRG.AsaruleGermanuniversitiesarequiteactivein

terminology,mostoftenwithintheframeworkoftranslationandLSP(language

forspecificpurpose)studies.

Hundredsofcompaniesareobviouslyengagedinterminologicalactivitiessuch

as:

-moreorlessalllargercomputermakers;

-moreorlessalllargechemical-pharmaceuticalcompanies;

-manyconcernsoftheheavyindustry;

-SOftWare
.hOUSeS;

-tranSlatiOnSerViCeS .

In1986theAssociationforTerminologyandKnowledgeTransfer(GＴW)andthe

・,DeutscherTerminologietag"(DTT)-concentratingontheterminologicalneeds

oftranslators-werefounded.
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Aprojectteamhasbeenorganizedcomprisingmembersoraffiliates

Infoterm,TermNetinViennaandtheFirstTranslators'Cooperati∨eInTrae.

intheFRGtoplanandcarryoutthesurveyonterminologicalactivities

themajorGerman-speakingcountries.

f

・

n

O

G

・工

(1)Thestudyphaseofthisprojectcomprisesthefollowingtasks(tt""means

achie∨ed):

status!deadline

As

●

Planningoftheproject

contactingexpertsforad∨ice

trainingofstaffforconductingthesurvey

investigationintothefinancialimplicationsoftheproject

祷

畳

祷

骨

aresulttheOGDcouldbewonto

supPorttheprojecttowardsassociationsofassociationsandpertinent

authoritativenationalinstitutions

draftanddesignofa"simplet,questionnaire(enclosure14)aimedat

findingoutfirstabouttheexistanceofterminologicalacti∨itiesand

distributingamorespecificquestionnaireinasecondround

(12).lmplementationoftheP「o-iect

Phase1:contactswithpotentialsupPorters April-Junel990

(1)Associationofassociations

-inscienceandtechnology

-inindustry

-ofeconomic.sectors

-ofprofessionals

aim:todistributetheabove-mentionedsimplequestionnaire

(2)Institutior|sandorganizationsinthefieldofApril-June1990

informationanddocumentation

aim:Ouringthisphasefinancial'meanswillhavetobeidentifiedwhich

areneededforthemanpowertocarryout,IPhase1"aswellasfor

expensessuchastra∨ellingcostsincurredatthisstage.
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(3)Evaluationofresults July-Octl990

Phase2Distributionofadetailedquestionnaire July/Dec1990

aims:(1)tofindoutaboutterminological

activitiesofassociationsandauthoritati∨e

institutions!organisations

(2)tofindoutaboutterminological

above-mentionedorganisations.

Phase3:E∨aluationandrecordingofdata

_evaluationofinformation

-recordingofdata

-establishmentofadatabase

-preparationofapublication

acti∨itiesofmembersofthe

Nov1990-

March1990
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4－
preparedbytheCentredeterminologieetN6010gie(C・T・N・),

InstitutNationaldelaLangueFrangaise(1.N.d.L.F.),

CentreNationaldeRechercheScientifique(C.N.R.S.).・

4.lMS!tEnggg,!,ggMhdl

4.1・lP「eParationofthequestionnaire

Thequestionnairewasconceivedtobedistributedtothepublicatlarge,viz・

toa∨arietyoforganizations.Inordernot』todiscouragetheaddresseesit

wasdesignedindifferentmoduleswithamailingsystemintheformof

worksheetsco∨eringonetypeofactivity:currentprojects,projects

completed,training,documentationandterminologica1・facilities・Itwasalso

attemptedtoobtainaddressesofotherpotentialrespondentsinordertoco∨er

asfaraspossibleallterminologicalactivitiescarriedoutinFrance・From

theverybeginningcarewasalsotakentodefinet,termandterminology"witha

viewtothefactthatcertainorganizationsmightmarginallybeengagedin

terminologicalacti∨itieswithoutbeingawareofthefactthatthese

activitieswereofaterminologicalnature.

Likewisealetterwasenclosedwiththequestionnairetoexplainthepurpose

andthereasons.forthesurvey,theactualframework(suchastheorganization

demandingthesurvey),andfinallytoencourageandpromptaresponse・

Priortothedistributionofthequestiollnairesonalargescale,its

scientificadequacyhadbeentested∨iaapreliminarymailingaddressedto

organizationsalreadyknowntoC.T.N.tobein∨olvedinterminologicai

activities.

4.L2 SelectionofAddressees

Aquickpreliminarye∨aluationallowedtheestablishmentofafirstmailing

listofsome4000,desirableatleastforthefirstcirculation・ ・
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Inordertoco∨erinduStrialenterprisesaswellasconsultingservices
,

institutionsoftrainingandresearch,etc.differentsourceswereutilized:

theregisteroffirmsbydistrictofthechambersofco㎜erce(atleast

thosewhichhadagreedtosupPlyitfreeofcharge);

thedirectory"KOMPASS"tocompletethedatawithrespecttothose

districtsforwhichtiheregisterhadnotbeenreceived;

th・li・t・fth・fi・ ・tlOOOF・enchenterp・i・e,p、bli,h,d・by・U、ine

Nouvelle";

thelistofprofessionalorganizaヒionspublishedbythe,IDirectionde

1'Artisanat"(MinistbreduCo㎜erceetde1,Artisanat);

-theiistofassociationsandfederations;

-theyear-bookofC .N.R.S.;

-theaddressfileofC .T.N.whichisupdateddailyinorderto

-evaluatetheterrncardsofC .T.N.,

-organizethemiSsionsofQuebecterminologiststoFrenchexperts

-organizeFrenchexpertopinionsoftheworkcarriedoutbythe

InternationalNetworkofNeologyandTerminology(RINT),

-completetheFrenchpartofthe"Inventoryofcurrentactivitiesllon

accountofRINT.

Asfarasp・ssibletheqUesti・nnairewasaddressedper,。naUy,inali6ase、t。

aspecialseエvicewithinthestructureofanorganizationconcernedwith

terminology,or-incasethiswasnotpossible-tothedocumentationservice.

4.2StateoftheArtoftheSurvey

4.2.1MailinqandResponses

Nearly2000questionnaires(Enclosure15)weredistributed(1867tobeexact),

6000fwhich∨eryrecently;theresponsestothelatterbatcharecurrentiy

beinganalyzedandhavenotbeentakenintoaccount.

Uptonow10,57%ofl267questionnairestobetakenintoaccountyieldeda

response,aresponseratewhichistobeconsideredquitesatisfactorywith

respecttothevolumeofthesurvey,thedi∨ersityofthepublicaddressed,

andinviewofthefactthatarateof2%isconsideredsatisfactoryinthe

caseofmassdistributions.
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4.2.2Analysisofresponses

1) PoSiti∨erespOnses

Amongthequestionnairesreturned,45,3%respondedthattheywerenot

concernedwithterminoiOgY("negati∨eresponses")・Howeve「 ・13・7%amongthese

reportthattheyarefacedwithproblemsofterminologyintranslationor

editing,andha∨ethenotionthataterminOlogypertainingtotheirfields

doesindeedexist;nearly7%furnishedaddressesofbodieswhichtheyfeel

mightbeinterestedinthesur∨ey.Terminologicalactivitiesarepresentedin

56,7%ofresponses(theyarecalled,,positi∨eresponses");amongthesenearly

16%proposeotheraddresses,whichisneariytwiceasmuchsecondary

informationincomparisontothenegativeresponses.Inotherwords,acertain

numberofterminologistsknoweachotherorworkcloselytogether,butthis

ProPortionisstillratherweak.

2) DistributionofresPonses

Itisalso∨eryinterestingtoexaminethe

thedifferenttypesofbodiescontacted.It

between:

-sector:public
,private(whichcovers

cooperati∨es

distributionofresponsesbetween

apPeareddesirabletodistinguish

the,tsemi-privatesector")and

typeofacti∨ity:industry,training,research,consultancy,ser∨ice

fieid.:dataprocessing,biology,medicine..

ItalsoapPeareddesirabletoconsiderthedifferentlanguagesofthese

terminologiesaswellasthecontextofthepublicationoftheterminologies,

∨iZ.inwhichser∨iceorinconnectionwithwhichservicedoesoneencounter

terminOIOgiCalaCti∨itieS?

Bysector

Publicandpri∨ateSectorsareequallyin>ol∨edinterminology・
.with44・7%and

43,4%ofpositiveresponses,respecti∨ely.Thesectorofco-operativesreaches

10,5%ofresponses.
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Bytypeofacti∨ity

Thehighestrateofterminologyisfoundinindustrialenterprises(47,3%of

positi∨eresponses)whichisundoubtedlyduetothefinancialmeansa∨ailable

andconfirmedbythesizeoftheenterprisesconcerned,andalsoundoubtedly

becauSeindustryisbecomingincreasinglyawareofterminologicalproblems

connectedwithEurope.

Byfield

Terminologicalacti∨itiesaremostnumerousindisciplinesofageneralnature

withdatapエLocessingachie∨ingaclearmajority.Thefieldsofaeronautics,

economics(inthelargestsense),medicineandenergyarealsohea∨ily

concernedbutterminologiesarefoundin∨erydivergingfields.

Bylanguage

Frenchistheonlyworkinglanguage「in21,6%ofthecases,butthemajorityof

terminologywork,∨iz.59,4%includesatleastoneadditionallanguage.ASfar

asbilingualormultilingualworkisconcerned,Englishispresentin64,8%of

theresponses,Germanfollowswith40%,Spanishreaches29,7%,ItalianlO,8%,

Portuguese8%,DutchandJapanese5,4%each,followedbyRussian,Polishand

Swedish(2,7%).

-Byser>icewithinanenterprise

Giventhefactthatterminoiogyisnotcarriedoutforitsownsakeitis

rarelyisolatedandoftenassociatedwithatranslationoreditingserviceor '
documentation;thepersonsde∨otedtoterminologicalworkhaveessentially

beentrained"on-the-job"aftertheirinitialtrainingasdocumentalists,

tranSlatOrSOrengingeerS.

4.3Conclusion

Thisinterimreportgivesamoredetailedpictureofthesituationof

terminologicalacti∨itiesthanthepreviouslycompiledTermNetNewsSpecial

IssueonFrance(AnnexIJ).E∨enthoughitdescribesthetrendstobeobser∨ed

atthepresentstageofthesurvey,itcannotrenderapreciseaccountofthe

terminologicalacti∨itiesinFranceandonlygivesapartialand,asaresuit,

distortedpictureofit.
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Ne∨erth・less,・ ・mem・j・rtrendsca・ ・1;eadyb・ide"tified:te「minologyisof

realconcerninFrance,sharedbytheprivateandpublicsectorsbyallkinds

ofacti∨ities,thoughwithanindustrialmajority,andbyallfields,abo∨e

.allinmainfields(Enclosure.16).Onlythemostimportantbodiesmakereal

effortsinthefieldoftJerminologY,whichisasarulepartofthe

enterprise'scommunicationpolicy,andprovidefundsforit.Finally,the

majorityofacti∨itiesiscarriedoutinamonolingualorbilingual(English-

French)context;multilingualprojectsanalyzeduptonowarestill∨eryrare・

Onemustbearinmindthattheseprovisionalconclusionsaredrawnwhenthe

surveyisstillunderwayandthat4000questionnaireswillprobablynot

sufficetoobtainacompleteover∨iewofterminoiogicalactivitiesinFrance,

whichwiilundeniablybebetterknown,butwillstillbeincomplete・

Thereforethissurveyhastobecontinued

usinganamendedquestionnaire,anupda'ted

distribution.

orrepeatedatregularintervals

addressfileandmodifiedwaysof

Ifallgeographicalareas,whereFrenchisspokenasamother-tongue,hasto

bedescribed,similarsur∨eyswouldhavetobecarriedoutinother

Francophonecountries,suchasinCanada,Belgium,etc・inadditionto

existingo∨erviewslikethoseoftheTermNetNewsSpecialIssueonCanada

(Annex7),TermNetNewsSpecialIssueontheBeneluxcountries(Annex14)or

onRINT(Enclosurel4aandl4b)・
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5

Althoughgreateffortshavebeenundertakentounfoldterminological

activitiesinthefourlanguageareasco∨eredbythisReport
,itmustbe

admittedthatatthisstageonlythetipoftheicebergoftheassumedlarge

numberofterminologicallyactiveinstitutionsandorganizationscouldbe

detected.Thisismainlyduetothe

－ sectorizationofterminologicalactivitiesinthe∨arioussubjectfieids;

1ackofinformationontheseacti∨itiesandlackofcooperation;

complexityofdifferentterminologicalactivitiesat>ariouslevelsandin

differentquartersofsociety.

As
.canbegatheredfromしhefoursubreports,thereisaneedforcontinued

・ff・ ・t・i…g・ ・i・i・gth・ ・u・veyss6ast・bec・mea。 。ng。i。g

l.institutionalized"endeavour
.'工nordertoachievethispurposefinancial'

meansandthecooperationofassociationsandauthoritative

institutions/organizationsha∨etobesecurOd.
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3.3タ ー ミノ ロジ ー書 誌 デ ー タベ ー ス の作 成

アンケー トの回答およびデータベースの調査によって得た資料に基づ き、専門用語集の書誌データ

ベースを作成 した。現在は各学協会が編集 した専門用語集を中心に約800種 の書誌データを収録 してい

るが、今後、わが国で発行 されている専門用語集をできるだけ収録する計画である。専門用語集に的を

絞 った書誌データであることから、その特徴を生かすため、見出し語数や用語集の種別についても書誌

項 目として取 り上げている。 さらに内容を充実させるため、概念数、索引の有無、定義の有無、使用言

語などについても書誌項目とすることを検討中である。

(1)書 誌 デ ータの項 目

表3-19に 書誌デー タの項 目を示す。項 目の選定 にあた っては、 「科学技術 情報 流通技術基 準SIST

10-1985書 誌デ ータの記述」を参考に した。最新 の専門用語集に範囲を限 った ことか ら、旧版 につ いて

は除外 してい る。 また主観 的な判断を避け るために、キー ワー ド、デ ィスク リプタも記録 しなかった。

学術用語集(文 部省編)な どの統一 され た書 名を持つ資料 の グル ープについて は、上位 レベルの標題 と

して記録す るのが基準にかな っているが、利 用者の便宜 も考慮 し、単行書 と して処理 した。学会誌 な ど

に発表 され た用語集 の場合は、上位 レベルの標題を持つ資 料 として取 り扱 って いる。

表3-19書 誌 データ項 目

タグ番号 書 誌 項 目 内 容

001 レコー ド識別 90xxxx(900001-909999)

010 ISBN 国際標準図書番号

011 ISBN 国際標準遂次刊行物番号

100 レコー ド作成記述

$A 完成度 (0:未 完成、1:完 成)

$B 作成年月日 (900131:1990年1月31日)

120 著作権表示

$A Copyright (C)1990'lNS.

200 標 題

$A 主標題 学術用語集など

$B 副標題

$K 主標題(フ リガナ) ガクジュツヨウゴシュウ な ど

210 第1著 者 ・編者名

$A 第1著 者 ・編者名 文部省 編など

$K 第1著 者 ・編者 名(フ リガナ) モンブショウな ど

211 第1著 者 ・編者 の

所属機関 ・地位な ど

$A 所属機関名
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タグ番号 書 誌 項 目 内 容

$K210
第耀 者編 者名

$A 第2著 者 ・編者名

$K 第2著 者 ・編者名(フ リガナ)

211 第2著 者 ・編者 の

所属機関 ・地位など

$A 所属機関名

$K フリガナ

210 第3著 者 ・編者名

$A 第3著 者 ・編者名

$K 第3著 者 ・編者名(フ リガナ)

211 第3著 者 ・編者 の

所属機関 ・地位な ど

$A 所属機関名

$K フリガナ

220 版 次

$A 版 次 2版 など

230 出版事項

$A 出版地 東京、京都など

$B 出版者 日本学術振興会など

$C 出版年 1990な ど(西 暦年)

$K 出版者(フ リガナ) ニホンガクジュツシンコウカイな ど

240 物理的形態表示
$A 全 ペー ジ数 110な ど

$B 大 きさ B4な ど

340 収容語数
$A 見出し語数 12000な ど

800 内容的属性

$A 種 別 A:Systematicdictionaryof

technicalterms

B:Alphabeticaldictionary

oftechnicalterms

C:Encyclopedicstandard

E:Terminologicalstandard

K:Thesaurus

O:Classification

F:Phoneticdictionary

P:Reversedictionary

(ISO6156MATERの タ グ800

に基づ く)

600 国際十進分類法

$A UDC標 数

250 上位資料の標題

$A 主標題

$B 副標題
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タグ番号 書 誌 項 目 内 容

260 著者名

$A 著者名
261 著者の所得機関 ・地位など

$A 所属機関名

270 版 次

$A 版 次

280 出版事項

$A 出版地
$B 出版者
$C 出版年
290 物理的形態表示
$A 全ペー ジ数

$B 大きさ

700 レコ ー ド注 記

$A レコー ド注記 補足事項

(2)書 誌 デー タベ ース管 理 ソフ トウ ェア

書誌データベース作成のために、パ ー ソナル コンピュータで動作す る管理 ソフ トウェアを作成 した。

この ソフ トに よ り、書誌デ ータの入力 と更新 を行 って いる。デ ータベ ースは磁気媒体 の形で提供 で きる

よ う準備を進 めているが、そのための変換 プ ログ ラムも このなかに含ん でいる。磁気媒体への記録形 式

については、「科学技術情報 流通 技術基準SISTO4-1983書 誌的情 報交換用 レコー ドフ ォーマ ッ ト(内

形式)」 に従 っている。

図3-3に 管理 ソフ トウェアの構成を示す。

dBASE皿

書誌デ ータフ ァイル 書誌デ ータベース

図3-3書 誌 デ ー タ ベ ー ス管 理 ソ フ トウ ェア

3.4タ ー ミノ ロジ ー学 辞 典 の作 成

国際標準化機構(ISO)発 行 の関連規 格お よび海外 の文献11種(英 語)か ら、ター ミノ ロジー学に関係
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す る用語を約800語 ひろい出 し、 日本語訳を付す ことに よ り用語集を作成 した。本辞典 の作成 に 当た っ

ては、各文献 か ら関連す る用語を文 と ともに取 り出 し、その文脈で示す意味 に適合す る 日本語を付け る

とい う方法を採 用 した。また各用語に対 しては、TermNetで 制定 した 「ター ミノ ロジー学分 類表 」 に

従 って分類 番号を与え、将 来 の体系化へ の布石 とした。本来は、 日本語 の文献か ら用語 を取 り出 し、英

語な どの対話語を付け るとい う方法が最 も適 しているが、 日本では この分野 の文献が まだ少ない ことか

ら、英語の文献に基づいて作成す る こととした。同様 の辞典 を、 アメ リカ翻訳者協会では英/葉 坂 を、

TermNetで は独/英 版 を作成 中であ り、将 来、相互に辞典 データを交換 して多言語辞典を作成す る計画

である。 この作業を通 じ、 この分野 における用語のやがては国際的 な調和 を促進す るこ とが期待で きる。

作成 した辞典を、資料10に 「ター ミノロジー学分類表」 お よび 「引用文献 リス ト」 と ともに示す。

(1)辞 典の形式

辞典の構成を表3-20に 示す。CardNaは レコー ドの識別番号、出典は引用文献の略号、分類は

TermNetの 分類番号を各々表 している。作成した辞典は英和であ り、これを日本語で並べかえることに

より和英辞典も作成することができるが、英語と日本語とでは表す概念が必ず しも一致するとは限らな

いので、今後の検討課題である。和英については、 日本語の定義を付けてから対応する英語を検討する

とい う手順で検証する予定である。

表3-20辞 典 の構成(英 和)

英 語
Card

祇
日本語 出 展 分類

aSSOCiatiVerelatiOn

biasrelation

homography

:

495

021

348

:

連想関係

偏向関係

同形異義性

:

ISO5127/61983

1SO5127/61983

1SO5127/11983

:

030.0317

041

U7
:

(2)用 語 の記録項 目

TermNetで は、用語 を管理 貢 るために、表3-21に 示す記録項 目を推奨 してい る。 しか し、 この形式

に従 うには多 くの労力 を要す るので、暫定 的に一部の項 目のみを記録 し、辞 典を作成す ることに した。

記 録 した項 目は備考欄 に*で 示す。

表3-21用 語の記録形式

番号 項 目 内 容 備考

1 レコー ドの識別番 号 *
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番号 項 目 内 容 備考

2 言語 コー ド lSO639:1988の 欧 字2文 字 *

3 国 名 コー ド lSO3166:1988の 欧 字2文 字

4 定義のレベル(完 成) *

5 定義の レベル(未 完成) *

6 定義の レベル(句) *

7 分類番号 TermNet分 類 、UDC、 *

デ ィス ク リプタ、主題名な ど

9 主記述用語 記録した用語 *

10 異綴語

11 省略形

12 正綴語

13 同義語

14 学術用語 学名など

16 翻字 ひらがな *

17 対訳語の等価の程度 同一/類 似/広 義/狭 義 *

18 機関内用語

19 新造語/廃 語の区別

20 用語の レベル 優先使用語/許 容語/

使用禁止語

23 用語記述

24 標準化の程度 草案/規 格原案/規 格

25 情報源 49と 異な る場 合のみ

26 注記 定義文の補足説明
28 用語の記入年月 日 52と 異な る場 合のみ

29 第1記 入者 53と 異な る場合のみ

30 第2記 入者 54と 異な る場合のみ

32 定義 用 語 の定 義(32,36,41,43,44 *

の うち一つ)

34 標準化の情報 48と異なる場合のみ

35 情報源の記述 49と異なる場合のみ

36 構造による定義 下位用語の列挙 *

37 概念記述の年月 日

38 第1記 述責任者 53と 異な る場 合のみ

39 第2記 述責任者 54と異なる場合のみ

41 解説による定義 用語の解説 *

42 校正者の注記

43 構造の解説による定義 下位概念の解説 *

44 文脈による定義 用語が記述 されている文脈 *

45 概念記述の注記 32,36,41,43,44の 補 足 *

46 上位概念の記入

47 上位概念の記入

48 標準化の情報 草案/規 格原案/規 格 *

49 情報源 の コー ド 引用文献の略号 *

50 上方概念 包括的/部 分的
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番号 項 目 内 容 備考

51 上方概念

52 レコー ドの記入年 月 日 lSO2014-1976 *

53 第1記 入責任者 *

54 第2記 入責任者

56 下位概念

57 下位概念の記入

4.今 後の課題

(1)調 査研究の継続

本調査研究の結果の分析な らびに今後さらにこれらの調査を推進することによって、次のような諸効

果を期待することができる。

① わが国で定められている専門用語の総数、用語数の増加の様子など、用語データベース作成時

に不可欠な基礎的データが明らかになる。

② わが国の専門用語に関する共通の問題が明らかになることにより、各分野の強力と整合性の維

持に参考となるデータを提供することができる。

② 諸外国 との協調関係を維持発展 させることにより、用語活動の成果を引続き導入し、活用す る

ことができる。

(2)用 語データベースの構造の調査研究

わが国で稼働中の用語データベースの多 くは、主に機械翻訳用であ り、コンピュータが利用すること

を念頭において開発された コンピュータによるコンピュータのたあの辞書とい う色彩が強い。従 って、

冊子体の用語集を編纂することを考慮 した、また系統的な用語の管理を効果的に行 うことを考慮 した用

語データベースの開発については諸外国に比べ立ち後れた状態にある。

国際標準化機構(ISO)に おいても、用語の記録方式について標準化への検討が行われ始めている状況

にあ り、日本語に固有な問題 も考慮 した、用語データベースの構造について調査研究を推進する必要が

ある。

(3)用 語デー タベースの試 作 開発

用語の量的規模 とデ ータベ ースの構造 が決 まった時点で、用語 デー タベースの開発は可能で あ る。 し
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か しながら、全分野を対象としたものを開発するには、分野間の調整などが必要となるので、まず農学

など、特定の分野に限定 して試作的に着手 し、全体を見通す ことを考えたい。

(4)海 外の機関 との協 力

本調査研究が きっかけ とな り、各 国で同様 の調査研究が行われ ることとな った。従 って、各 国での調

査研究 はなお継続中であ り・成果 は今後 に期待 したい。わが国で ター ミノ ロジーの調査 が開始 され た と

い うニ ュースは様 々な波紋 を呼ぶ こと とな り、例えば、 ター ミノロジー学辞典 の作成 につ いては
、 中国

か らも参加 の意向が寄せ られ ている。報告書 の英文 化な ど、成果 の国際的 なPRも 考慮 した い。
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資 料 編





資料1.ア ンケー ト調査票(日 本) 平成元年9月25日

各 位

専門用語研究会 仲本 秀四郎

専 門 用 語 に 関 す る ア ン ケ ー ト

拝啓 初秋 の侯,ご 清勝 のことと拝察 申しあげます.

さて,専 門用語 について,業 務 ・教育 ・執筆などにその重要性 が認識 されて,

各分野 ・各領域で,か な りの努力が払われ,そ れぞれ の辞典 ・用語集が編纂 ・発

行 されて きてお ります.し か しなが ら,そ の努力 は必ず しも,分 野内,さ らには

他 の領域に,貢 献 す る機会を得て いるとは,限 らないよ うに思われ ます.

昨年,設 立 され た専門用語研究会において,国 内での専門用語活動 の把握 を意

図 してお りま した ところ,財 団法人データベース振興 セ ンターの補助金を得 て,

ア ンケー ト調査を実施す ることにな りま した.ご 多忙の ところ,ま た,各 種 ア ン

ケー トの錯綜 して いる状況 のなかで,恐 縮 ですが,趣 旨のほどを ご理解 いただ き

ま して,ご 協力下 さるようお願 いいた します.

なお,お 手数ですが,

お願いいた します.

10月10日 ま で に,下 記 あて, ご返送下さるようよろしく

敬具

記

ア ンケー ト連絡先及び返送先:〒141東 京都品川区西五反 田7-1-9HSビ ル

アイ ・エヌ ・エス株式会社内 専門用語研究会 金森 國臣

Tel.(03)495-4511Ext.246Fax.〈03)495-2995

専門用語研究会

設立 昭和63年6月25日

会長 大塚 明郎(東 京教育大名誉教授)

会員数85名(8月 現在)

ニュー ス レター発行(毎 四半期)

第1回 シンポ ジウム 平成元年2月28日

第2回 シンポ ジウム 平成元年11月18日(予 定)
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▲

－
L

貴機関について

1.1あ なたの組織 の性格 について

[コ 学協会[1産 業団体

口 教育機関[コ 会社

口 その他(

口 大学

[]政 府関係法人

)

日 研究機関

[=1任 意団体

1.2あ なたの組織 の専門領域について

()の 中に具体的にお願 い します.

学

学

済

業

玉

薬

経

産

口

口

口

口

ロ

例(有 機材料

人文科学(

(

(

(

(

)の よ うに

)口 理学(

)口 医学(

)口 農学(

)口 社会(

)1コ その他(

)

)

、ー
ノ

)

)

日 酷 活動 噸.用 語集.シ ソーラス等の繊 発行)に ついて
コ

L

2.1用 語活動 について

口 委員会 ・分科会 などの組織 を設 けてい る.(名 称)

口 特に組織を設 けてないが,用 語活動に熱心なグル ープが ある.

[]個 人的な努力 によ って いる.田 植 に委託 して いる.

口 活動を始 める予定 である.口 特に活動 して いない.一 → 質問5.へ

口 その他()

2.2活 動結果について

口 辞典または用語集を発行 または予定 して い る.一◆ 質 問3.へ

口 残念なが ら完成 していない.一 ・ 質問4.へ

[].発 行 していないが,希 望者 に は提供 してい る.

口 その他()
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…]

発行 の辞 典 ・用 語 集 に つ い て31

._」

3.1発 行

1.書 名(

3.収 容 語 数()

5.発 行 時 期(年 月)

7.価 格(円)

)2.

4.

6.

著者名(

発行機関(

ページ数 ・大 きさ(

)

)

)

3.2作 成

1.作 成期 日[コ1年 未満Ol～2年[コ3年 口4年[コ5年[コ6年 以上

2.専 従人員 日 な し1コ1人 〔]2人 目3人 以上

3.作 成 費用[=」500万 円以 下'口500万 以上 口1,000万 以上 口2,000万 以上

4.そ の他要 した資源()

3.3維 持管理

口 定 期的に改訂 して い る.

口 改訂 の組織 がない.

口 改訂 の苦労 を担 う人がいない.

口 その他(

口

口

口

不定期に改訂 して いる

改訂の費用 がない.

絶版にな っている.

)

「一
14未 完成 の辞典 ・用 語集について

L

4.1理 由

口 組織が続かなか った.

口 熱心な人がいな くな った.

口 他の領域 との関係 で

口 その他(

予算が不 自由で あった.

口 内容 が満足 され なか った.

[]採 算に自信が なか った.

)

4.2今 後の措置

口 組織 ・人 を整備 して続 けたい.

口 予算を確保 したい.

口 その他(

C]内 容を変 更 したい.

口 継続 して くれ るところに譲 りたい.

)
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L:]i'一 一5,n〈-xlLe:vr)e-,て

5.1専 門用語のデータベース化

口 すでにデータベー ス化 してある.□ 進行中で ある.

口 現在 の辞典 ・用 語集をデ ータベース化 したい.

ロ デ一夕ベース化 の予定 はない.

[コ 新 しく用語データベー スを作 りたい.ど の分野で()

5.2専 門用語デークベー スの実現 について

[L]資 金が欲 しい.C]用 語専門機関 に委託 したい.

ロ フォーマ ッ ト・プ ログ ラムな ど,環 境を整備 して欲 しい.

口 標準化を進 めて欲 しい.口 その他( )

口 専門用言一 てのご意見

6.1欲 しい用語集

口 このような分野 で専門用 語集が欲 しい.(分 野名);

口 このような形式の用語集 があるとよい.(プ

1コ 多 くの用語集 の統一 ・集成 が望 ま しい.口 分野間 の整合を とって欲 しい.

口 その他()

6.2推 薦 できる専門用語集

国 内外 を問わず,推 薦 できる専門用 語集があれ ば,ご 教示下 さい.

6.3ご 意見

専門用語活動 の振興 に関 して,必 要 な措置(予 算,人 の養成な ど)や ご意見などを,

お答え下さった方 お名前(

機関名および所属部課(

)連 絡先(竃)

)

◎ ご協力有 り疑 うございま した.
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資 料2.ア ン ケ ー ト調 査 票(ア メ リカ)

{MH}2

{LDN}fonsurv

{LN}eng

{csg}MTXEuroStandard

tO1-AdministrativeData-01

{OOI}Callreferencenumber:...

{002▲Calldate:●..

{002a}

{002b}

{002e}

{:003}

{:004}

{:005}

{:006}

{:007}

{:008}

Resp.caller:Name:_口BYU口KSU

Enteredby:Name:...口BYU口 ・KSU

DateEntered:●..

Ref.no(s).ofproject(s)undertaken:◆..

Ref.no.oforganlzatlon:..◆

Ref.no{s》ofcommiSS ,ion(s):...

Ref.no(s)ofdatabanks:...

Willingnesstoparticipateindetailedwrittensurvey?

[】Yes[]No

Dateofcompletionofquestionnaire:...

★02-lnformational

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

}

0

1

2

3

0

1

2

3

0

3

4

2

1

0

0

1

5

6

7

8

9

0

0

0
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Data-02

Nameofinstitution{originallanguage》:...

Englishversion:...

Frenchversi◎n:●..

Versioninotherlanguages:...

Acronym{original):...

Aeronym(en):.◆.

Acronym{fr》:...

Acronym(otherlanguages):_

Nameofparentorganizations{ifapPlicable)‡

Mailingaddress(street}:_

P.0.BOX:...

city:・ ●.

State:...Zip(posta1)code:・..

Countryofofficialseat:UnitedStates

visitingaddreSS:..・.

CitY(ifdifferentfrom132above}:● ・●

Phone:(...)...

Telex:・..

Telegramaddress:・ ●・

Telefax:・..

Eleetronicmailaddress:●..

Yearoffoundation/establishment:...

Workinglanguage(s):...

Legalformofinstitution:...

Natureofmainactivityofinstitution:.●.

Totalnumberofstaif!members:...

Numberofprofessionalstaff/members:...

Category:●..

Collaboration

● ● ■
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★03-Collaboration-03

{301}

{302}

{303}

{304}

{305}

[]worldwide

[]regional(specify》:・..

口sub-regi。nal(specify》:.◆.

[】national(specify):・..

Collaboratingpartner(s):...

(Breakdownto305a,305b,etc.asneeded}

★04-Negatives-04

{409}Evidenceofpastactivity?口Yes口N。

{410'}Evidenceofpresentinterest?[]Yes[]No

{411}Reasonforlackofinte「est:

[]Therewasnotenoughinformationavailable.

[]Therewasnomoneyavailabletocontinue.

[]Therewasinsuffieientstafftocontinue.

[]TherewasnoadministrativesupPortforcontinuation.

[】Theprojectwascompletedtooursatisfaction.

{412}References:_《usesubsets'412a,412b,etcform。rethan.。ne》

{413}Otherorganizations:...(usesubsets413a,413beetcformore》

kO5-TerminologyActivity-05

{429}Generalterminologyaetivity? ■
`
」
]

]

]

[

r

Ｌ
P
`
」
「
-

Yes

No

Respondentdoesn.tknow.

Respondentdoesn.tthinkso.

{403}Typeofdatacollected

[]A=bibliographicaldata{1iterature.documentation)

[】B=terminologicaldata(factualdocumeptation)

【]C=both

{403-2a}

{403-1a}

{403-2b}

{403-2c}

{403-1b}

{440}

Definitionofterminologyforeontrolledlanguageusedin

technicalwriting.

Documentationofterminologyusedforlibraryscience

aPPlications.

Definitionorlistingof.terminologyusedinpreparationof

advertisingandpromotionalliterature.

PreparationofmultilingualterminoJogyforusein

translationandinterpretationoftechnicalmaterials

fromonelanguagetoanother●

Preparationofmultilingualterminologyusedforin-house

910ssaryethesaurigeneration●

コ コ コ

Act■Vltles

{304}

{301}

concerningthestandardizationofterminology

Nationalcollaboration{standardsorganization.

Internationalactivity:[]工SO,工EC【]Other

other》.
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kO6-ContactPerLsons-06

{201}工nitialcontactperson(nameandtitle》:◆..

.Department:・.●

Extension:●..

{202a}Additionalcontactperson(s)(nameandtitle):.◆.

Department:.◆.
ぼ

Extens■on:...

{202b}Nameandtitle:...

Department:...

Extension:・..

(Addasmanyasnecessary.}
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{MM}2

{LDN}writsurv

{LN}帥g

{csg}HTXEuro Standard

kO7-TerminologyDocumentationFacilities[1]-07

{425}[]Terminologydocutuentation

{421}Subject/Field:...

{423}Language(s》:...

{403}「rypeofdata:{A)[]bibliographicdata

(B》[】terrninologicaldata

{:404}Subjectcoverage(pleasespecify):...

{:405}UDCofsubject
{407}Ho=Ldings:

coverage:・ ・●

ω[]

(B}[]

(C》[]

(D》[]

{E)口

(F)[】

(G)[]

books

dictionaries
bibliographies
standards

journals
theses
other

{408▲Tyrpesofdatarnedia: (A}[]
{B}[]
(C)[]
(D)[]

bookform

microform
コ 　

magnet■ccarrlers

CD-Rom

kO7-TerrninologyDocumentationFacilities[2]-07

{401}Handlingofdata: ω[]

(B)[]

(C)[]

c611ection
recording
analysis

{:402}

{417}

{420}

{421}

{422}

{423}

{440}

{441}

{443}

{444}

{430}

{433}

{450}

Standardsorsystetufollowedfor

Indexingtools:...

Terminologypreparation:...

Subject/Field:・..

UDCoffield(s}:

Language{s):...

Terminologystandardization:...

Subject/Field:...

Language(S}:「...

Standardsbodyconcerned:

[]「rerminologyresearch:

Language(s》:...

[]「rerminologyteaching:

{:457}Elaborationof

{:458}ハ 、vailabilityof

● ● ●

● ● ●

tranSliteratiOnOrCOnVerSiOn:...

...(useB「r16worksheet}.

teachingmateria1:...

teachingmateria1:...

一68一



tO8-Publicationslnformation-08

{460}[]Listofpublications/catalogues:...

(A)Author:・.●

(B}Title:◆..

(C)工SBN:● ◆.

{461}[]Annua1

(A》Author:...

(B》Title:.・.

(C}ISBN:...

reports/brochurestetc・:…

{462}[]Journals!peri◎dicals:●.・

(A}Title:・..

(B)Frequency:・ ●.

(C)ISSNorbiblid: ● ・.

★09-1)ataEiles-09

{542a}

{542b}

{542c}

{542d}

{542e}

{543a}

{543b}

{543c}

{543d}

]

]

]

]

]

]

]

]

]

[

【

[

[

[

[

[

[

[

terminological

bibliographical

factual

knowledgedata

lexicographical

definiti◎n

context

source

reliabilitycode

{544}Numberofentries:●..

{545}Numberofterms:..◆

{546}Classificationused: []systematic
[]alphabetic

{547}

{548}

{549}

{550}

{551}

{:552}

{:553}

{554}

{555}

Recordingformat:..◆

Exchangeformat:...

Updatefrequency:...

Language(s):...

Informationlanguage:...

Otherindexingmethods(Pleasespecify):...

Additionalinformation:...

Standards:・..

Guidelines:...

★10-Hardware-10

{521}

{522}

{523}

{524}
{525}

{526}

Nameofmanufacturer:...

Model:・.●

Conflgurat1◎n:・ ●・

Peripherals:.● ●

Storage:●..

Nameofterminologydatabank:...
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★11-Traditiona1

{471}

{472}

{473}

{474}

{475}

{476}

{477a}

{477b}

Services-11

[]reference

[]loan

口reproduction

[】translation

[]referra1

[]other

口charge

口n。charge

★12-DataProcessingServices ・-12

{560a}

{560b}

{560c}

{560d}

[]

[]

[]

[】

on-1ine

batch-mode

SDI

others

t13-Products-13

{561a}[】giossaries(useB「r3/4worksheet)

{561b}[]wordlists{useBT17worksheet》

{561c}[】dataprocessingmedia

★16-・Accessibility-16

{418}Conditionsforaccesstoholdings:...

{419}Restrictionsofaccess:● ●.

{570}Accesstodatabaseforoutsideusers《specify}: ・..

{580}

{581}

Conditionsofavailabilityofdata

UsergrOUpS/targetgroups:...

tOoUtsideuSers{speeify):...

t14-SoftwarePrograms-14

{530}Name:...

(ifmorethanoneprogramtPlease

etc》

{531}

{532}

{533}

{534}

{535}

{536}

{537}

{538}

{539}

{540}

{541}

Version:◆..

Dateofrelease:...

Compositepac】cage:...

Typeofprogram:...

Programmodules:...

Programminglanguage:.●.

Hardwarerequirements:

Co㎜unicationsenvironment:...

Transmissionspeeds:...

ProgramdOCUtuentation:・ ●.

Charactersets:...

classifywith530a.530bt

－70一



★15-Projects-15

{601}Nameofinstitutionresponsible:● ●●

{603}Supportingorganization:...

{604}H◎nitoringorganization:...

{602}Otherinstitution(s》/organization(s》 involved:...

{610}

{611}

{619}

{629}

{630}

{612a}

{612b}

{612c}

{613}

{614}

{615}

{616}

{617}

{618}

Titleofproject(originallanguage}:

Translation(en!fr):...

Scopeofproject,i.e.subjectfields

Languagescovered:...

Geographicalarea:...
・ ■ ●

 

[
[
[
[

]

¶
」

]

-
」

StatUS:
Date
Projecteddateof

Number
Persons

{1)

(2}

(3》

(4)

1nstltut■onal

thesisfetc.

independentproject

part◎falargerproject

[]Ainprogress[]

ofcommencement:...

completion:...

ofpersonsinvolved:...

incharge(andfunction):

● ● ●

● ● ◆

● ● ●

● ● ●

● ● ●

(Pleasespecify):...

BinPlanning

{620}

{626}

{622}

{623}

{624}

{627}

Typeoffinancingofproject:...

Workinglanguage(S):...

Availableorforthcomingpublication:◆..

(useappropriateBTworksheet)...

Unpublisheddocumentsavailableinproject:[]Yes[]No

(A}Author:...

(B)Title:●..

Datamedia:[]magnetictape[]diskette[]other

Availability:[】byexehange[】withcharge

.[]freeofcharge[]notavailable●:

●!
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資料3・ アンケー ト調査票(西 ドイツ)ga/cp199002D!P46

ErhebunOberterminoloischeAktivitateninderBRD

1Phasel

l.1Dachverb目nde

-wissenschaft

-Industrie

ansprechenmitderBitteum

-Unterst(jtZungderUmfragebei

僑IhrenMitgliedsverbanden

祷Mitgliedsorganisationen

wennm691ichAussendungeinesersten"einfachen,tFragebogensan
畳IhreMitgliedsverbande

債Mitgliedsorganisationen

i.21&D-Verbande

ansprechenmitderBitte,einen`,einfachenllFragebogengezieltanIhre

Hitgliederzuversendenbzw.zurMitarbeitaufzufordern・

2 Phase2

EinzelneVerbande,Stiftungen,Gesellschaften,Universitaten,Akademieder

Wissenschaftenanschreiben,mitder.BitteeinerUmfrageunter・ihren

Mitgliedern.

3 Phase3

3.iErfassenundBearbeitenderInformationdurchInforterm!TermNet

J・2VorbereitungzurVer6ffentlichung

ad1

1.1'elefonischerKontaktzuDachverbanden

ideelle/finanzielle'Sponsorenf(jrdenSurvey

alS potentielle

2.AussendungeineseinfachenFragebogenssamtBegleitinformationdurchdie

Dachverbtinde

－Arbeitsgemei∩schaftFachinformatione ・V・

-DeutschesInstitutfOrmedizinischeDokumentationundInformation(DIMDI)

-Max-Planck-Institut

-VereinDeutscherIngenieure(VDI)

-DeutscherVerbandtechnisch-wissenschaftlicherVereine(OVT)
'

-DeutschesNationalesKommitteederFEANI

-DeutschesNationalesKo㎜itteederVVREO

-VerbandDeutscherElektrotechnikere .V.(VDE)

-ArbeitsgemeinschaftderSpezialbibliotheken

-DeutscheGesellschaftfUrmedizinischeDokumentation,Informatikund

Statistike◆V.

-ArbeitsgemeinschaftdeutscherwirtschaftswissenschaftlicherForschungs-

institute

-BAWWBundesarbeitsgemeinschaftwirtschaftswissenschaftlicher

Vereinigungen

-ArbeitsgemeinschaftsozialwissenschaftlicherInstitutee・V・

-DeutscheVereinigungfOrSprachwissenschaft-

-PhilosoPbicalInformationCentre

-AilgemeineGesellschaftfOrPhilosophieinDeutschland

ad2

1.BearbeitungderROckantworten-AussendeneinesdetailliertenFragebogens

durchInfoterm/DGD

2.AnsprechenweitererEinzel>erbande,etc.:
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1.1

Erhebung〔jber

Informationund

NamederOrganisation!Institutlon:

Terminoiogieund

Dokumentation(1&0)

Abk〔jrzung:

Adresse:

Telefon: Telefax: Telex:

1.2Tatigkeitsbereich:

1.3Mitgliedschaftineuropaischenund

tiOnen!InStitUtiOnen:

internationalenVerbanden!Organisa－

2 .AktivitatenaufdemGebietderTerminoloieundI&D:

2.11st!war

t】

[】

[]

[]

IhreOrganisation!IhreInstitutionaktivhinsichtlich

Dokumentation?Verantwortlicher:

Terminologie?Verantwortlicher:

durchAusarbeitung

()einesFachw6rterbuches

Welches:

InwelchenSprachen:

()eineSThesauruS
Welcher:

InwelchenSprachen:

OeinerKlassifikation
Welcher:

Nein

Nein
,

InwelChenSprachen:

aberwirwUrdendurchausakti .>werden, wenn
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2・2WelcheFachw6rterbOcher
,welchenThesaurusundwelche

erkenntIhreOrganisatiOn!InstitUtion'alsautoritativan?

Klassifikation

[】aufnationalerEbene(bitteumbibliographischeAngaben):

1

2

3

〔]aufinternationalerEbene(bitteum・bibliographischeAngaben):

1

2

3

2.3 BeteiligtsichrhreOrganisation!Institutioninternational

Schaffung∨onFachw6rterbOchern
,

t]Ja,

Anwelchen?

ThesauriundKlassifikationen?
an der

[]Nein

[ ]Nein,aberwirwaren.aneinersolchenZusammenarbeit
bittenumdieHerstellungvongeeignetenKontakten .

interessiertund

[]Wirsindanterminologischenund

Fachgebieteninteressiertundbittenum

Informationen:"『

1

1&D-Aktivitatenin

Zusendung
folgenden

'

entSprechender

2

5

2・4SindSiemitOrganisationen!lnstitutione6

Terminologieund1&D-Akti∨itatenbetriebenwerden?

NamederOrganisation/Institution:

inKontakt, indenen

NamedesSachbearbeiters:

Adresse:

Telefon:Telex:
.

Telefax:

Name:....................◆.......◆......

Unterschrift:................舎..................

VielenDankf(jrIhreBem(jhungen!

-74一
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資料4.ア ンケー ト調査票(フ ランス)

CENTRENATIONALDEしARECHERCHESCIENTIFIQUE

INSn了UTト ↓ATIONALDεLA{_ANGUEFRAN(AISE

URL1 1「RESORG白N亡RALDεSLANGUESEτPARUERSFRANCAIS

噺〃

CENTREDETERMINOLOGIεETNεOLOGIE

27,rugOamesme

75013PARIS

T剖.:45.89.71.99'

T616copig:(1}45.89.29.08

R色f.:EB/EB/NO166

Monsieur,Madame,

LeCentredeTleminologieetdeN6010gieestun

laboエatoエ ェeduCentreNat工onaldelaRechercheScient⊥fique,

cr色 色en1987auseipde1・ 工nstitutNat工onaldelaLangue

FranCa工sepour6tudエerlesnouveauxbesoinsenmatiさrede

mots.

LeMinist色redelaRechercheetdelaTechnologiea

charg白1eC.T.N.der6aliseruneenqu邑tesurlaterminologie

enFrance.Laplupartdespaysindustrialis6sproc色dent

actuellementaum色megenred,enquOte・

iI・,obコectifestdeparveniエaunrecensernent

suffisarTu1entfiabledespeτsomes,des色quipes,desoエganismes

quitravai工1ententerminologie,etdeleuエsactivit色s,leurs

主色alisat土ons,1eursproコets.

Nousvousserionsrecomaissantsdebienvouloir

consacrerdixaquinzeminutesa

Ｌointetdenouslerenvoyerdans

possible,工eC.T.N.devantpr6senteエ

lesmeilleursd61ais.

Les,r色sultatsdo工vent

publicat工on,(1ettエeet

40000rganismespublicsetpriv6s),

enexclurelesinformationsque

confidentielles.

Nousvousserions

OUtretOUSleSrenSeignementS,

suppl色tnentairesquinous

pouエ1,avenlr,etenpart±cul⊥eエ

terrnindiogique.

Noussommesbienstira

fourni工touslescornpl白ments

souhaite工,tantsur1・enqu邑te

terminologiques.

AVeCnOSrerne工CiernentS,

トIadame,Monsieur,

remp1⊥ 工1equestiomaire

und61a工dlunmois,S工

unrapPortd.enqu邑tedans

questioma工re
ma工S

VOUS

faiエe1ワobjetd・une

sontenvoy6sさPlusde

nousnousengageonsaぷ
nouspresenterezco㎜e

エecomaissantsdenousfourniエen

documentsetinformations

perTnettraientdemieuxvouscomaitre
votremodさ1ede'fiche

votエed工spositionpourvous

d.±nformat工onquevouspourriez

elle-m色mequesurdespエob1色mes

nOUSVOUS prionsd.agr色er,

1,expressiondenotresinc白reconsid6ration.

ζ(せ －

ElisabethBLANCHON

Responsablede1'enquOte

P・ ⑨ 一9tc●gu● ●ttonn●tr●n● ▼eusconc● 「n●P● ●,neus

▲ 】L`P●r●onn● ●d4qu●t●d●n● ▼otr●org●n1● ●●.

coapton●eurvouspour1●trins● ●ttre
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QUIFArrQUOI?

taterminolOgieest'1'6tUdesyst6matiqued日 民mes・Untemeestunsymbole

conventionnel(moち 開gm叩edemots_)repr6sentantunenotiond6finiedansun

certaindomainedusavoir.(FELBER)

工)VOusavezactuellement,vousavez

proゴetruneactivit色quiserapPortede

teirminologietellequed色finieci-dessus

eu,ou

P「esOu

?

vousavezen

deloinala

NON Pa88erA1eque6tlon工Vp.2

OUI RempUrun・flcheT・avetlP.4.5,6

・uneficheEqutpep
.3

etuneftch・M。yensP.7.8

工工)Vousassurezuneformationenterminologie.

NON

OU工 RempliruneftcheF。 ・mati。np.9

1土 工)Voustravaillezconゴointement

avecdesexpertsdudomaine.

avecune autreequ工peou

NON

OUI R・ 叩1t・1・ft・h・C。11・b。 ・ati。 ・p.11
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lQU・FA皿QU・ ・?⑭1

IV)Vousconnaissezdespersomes,des

publlcoudusecteurpr土v6,

enpro]etuneactivit色serapPortantde

terminolog土etellequed6finieci-dessus◆

qUiOntaCtUellernent,

6quipesrdusecteur

onteuouont

pr色soudelolnala

NON

OU工 Remp1】Lrlecadreci-de● ●ou●

ORGANISME:....................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

SERVICE:...........................◆.....・ … ◆ ・ ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

RESPONSABLE:..... .●.・.●.● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ・ ● ・ ● ● ●.・ ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● ● ● ・ ● ・ ● ●

ADRESSE:.........㊨........................◆..............◆....

Domained,int色r色t :.● ・ ●...● ●.● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ◆ ● ● ● ● ● ◆ ● ◆

ORGANISME:............◆.............・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・

SERVICE:................台.........・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

RESPONSABIＬE:.............................................・ ・ …

ADRESSE:............................… ◆ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

Domainedlint色r色t :.◆ ・ ・ ● ● ● ● ・ ● ● ・ ●.● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ◆ ● ・ ●

ORGANISME:....................◆......・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

SERVICE:......◆...............◆.・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

RESPONSABI、E:...............・ ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・

ADRESSE:.........................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

Domalned,int6r色t:..................・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ◆ ・ ・ ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …
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FICHEEQUIPE TRAVAILN。._(●)

ORGIDIISME:.....................・.・..・...・..・ ◆........・..・.・...

ADRESSE:......。........................◆.................

VI1」LE:..............................◆ ◆...................

.

SERV■CECONCERNE:......◆......................................
、

RESPONS瓦BLE:

NOM:......◆...................................◆..◆....◆..

TITRE:..............................................s◆...

A.}
FOR1礼ATIONINITIAIＬE:.......................◆..............

…

SPEC工A1、ISAT工ON:.......◆..................................

NOMBREDEPERSONNESCONCERNEES:...............................

FORMATIONINITIALE:.....◆...................・..・..・..・...

SPEC工AI、ISAT工ON:.............◆.....・....・...・.・ ・.....・.・..
●

AU「rRESn、CT工VITESDUSERVICE:
竃horalre

DOCumentatiOnOUINON........

TraductionOUINON.........

R色dactiontechnique:OUINON........

Autres(pr色c1・e川:............◆...◆.......................

● ・.● ● ・ ・ ● ● ● ● ● 〔 ● ●.・ ・.●..● ◆ ●.◆ ● ・.・.● ・ ・ ● ◆ ◆ ◆ ・ ◆

(*)
RG■piＬLrun●tichepartr白 ▼a11
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F【CHEDESCRTRAVAILN。(*)
■

TRAVAILACHEVE
　

DATEDEDEBUTDUTRAVAII、:..................................... 、
DATEDEF工NDUTRAVAII」:.......◆...◆...........................

.

DOMAINE(S):...............◆.......… ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

LANGUE(S):.........................・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

NOMBREDETERMES:........................◆....................

NOMBREDEFICHES:..................................◆..........

SUPPORT(S)★:工nfOmatiqUe:r● ロpllruneflche■nfo胆auquep.10

Papier

〉

Micro-fiches

Autre(pr6c1・er):....................・ ・ ・ ・ ・ ・ …

● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ■ ■ ● ● ■ ◆ ● ■ ● ・ ●.

★Ra7erIG●"ntlo"1nutlle8

A-t－ 土16t6publi6?

OU工'

Editeur:............◆......◆............◆......

Dated,色dition:......◆ ◆...◆ ◆...................

NON

00est-ilconsultable?.........................

D●n●uncaロco臨 ㊤6dan●1'autre.ロercldenou・enfa】Lropar▼enlrunexeロplalre.
・

(*)
Re叩Mrumflch●partro▼011ache▼6

ρ
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FICHEDESCRIPTIVE TRAVAILN。___(*)

TRAVAnLENCOURS

DATEDEDEBUTDUTRAVA工1」:...................................・.

DATEPREWEDEFINDUTRAVAIL:................................

DOMAINE(S):....................◆..............................

LANGUE(S):....................................................

N。mbledetermesd6]atraite。__.__._.._.___..

N6rnbredetermesestirn6afin、989?____.____.

Nombredetermesestim6afin1990?....◆.....................

SUPP・RT(S)★:-・nf…atique・-P

.・・一 …h・ …-tique・ …

Papier

Micエo-fiches

Autre(pr6ei● ●r):............................

.●.● ● ・ ● 、 ● ● ・.・ ● ● ● ■.● ● ● ● ● ◆ ● ・ ■ ・ ●

★Ra▼ ●rle● ロentSen● 」Lnutt1● ●

(*)
Remp"run●ttchGpartrevatlencour■

一80一



6

FICHEDESCRIZPTIVE TRAVA【LN。. (*)

TRAVA皿 、ENPROJET

DATEPREVUEDEDEBUTDUTRAVA工1」:........・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆

DATEPREVUEDEFINDUTRAVA工L:......∵......◆.................

DOMA工NE(S):...................................................

1・ANGUE(S):.....・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

Combiendefichescomporteracetravail?

SUPPORT(S)★:Informatiquere叩1iruneftche.rnf。rmettqueP・10

Papier

Micro-fiches

Autre(,re。t_):_.∴..______..

..● ■ ■ ● ● ● ■ ● ■ ◆ ■ ● ● ● ● ● ● ● ●..… ●.・

★R。7.,1..t、enti。 。sinutt1・ ・

Cetravai、d。iセ.i、etrepub、ie?

OUI

Editeur:....................◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

Datepr色vued.6dition:..........◆..............

NON-

00sera-t-ilconsultable?..................・ …

Densuncescomtaeden●1'autre.mercldenousenfeireparvenirunezempleire

l。r・qu't1・ereeche▼e・

(*)
RempllruneficheP亀rtra▼eilenprejet

－81一



FICHEMOYENS

エ)

土工)

Vousavezavotredisposition:

Uncentrededocumentationg6n6rale

Uncentrededocumentationsp6cialis6e

D。m。inedesp6ci。 ・エ■ti。n、.._.

・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ・ ・ ・ ・ … ◆.● ●.● ● ・ ◆.

terminOIOgiqUeS

●■●■ ●●

●●●●◆ ●

Consultez-vousdesbanquesdedonn色esou

?

NONPesset.ム1aque●tton(111)

OU工Prect■e2

0us7st6lnetique口ent(S,

P/S

AFNOROU工

BTQOU工

EUROD工CAUTOMOUI

JOURNALOFFICIELOUI

TERMIUMOUI

AUTRESOU工

● ● ■ ● ● ● ■ ● ◆ ◆ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ●

■ ● ● ◆ ● ● ● ● ■ ● ● ■ ■ ● ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ● ●

OUINON

OUINON

● ● ● ● ● ・ ● ■ ■ ■ ● ● ■ ●

.● ◆ ◆ ● ◆ ● ● ◆ ● ● ● ● ●

desservices

stv。usle8c。nsulte:P。nctuelletaent

〔pr6ctset)・ ・ ・ ….● ●.・ ● ● ●.・ ● ● ・.・.・.・ ● ● ・ ●.・

・ ●..・..●.・ ■

◆..・ ● ・.● ・.●

別(

N

N

N

N

N

N

O

O

O

O

O

O

N

N

N

N

N

N

■

●

●

●
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FICHEMOYENS醐 πEノ　

■工■)Recevez-vousdespub1工cationsterminolog工ques?

NONPa8●eg▲1aque・tlon四1▼ante

OUI(pr6d・egレ..........◆...............

・ ●.● ● ・ ● ・ ● ● ・ ● ● ・ ・ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ◆ ・ ●
・

◆ ● ・ ・ ◆ ・ ●..● ●.● ・ ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ・

..● ● ● ・ ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ・

、
工V)Quelsouvragesdebaseut工lisez-vous?

PourletravailNo...

6uvrage・ ・… ・… ・… ・… … … …__....__..…

.● ● ● ● ● ●.・ ● ・ ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ・ ●

PourletravailN。...

Ouvrages:............................... .............

●;'"● ●'・ ● ● ●'● ●'◆ ● ●.● ●'●'・ ・'● ● ・ ●.●'● ・ ● ● ・ ・.・

V)Utilisez-vousuncodagepour1.uneou1・autredes

informationsdevotrefiche?

NON

OUI{pr6c1・ex}..........................

● ・ ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ●

....◆.....◆.....三.........
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FICHEFORMATION

工)Dequeltypedeformationslagit-il?

en【repr1●e.un1▼er●Stalre...}

(Formetloncontlnue.en

● ● ● ● ■ ● ■ ● ●..●.● ●..● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ・ ●.●.● ● ・ ・..■ ● ■ ◆ ● ■ ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ◆ ●

■ ● ■ ● ● ● ● ● ■ ・.… ● ・ ・ ●.●.● ・ ◆ ● ● ● ● ■ ● ● ◆ ● ● ■.●.・ ・.◆ ・ ・ ● ・ ●.● ◆ ● ● ■ ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ●

正正)Aquelpublicest-elledestin6e?

exp6ritnce...}

(Nlveeud'6tudes.statutrequS●.

● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ◆ ● ■ ● ■ ● ● ・ ● ■ ● ■ ● ◆ ● ● ◆ ● ● ■ ■ ●.● ・ ●.◆ ・ ・ ● ・ ・..● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ・ ● ●

● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ◆ ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ■ ● ■ ◆ ● ● … ◆ ・.● ・ ・ ◆.・ … ● ・ ・ ● ・ ●.●

1正文)Quellesensontlesmodalit6s

rEpertittonhebdomedalr●.men■uelle.steges...)

horaires?(totalhoratre.

● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ●.● ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ・ ● ・ ・ … ◆.◆ ● ◆ ●.・.◆..●.● ・ ● ● ◆ ・.

● ●...● ●.・..・ ・.● ・ ◆ ・ …'・ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ● ● ◆ ● ■ ● ● ◆ ● ■ ● ● ◆ ● ・ ● ● ■ ◆ ■ ● ● ● ● ◆ ● ・ ● ●

Iv)QuelenestlecoOtpourles6tudiants?

● ● ● ● ● ● ● ◆ ◆ ・ ●.・ ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ■ ◆ ■ ● ■ ● ● ● ● ・ ● ● ・ …..・.・ ● ・ ● ● ◆.● ・ ●.● ● ●..・

● ● ● ● ● ■ ● ・ ・ ● ● ・ ・ ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ■ ● ■ ● ● ■ ●.・..● ・..●.・ ● ● ● … ● ◆.●.◆....・

V)D6bouche-t-ellesurundipl6me,sioui,1eque1?

● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ●.● ● ● ● ● ◆ ●.● ●.● ・ ・...● ・ ㊨ ● ◆.●.・

● ● ■ ● ● ● ● ◆ ● ●.● ●.● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ■ ■ ◆ ● ● ● ■ ◆.● … ● ◆ ・ ….・ ・ ● ● ● ◆ ● ・....・ ● ・ ・

VI)Les6tudiantsdoivent-ilsr色aliserdestravaux

terminOlogiqueS,sioui,1eSquels?Mercid'env。yerla1エstedeleur6trav己ux

lesPlu■r6cent●.
'

■ ● ● ■ ● ● ● ・ ・ ● ●..●.●.● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ■ ■ ■ ● ● ●.●.●.● ・ ・.● ● ● ● ● ・ ● ● ●..・ ●.・..・ ●

● ● ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ◆ ■ ■ ■ ● ● ● ■ ● ●'● ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ◆ ● ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ・ ■ ■ ■ ■ ● ● ● ◆ ● ● ● ◆ ■ ■ ●

VI工)Les色tudiantsdoivent-ils

queltype?(Duree.1ieu...)

effectuerdesstages,sioui,de

● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ◆ ・ ・ ●.■ ◆ ● ● ■ ■ ● ● ● ◆ ● ・ ● ■ ● ● ● ● ・..・.● ● ● ●.● ● ● ● ■ ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ●

● ● ● ■ ◆ ● ● ● ● ■ ◆ ● ■ ◆ ◆ ■ ◆ ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ⇔ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ■ ●

V工 土工)AUTRESPRECISIONS

舎 ● ● ● ● ■ ■ ●.■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ◆ ◆ ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ◆ ● ●.●.◆ ● ◆ ● ● ●... ■ ● ● ● ◆ ◆ ● ◆ ■ ・ ● ●

● ㊨ ● ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ■ ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ●.●.● ●..● ・ ●.■ ■ ■ ● ・ ● ◆ ●....●...
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FICHEINFORMATIQUE
　

HA「rER■EL

MARQUE:....◆.........◆.◆.............◆........................

TYPE:..◆........................◆....◆ ◆.......................

MEMOIRE:..◆...........◆......・...・ ・...・..・....・...◆.....・..・..

SYSTEMED・EXP1、OITAT工ON:.......................・................

AUTRESPRECISIONS:........................・.・....・..・.・.◆.・...

● ● ◆ ● ● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ●'● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ●.● ● ● ● ・.

◆ ・ ・ ● ● ◆ ■ ● ◆ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ■ ● ■ ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ●

LOG工CIEL

1」OGICIEIＬSTANDARD:.................・ ・ ・ … パ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …
.

LOGICIELSTANDARDMOD工F工E:....................................

1、OGICIEI、SURHESURE:.......................・.・ ◆ ・....・...・.....

CARACTER工ST工QUES:................・ ◆...・..・..◆..・...・.・..・...・.

● ・ ㊨ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ●

◆ ・ ● ◆ ● ● ■ ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・ ・ ●.● ● ● ・ ● ・ ● ◆ ● ● ● …..● 一 ● ● ・ ◆ ・ ● ・ ● ・ ・ ● ● ● ・.・.● ● ● ・.・ ◆ ● ● ・ ・ ● ・ ● ■ ・ … ● ・ ● ■ ●

F■CHE

Mercidenousenenvoyeruntiragepapier,enpr色cisantle

nombredechamps,1eurscaract色ristiques(10ngueuエvariableou

fixeetdanscecasleurtailleetlatailleglobaledela

fiche),etlemoded・indexationpossible,ainsique

1,exploitationquienestfaite.
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FICHECOLLABORATION

'●
1)Voustravaillezencollaborationavecuneautreequエpe

TRAVAILNO:......

ORGANISME:.....・ ◆ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ … ● ●"● ●'● ◆"● ● ●"●'● ● ● ● ● ●"● ● ● ● ●"

SERVICE:...............・ ・ ・ ・ ・ …,・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ● ● ●"◆ ●

RESPONSABLE:.............・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ●"● ●"●'

' ADRESSE:.....』............・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ … ● ● ● ● ●'● ● ● ● ◆'

TRAVAILNO:......

ORGAN工SME:............................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

SERVICE:.......◆.◆.....・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ●'''''"◆'●'

RESPONSA肌E:___..___..__...__… … … ・…

ADRESSE:....................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

Quellessontlesmodalit6sdevotrecollaporation?

.● ・.● ●.・.● ・ ● ● ・ ● ● ・ ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ・ ◆ ■ ● ■ ・ ● ・.● ・ ・ ●..・ ● ● ● ●.● ・ ◆ ● ・.● ● ・ ・

●.● ・.・ ● ・ ● ・.● ・.● ●.● ● ● ・ ● ● ■ ・ ● ● … ● ● ● ● ● ・ ● ■ ● ● ● ・ ● ● ・ ● ● ・.・ ・ ◆ ● ・.・.● ・ ● ・ ● ・

H)Voust「ava'11ezenc."ab.「at'onavecdesexpe「ts'

NON

OU工PARFO工STOUJOURS

I工1)Aquelstadeder6alisationdutravaildemandez-vousune

expert±se?

● ● ● ・.● ● ・.● ・ ● ●.● ・ ・ ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ・ ● ● ・ ● ● ●.● ● ● ● ・ ● ●.・ ● ●.・ ● ・ ● ● ● … ● ● ● ●.● ●.

● ●.● ● ● ●..●.● ● ● ● ●.・ ・ ■ ● ● ・ ■ ● ● ● ●.● ● ・ ◆ ■ ■ ・ ・ ● ◆.● ・ ● ・ ● ● ●.● ● ● ● ● ・ ● ・ ・ ●.・ ・ ● ・
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資料5.ア ンケー ト調査票(オ ランダ諸圏)

Samenwerkingsverband
Nederlandstalige

Terminologie(SaNT)

NederlandseTaalunle(NTU)

BelgischlnstituutvoorNormalisatie(BIN)

NederiandsNormalisatie-instituut(NNI)

ENQUETEOVER

TERMINOLOGIE-ACTIVITEITEN

BINNENHETNEDERLANDSETAALGEBlED

Antwoordentoetesturenaan:SecretariaatSaNT

P!aBIN
BrabanConnelaan,29

B-1040BRUSSEL

EINDDATUMVOORINZENDING.29SEPTEMBER1989
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Mevrouw,

Mijnheer,

HetSamenwerkingsverbandNederlandstaligeTerminologie(SaNT)
,in1986doordedirectiesvanhetBelgisch

lnstituutvoorNormalisatie(BIN)envanhetNedertandsNormalisatie-instituut(NNI)alsmedehetA|gemeen

Secr3tariaatvandeNederiandseTaalunieopgericht,organiseerteenenqu◆tebetreffendeterminologie-

aCtiviteitenbinnenhetNederlandsetaalgebied .

ReedsvroegerheeftdeSaNT-Werkgroep"Termino|ogieenBedrijf"eenenqu◆tegehoudendiemeerspecifiek
"hetgebruik

endetoepassingsmogelijkhedenvanterminologiebankenindebedrijfswere|d"betrof .

Dezeenqueteisalgemenervanopzet .Zewilnietalleenpei|ennaarterminologie-activiteitenbijbedrijven ,maar
ooknaardehoudingtenaanzienvanNederlandstaligeterminologie

,zowelbijbedrijvenalsbij
wetenschappelijke-enberoepsverenigingen

,stichtingenenz.

'E
engelijkaardigonderzoekvindtookp|aatsindeVerenigdeStaten

,Frankrijk,DuitslandenJapan.Hetl
nternationallnfomationCentreforTerminology(lnfoterm)zorgtvoordeco6rdinatie

.Deresultatendaarvan

zullenwordengepubliceerdinde"WorldGuidetoTerminologicalActMties" .

lndienUreedshebtmeegewerktaandeeersteSaNT-enqu◆teoverterminologiebanken
,zultUvaststel|endat

eengedeelte(nl.datoverterminologiebestanden)ineengewijzigdevormopnieuwaanbodkomt .Datheeft

temakenmethetfeitdatdedoe|groepvandezeenquOtevee|uitgebreideris .Wijwi|lenUnietteminvragen,

methetoogopdeverwerkingvanderesultaten
,otnookindatgevaldeenquetevolledigintevullen.

AanlρehandvandezeenquetezalSaNT。ndermeereenduidelilkerbeeldkrijgenvande(・aakve・b・rgen)

termlnologie-activite口enbinnenhetNederlandsetaalgebiedenzalhetzijnco6rdinerenderolnogbeterkumen

vervullen.

WjdankenUbilvoorbaatvooruwbereidwilligemedewerking .

NamensSaNT,

D.Trommelmans

Secretaris
A.J。Vervoorn

Lid.

N・B・ ・lndienblnnenuwo「ganlSatle冊ee「de・eafdetingenmettermin。1・gietemakenhebben
,vragenwijU

vOOrelkeafdelingeenafzOndertijkfOrmu"ertewillen(laten》lnvullen .
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TOELICHTING

lnhetwerkplan1988-1990vanhetSamenwerkingsverbandNederiandstaligeTerminologie(SaNT)wordt

gesteldinparagraaf2"Hetbelangvanuniformeterminologie":.,

"Vooreendoelmatigtaalgebruikisheteenvoorwaardedatverschiltendemensenmetdezelfdetermen

ookdezelfdeinhoudenbedoelen.Misverstandenveroorzakenergernis,tijdverliesenkosten.en
misverstandenberustenvaakops|echtbegrepenofonzorgvuldiggebruiktetermen.(_)Opallerlei
vakgebiedenontstaatbehoeiteaannauwkeurigeengeordendeomschrijvingenvanbegrippenmet

uniformetermenendefinities.Zo'ngeordendgeheelvanbegrippen,weergegevenmethuntermenen
definities(_)wordtaangeduidmetdetermfterminologie'".

Watverderwordtinhetzettdedocumentvastgesteld:"InhetNederlandsetaalgebied

terminologischvlakteweinigenvoorzoverhetwelgebeurt,ongeco6rdineerd".

geschiediOP

DezeenqueteisvoorSaNTeenmiddelomeenduidelijkbeeldtekrijgenvandeterminologie-activiteitendie

plaatsvindenbijbedrijven,beroepsverenigingen,wetenschappelijkeverenigingenenz.Zemoethetmogeiijk
makenomdubbelwerktevermijdenenbestaandewerkzaamhedenbeterteco6rdineren.

Tegetijkzaldeenqu◆teduidelijkmakenhoehetbelangvaneengoedvastgelegdeNederlandseterminologie

indeverschillendevakgebiedenwordtaangevoeld.

AanheteindevandeenquOtewordtUdegelegenheidgebOdenopmerkingentemakenofpuntentebespreken

diemogelijkonvotdoendeaanbOdzijngekomenindevragenlijst.

VanzelfsprekendzultU,indienUditwenst,opdehoogtewordengebrachtvanderesultatenvandezeenquOte.

1
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1.ALGEMENEVRAGEN

1・-WatiSdeaardvanuwOrganiSatie:

2.-Gegevensoverdeorganisatie:

口
口

Bedrijt

Beroepsvereniging

WetenschapPelijkevereniging

Stichting

VZ.W.

Andere,nl.

Naam:

Adres:

3.-AardvandeaCtiviteit: 口
口
口
口
口

Telefoon:

Kontaktpersoon

(inhetkadervandezeenquete):

Secretariaat
Co6rdinerend
Uitvoerend
Beta|endopdrachtgever

Andere,nl.

…

(Desnoodsmeerdererubriekenaankruisen).

2.8ELANGVANINEbERLANDsTAud…TERMINOtOGIE,

4・-HeeftUeigenterminOIOgie-aCtiviteiten?

口
口
]
山

e氷eWa.01Z5

口

口

日
Ja

Nee

deelnameaancommissiesivmterminologie

publikatielijsten
eigenterminotogiebeStand
hetwakenoverdeterminologischeeenheidinpublikaties(consequentgebruikvan
eenbepaaldeterminologie)
organisatiestudiedagen,symposiaetc.waarinNederlandstaligeterminologieaanbod
komtliSgekOmen
andere,nt.:

6"V`"d'Udatvo.「uwvakgebieddeNederlandstaligetermi"ologieg.edge'egeldis?目 違

,。、,t

7・-BentUbereidomopuwgebiedmeetewerkenaandevastleggingvanNederlandstaligeterminologie?

Ja

Nee

8.

口
・Zoja'opwelkewijze:目

口

deelnameaancommisSies

OrganlSatoriSCheSteUn

finanCieleSteun

bevorderingvanhetgebruikvanerkendeterminologie
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9.-MeentUdatinanderetalendevaktermenbeterzijnvastgelegd?

10Zoja'ervaa「tUdatalS:目iii騰 ㌫

11.Zoja,inwelketatenzijndetermenbetervastgelegd?

日 ㍑e

Engels

Frans

Duits

Andere,nl.

12・-VindtUdatindeberoeps-/vak◎P|eidingvooruwgebiedaandachtaanterminologiemoetwordenbesteed?

口温e
13・-StuitUindedagelijksepraktijkweleensopterminologischeproblemen?

目
Vaak

Afentoe

Nooit(sladande2volgendevragenover)

14・lndienUopdergelijkeproblemenstuit,welkezijndatdan:

口ve,schillendete・m・ ・v…eenzettdebeg亜

目
onduidelijkebetekenissen
slechtNederiands
andere,nl.

15・Watzijndegevolgenvandieterminologieproblemen:

Tijdverlies
FinanCieelverlies

Communicatieproblemen
Andere,nl.

(lndienmeerdereantWoordenvantoepassingzijn.duiddandeordevanbelangrijkheidaandoorhetciiierll
2enz_.inhethokjeteplaatsen)

16、KentUeenvoorbee|dvangoedgeregeldeterminologieopuwvakgebiedofdaarbuiten?

日 ㍑e

－91一



Zoja,welk:

17・KentUgezaghebbende/representatieveterminologielijsten
,

vakgebied?

theSauriotClassifiCatieSChema`Sbinnenuw

口Ja

口Nee
Zoja,welke(enkelde-voorU-belangrilksteopsommen)

'

・

3.SPEiCIFIEKETERMINOLOGIE・ACTIVITEITEN

18. BeschiktUovereeneigenterminologiebestand,hetzil opfiche,hetzilopcomputer?

口Ja

口Nee.Gada・ ・Vernaar26.

-

19.-Hoeveeltermenomvathetbestandbijbenadering? _...

20.-Opwelk・wilzezij・d・t・men・pgesl・gen・ □fiche

口c。mputer

21.lndienopcomputer:-welkecomputer:。.._

－wordtdaarbilgebruikmaaktvaneenopdemarktverkrijgbaresoftware?

口Ja,nl.

口Nee

22. －Welketalenomvathetbestand?

23。 －lnwelketalenzilnerdefinities?

24. －Welkevandevolgenderubr趣enwordenaandetermentoegevoegd:

definitie一

_context
.

－synonlemen

口br・nvermelding

andere,nl.

25.-lnhoeverreishetbestandrpleegbaar?

Alleenintern

Ookbeperktextern

Publiek

26.BentUbetrokkenbiidepublikatievanterminologielilsten?_

_。Ja

_Nee.Gadanovernaar31.
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27.-HebtUterminologielijstengepubliceerdofmeegewerktaandepublikatieervan?

口Ja

口Nee

Zoja,welke+omvang(aantalpagina's)

28.-WerktUthansaandepublikatievaneenterminologielijst?

日 ㍑,

29.Zoja,geefkorthetonderwerpaan:

30.Zoja,watisdevoorzienepub|ikatiedatum?

31.NeemtUdee|othebtUdeelgenomenaannormalisatiewerkzaamheden(vanhetNederlandsNormalisatie-
instituutofvanhetBelgischlnstituutvoorNormalisatie)waarinNederlandstaligeterminotogieeenbelangrijk

onderdeelvomt?

日 ㍑e
Zoja,somhieronderop:

Commissie Begin-/Einddatumv/d
werkzaamheden(bijbenad.)

Titelv/dpublikatie

32.BentUbetrokkenbijtermino|ogie-activiteitenopinternationaalvlak? 口
口

Ja

Nee
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4.OPMERKINGEN

(HieronderkuntUpuntentersprakebrengendienaaruwmeningnietotonvoldoendeaanbodzijngekomen

indeenqu創e)

WijdankenUvooruwbereidwilligemedewerking .
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資料6.ア ンケー ト調査票(ラ テンアメ リカ)

REDIBEROAMERICANADETERMINOLOGIA・RIT

SecretariaEjecしitiva

UniversidadSim6nBol{var

Departamentodeldiomas

Apartado89000

Caracas1080-A

Venezuela

Caracas,28.02.1989

EstimadosSe60res:

ArafzdelPrimerSimposioLatinoamericanodeTerminologfa,ceie-

bradoenlaUniversidadSim6nBolivar(Caracas),eneimesdeabril
de1988,qued6formalmenteconstituidalaRed'lberoamericanadeTermi-
nologia(RIT),cuyaSecretariaEjecutivalefueasignada,porunperfodode

dosafios,alainstituci6nanfitrionadelevento.

UnadelasprincipalesfuncionesdeestaSecretar「aeslarealiza-

ci6ndeuninventariodelasactividadesterminol6gicasenlospafseshis-

pano-lusohablantes,afindefacilitarelflujoeintercambiodeinforma-

ci6ntermino16gicaypoderasiservirdeplataformadecooperaci6nentre

lasinstitucionesinteresadas.

Esestalaraz6nporlacualhoynospermitimosenviarlesel

presenteformulariodeinscripci6nalaRIT,queasuvez,comoUds.podran
desprenderdesuvolumenyestructura,serviracomohojadeinventarioa

finderealizarundiagn6sticogeneralsobreelestadodeIaterminolog{a

ennuestra.regi6nlingUistica.Laadhesi6nalaRednopresuponeningOn
compromisoparticuiarporpartedesusmiembros,sinolavoluntadde

querercooperareneldesarrollodelaterminoiogfacomodisciplinay
actividadcientificaennuestrosidiomasyfacilitarconellolaintegraci6n
denuestraregi6n,tannecesariaytardia,porcierto,enelquehacertermi-
nol6gicointernacional.

Afindealcanzaresteobjetivo,Ierogamossugenerosacooperaci6n

llenandoesteformulariodelamaneram白scompletaposible,yaquedeia

buenaacogidadelpresenteformulariodependeraengranmedidaelfuturo

delacooperaci6ntermino16gicaiberoamericana.

Atentame .teパ.

Miごh庶 　 ,…AlにiaF蕊ddば 恥
(SecretariaEjecutiva-RIT)

-95一



RED!BEROAMERICANADETERMINOLOGIA

・RlT・

FoRMULARIo'DEINscRIPcldN

Fecha・

1》

2》

3》

5》

6》

7》

8)

Nombrθdelaorganizaci6n(en elidiomaoriginal):

・
.、 、 、

、

ACP6nirnoos㎏la'

9

Direcci6ncompbta:

Ciudad・ Pals'

.

44》Tel6fOn。 ・

Telex・

Fax・

Nombredelapersonaresponsable◆

C創go'

FeChadecreaci6no如ndaci6ndelainstituci6n:

Naturalezadelainstituci6n:

・

Mme・ ・ytip・dec。1日b。 ・ad・・e・・

UngOistas.temin61◎gos;tgmin6grafos:

POblica:O

Pデivada:O

lnternacional:

Regional:O

O廿a・

・

【1

9) Permanente TemporaI

-

Total

一 ●.●●一
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Traductores,int6rpretθs:

Bibliotecarios.、.documentalistas,

E,p㏄i。|i、tas層6n'i・f。mih6i6・ ・

Es師alistasenC。 叩utad6n・

Personaladministrativo:

Otros:

11)A「eas・actividadeseidi。mar
,det「rbalo:

Area⑨ 層Actividades ldiomas

Inv98tigaci6M Er醐anza SgrviciosI S P ε F D Otros

Principiostermlnol6gicos
　 ■ .

Terminografla

●

Traducci6n

lnterpretaci6n

●

.

Documentaci6n

■

Normalizaci6n

■
,

…

UngOistlca

●

lngenierladelconodmiento

●

Otras:

■ 1 1

■ ●

一

12)Organizacionesconlascualesexistenconveniosoacuerdos'decoopera-

ci6n:

NombredeIaorganizaci6n:'Areadecooperaci6n:

(Deser'necesario,.favor'continuaren.thojalaparte)
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13)Areasy

Clones:

Areas:

actividadesdonde serequlerecooperaclonconotrasinstitu-

Actividades:

datos:

intercambio:

14)lnformaci6n

Equipos:

(Desernecesario,favor

scbre
■

eqUlpos

continuaren

yprogramas

Programas:

hola

de

apane)

automatizaci6n

Formatos de

de
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15)Proyectosdeinvestigaci6n'te6rica・:y!or・'aplicada

(Favordetallartftulo,prop6sito,fechadeinicioyterminaci6n.organismocontratanteρa.

tr◎cinantθyotrosdatosdeinter6s.segOnfuereelcaso)

actualmenteen.C町sg:'

programados:

一99一



16)Cursos,seminarios,actividadesdocentes

(Favordetallartituto・objetivo・contenidoesquem白tico;siesposible,precisarbrevemente

metodol◎giaymaterialdidacticoemplead◎)

actualmenteenoferta:

proyectados:
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17》Servicios

(Favorprecisar・tip◎deser》iciαpr6stado・ ・comoPOr・ej・:・traducci6n..jnterpretaci6n,docu・

mentaci6n,elabo了aci6ndeterminologlasistematica,termlnobgia,puntual,ases◎rias,ela.

boraci6ndeprogramasuotros,aslc◎motip◎dθorganismoousuarioaquienseprestael

se「vicio)

actualmente prestados:

proyectados:

■
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18》Publicaciones

(Favordetalbrt{tulos・autore亀tipo"depubtiCact6ft・ うomoP◎rej::¶br◎s,revistas,actas,

tea8uros.9tc・;f白chadeedid6nofechadeiniciodepublicaci6npe巾dica,perbdicidadde

edicめn,lugardeodici6nyotrosdatosdθlnter6s,s|fuereθIcaso)・'・' ,
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19)Organizaci6ndeeventos

(Favorprecisarno叩brθytipo・ ・del・eVentoi・lugar・fecha.1.prop6sito,二pa{rocinadores,創c.》

pasados:

futu「OS:
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20》Esbozar,sifuereelcaso,

realizaci6ndesulabor:

trabasydificultadesdelorganismoenla

21)Observacionesadicionales:

一104一
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資料7機 関名 ・委員会名 ・用語集の対応表

***人 文科学***

一

一

〇

〇

ー

機関名 用語委員会名 用語集名

大塚民族学会 日本民族事典

国土地理院 図解測量用語事典

国立国語研究所 国語辞典編集室 分類語彙表

国立民族学博物館 シソーラス部会、文字 フ ォン ト部会

情報処理振興事業協会 日本語 ワーキ ンググル ープ 計算機用 日本語基本動詞辞書IPAL

日仏図書館学会 用語研究会 フランス図書館関係用語集

日本教育工学会 学術用語小委員会

日本言語学会 言語学用語検討委員会 言語学用語集

日本考古学協会 日本考古学辞典

日本口承文藝學会 口承文芸大辞典編集委員会 口承文芸大辞典

日本行動療法学会 行動療法事典

日本図書館協会 図書館学用語委員会 図書館用語集

日本バーデ ィ協会 AThomasHardyDictionary

日本 ペス夕日ッチー・フ レーベル学会 ペスタ ロヅチ ー ・フ レーベル辞典編集委員会 ペス タロ ッチ ー ・フ レーベル辞典

日本ロシア文学会 用語委員会 (ガイ ドライン作成準備)

文学と教育の会 文学教育基本用語辞典

防衛学会 国防用語辞典

***理 学 ***

5

機関名 用語委員会名 用語集名

測地学会 測地学の概念

地震学会 学術審議会学術用語分科会地震学術用語専門部会 学術用語集地震学編

静電気学会 静電気ハ ン ドブ ヅク

東京大学地震研究所 学術用語集地震学編

日本 アイ ソ トープ協会 原子力用語JIS改 訂専門委員会、

核医学用語専門委員会(必 要に応じて) 新版核医学用語集

日本遺伝学会 遺伝学用語委員会 学術用語集遺伝学編



日本気象学会 学術用語委員会 学術用語集気象学編

気候学気象辞典
日本航海学会 日本航海学会 航海用語委員会 航海用語集
日本国際地図学会 地図用語専門部会 地図学用語辞典
日本植物学会 用語委員会 学術用語集植物編
日本植物生理学会 機 関誌PlantandCellPhycologyの 編 集委員会

日本雪氷学会 雪氷辞典編集委員会 雪氷辞典
日本統計学会 統計小事典
日本動物学会 学術用語委員会 学術用語集動物学編 、
日本物理学会 学術用語集物理学編(増 訂版)
日本分析化学会 日本分析化学会 用語辞典編集委員会 分析化学用語集
農林水産省農業生物資源研究所 (他学会と共同)
プラズマ ・核融合学会 用語委員会

***工 学***
1

一

〇

〇

ー

機関名 用語委員会名 用語集名

宇宙開発事業団 用語委員会

軽金属学会 WAAシ ソー ラス

工業火薬協会 用語部会、JIS用 語委員会(現 在解散) JIS用 語火薬類

高分子学会 高分子命名委員会 新版高分子辞典
情報処理学会 規格調査会技術委員会SC1専 門委員会(用 語担当) JIS情 報処理用語解説

情報処理用語標準対訳 和英一英和
石油学会 用語委員会用語委員会 石油辞典
全国地質調査業協会連合会 和英両引きボーリング用語集

鉄道通信協会 XYZ

テ レビジ ョン学会 テ レビジョン技術用語委員会 テレビジョン用語事典

電子情報通信用語専門委員会 電子通信用語辞典
電気学会 電気用語標準特別委員会 専門用語集
電子写真学会 技術委員会第5部 会 電子写真用語集
土質工学会 表記法検討委員会 土質工学標準用語集
日本鋳物協会 図解鋳物用語辞典
日本印刷学会 用語委員会 印刷辞典
日本機械学会 用語委員会 学術用語集機械工学編



一

一

〇

↓
ー

日本教育工学会 学術用語小委員会
日本金属学会 金属用語集

日本建築学会 学術用語標準化委員会 学術用語集建築学編

日本ゴム協会編 ゴム用語辞典

日本色彩学会 JIS原 案作成委員会(工 業技術院の委託により開催) JISZ8102

日本写真学会 写真用語委員会(但 し、常設ではない) 写真用語辞典

日本潤滑学会 潤滑用語集

日本設計工学会 通商産業省委託事業:CAD/CAM標 準化委員会

(JIS化)の 中でCAD/CAM用 語分科会を持っている

日本造船学会 船舶工学用語集

日本大ダム会議 用語辞典委員会 ダム技術用語辞典

日本鉄鋼協会 金属工学 シソーラス

日本塗装技術協会 試験法部会 塗膜表面に関する用語

日本非破壊検査協会 用語辞典編集委員会 非破壊試験用語辞典

日本分光学会 日本分光学会 科研費 学術用語集分光学編

日本木材加工技術協会 木材加工に関する用語の検討委員会
日本油化学協会 用語小委員会 油脂用語辞典

日本溶接協会 溶接用語検討委員会 (JISの 溶接用語の原案作成)

日本冷凍協会 日本冷凍協会 用語委員会 冷凍空調食品用語集

日本吟味協会

燃料協会 石炭利用技術用語辞典

プ レス}レストコンクリート技 術 協 会 プ レス トレス トコンクリー ト用語委員会 プ レス ト レ ス トコ ン ク リニ ト

粉体工学会 用語専門委員会および作業部会(但 し発行時のみ) 粉体工学用語辞典

***医 学***

機関名 用語委員会名 用語集名

国際看護交流協会 和英西仏医学看護用語集

先天異常学会 先天異常用語委員会 先天異常用語集

日本栄養 ・食糧学会 栄養 ・食糧用語集

日本医学会 用語委員会 日本医学用語集

日本医学放射線学会 用語委員会 放射線医学用語集

日本医真菌学会 用語委員会 真菌と真菌症

日本衛生動物学会 用語委員会 衛生動物学用語集



一

一

〇

〇。

ー

日本音声言語医学会 音声委員会、用語小委員

日本温泉気候物理医学会 用語委員会 温泉気候物理医学用語集
日本核医学会 核医学用語委員会

(他機関と共同 して委員会を設けている) 核医学用語集
日本看護科学学会 日本看護科学学会 学術用語検討委員会
日本寄生虫学会 用語委員会 寄生虫学用語集
日本矯正歯科学会 用語委員会
日本救急医学会 医学用語委員会 救急医学用語集
日本形成外科学会 用語委員会 形成外科用語集
日本結核病学会 用語委員会 結核用語事典
日本口腔外科学会 学術用語委員会
日本行動療法学会 行動療法事典
日本 コンタ ク トレンズ学会 眼科用語集

日本産科婦人科学会 用語委員会 産科婦人科用語集

日本歯科心身医学会 日本歯科医学会

日本歯科理工学会 用語委員会

日本磁気共鳴学会 用語委員会 MR用 語解説集

日本質生化学研究会 化学辞典
日本耳鼻咽喉科学会 耳鼻咽喉学会用語解説集

耳鼻咽喉医科学用語解説集
日本集中医療医学会 用語検討委員会 集中治療用語集
日本消化器内視鏡学会 本消化器内視鏡学会用語集(案)
日本小児科学会 用語委員会
日本小児眼科学会 眼科用語集
日本小児歯科学会 用語委員会 日本小児歯科学会選定用語集

日本小児神経学会 用語委員会 小児神経学用語集
日本自律神経学会 医学用語委員会

日本神経学会 用語委員会 神経学用語集
日本心臓ペーシング学会 用語委員会

日本人類遺伝学会 人類遺伝学用語集

日本生化学会 用語委員会 生化学用語辞典

日本整形外科学会 学術用語委員会 整形外科学用語集 第3版

日本精神神経学会 精神神経学用語委員会 精神神経学用語集
日本聴覚医学会 用語委員会 日本聴覚医学会用語集

日本低温医学研究会 冷凍血液(学 会誌)

日本てんかん学会 用語委員会 てんかん学用語集



日本平衡神経科学会 EquilibrimRes

日本凍結手術研究会 (研究会で1回 だけ用語統一委員会

を設けて統一 したことがある)

日本内科学会 用語委員会 内科学用語集 第4版

日本熱傷学会 用語委員会 熱傷用語集

日本農村医学会 農村医学用語編集委員会 農村医学用語辞典

日本放射線技術学会 専門委員会 ・放射線学術用語検討班 放射線技術学用語集

日本病院管理学会

日本 リハ ビリテーシ ョン医学会 学術用語委員会 (学会誌上)

日本臨床耳科学会 用語委員会

***薬 学***

1

一

〇

Φ

ー

機関名 用語委員会名 用語集名

日本薬学会 薬学用語集

***農 学***

機関名 用語委員会名 用語集名

園芸学会 用語委員会(必 要に応 じて) 園芸学用語集

日本家政学会 日本家政学会 データベース委員会 和英英和家政学用語集

家畜繁殖学会 用語委員会 繁殖学用語集

国際農業者交流協会 レ イ ン ボ ー ワ ー ズ

森林利用研究会 林業工学用語編集委員会 林業工学用語集

全国農業共済協会 農業共済新聞用語委員会 農業共済保険用語辞典

草地学会 草地学用語委員会 草地学用語集

土質工学会 表記法検討委員会 土質工学標準用語集

土壌物理研究会 土壌物理用語辞典編集委員会 土壌物理用語事典

日仏海洋学会 海洋 ・水産学用語集編集委員会(現 在活動 していない) 日英仏語対象海洋 ・水産学用語辞典

日本応用動物昆虫学会 学術用語委員会 応用動物学 ・応用昆虫学学術用語集



ー

一

一

〇

ー

日本作物学会 作物学用語集改訂委員会(但 し改訂出版後は幹事のみ)' 改訂作物学用語集

日本ハ ム ・ソーセージ工業 協同組合 肉用語事典

日本水産学会 用語委員会 水産学用語辞典

日本線虫研究会 用語委員会 線虫学関連学術用語集

日本土壌肥料学会 土壌肥料用語委員会 土壌肥料用語集

日本木材加工技術協会 木材加工に関する用語の検討委員会

日本蚕糸学会' 日本蚕系学会用語辞典編 蚕系学用語辞典

(蚕糸学用語辞典を5年 おきぐらいで発行 している)

日本農業(薬)学 会 農業学術用語集(家)

日本養蜂はちみつ協会

日本林学会 林学検索用語集

農業機械学会 用語統一委員会 農業機械学術用語集 和英

農業施設学会 農業施設用語選定委員会 農業施設選定用語集

農業土木学会 用語委員会

農林水産省畜産試験場 畜産学用語集

農林水産省農業生物資源研究所 (他学会と共同)

農林水産省野菜 ・茶業試験場 茶業関連用語検討委員会、 、

野菜 ・花き作型用語検討委員会、

省エネルギー関連用語検討委員会 施設栽培における省エネルギー研究関連用語集 第1集

林木育種協会 林木育種用語辞典

***経 済***
,

機関名 用語委員会名 用語集名

日本証券アナ リス ト協会

日本統計学会

基本証券分析用語辞典

統計小事典



***社 会***

機関名 用語委員会名 用語集名

青少年問題研究会

日本教育社会学会 辞典編集委員会

青少年問題用語小辞典

新教育社会学辞典

***産 業***

1

一

一

一

ー

機関名 用語委員会名 用語集名

紙パルプ技術協会

石膏ボード工業会

出版委員会 紙パルプ事典

石膏ボー ドとドライウォール用語集

全国建設業協同組合連合会 建設用語研究会 土木用語辞典

全国農協中央会

全日本製本工業組合連合会

中央協同組合学園教務課 農協関係用語辞典 改訂版
製本用語集

日本印刷産業連合会 日本印刷産業連合会 印刷用語標準化委員会 (発行予定)

日本映画機械工業会 (各委員会、分科会等の内部) 映写技術用語集

日本映画技術協会

全日本映写技術者連盟
日本ABC協 会 (理事会で決定。ほかに分科会がいくつかある。) 日本のABC

日本観光学会 観光用語事典

観光地名事典

日本金属プレスエ業協会

日本サッシ協会

日本産業技術振興協会

プレス用語委員会

表現用語分科会

日本インドネシア用語辞典委員会

プレス成形用語辞典

表現と用語の統一に関する指針

日本イ ンドネシア鉱工業用語辞典

新エネルギー技術用語集総合索引兼日英辞典

新エネルギー技術用語集太陽編

新エネルギー技術用語集地熱編

新エネルギー技術用語集石炭編

新エネルギー技術用語集水素編

新エネルギー技術用語集風力発電編

新エネルギー技術用語集海洋温度差発電編

新エネルギー技術用語集バイオマス編

日本食鳥協会
鶏肉品質管理マニュアル



日本デザイン学会

日本 リスクマネジメント学会

日本冷凍空調設備工業連合会

用語委員会

氷蓄整システムの用語JlS原 案作成委員会
現代 リス クマネ ジメン ト事典

***そ の他***

一

一

↑

N

ー

機関名 用語委員会名 用語集名

映倫管理委員会 題名研究会
エンジニア リング振興協会 エ ンジニア リングプロジェク トマネジメン ト用語集

核物質管理センター 保障措置用語編集委員会 IAEA保 障措置用語集増補 ・改訂版(英 文一和訳対照)

共同通信社 用語委員 記者 ハ ン ドブ ック

国際電信電話(株) 国際電気通信関係略語 ・用語集

全国学校図書館協議会 用語委員会

日本印刷技術協会 プ リン トロニクス用語集

日本原子力学会 学術用語集原子力工学編

日本香料協会 香 りの事典
香 りの百科

目本 ゴルフ協会 規則及びアマチュア責具審査委員会

日本視聴覚教材センター 用語 ・視聴覚 メデ ィア

日本写真協会
寸

カメラ辞典
新版写真技術用語辞典

日本 しろあ り対策協会 広報編集委員会 防虫 ・防腐用語事典

日本卓球協会 卓球用語辞典

日本文芸i著作権保護同盟 著作権事典

日本 ラグビーフ ットボール協会 出版委員会 日本 ラグビーフ ッ トボール用語集

日本YMCA研 究所 YMCA用 語 辞典



資料8推 薦された用語集一覧

アンケー トの回答で、推薦された専門用語集のリス トを以下に示す。

***人 文科学***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

学術用語集心理学編

図書館用語集

文部省編 目本学術振興会

日本図書館協会編

***理 学***

用 語 集 名 i著者 ・編者、 出版者

アイソトープ便覧

英中日気象学用語集

英和和英微生物学用語集 新版

海洋 ・水産学用語辞典

学術用語集化学線

学術用語集気象学編

学術用語集地学編

学術用語集天文学編

学術用語集動物学編 増訂版

気象の事典

原子力用語辞典

心理学事典 新版

生化学辞典

生化学用語辞典

生態学専門用語集

生理学用語集

地図学用語事典

動物学用語集

農業気象用語解説集

物理学辞典

理化学辞典

日本アイソトープ協会

農林水産会議事務局編 農林水産会議

日本細菌学会用語委員会編 菜根出版

日仏海洋学会編

文部省編

文部省、日本気象学会編 丸善

文部省編 日本学術振興会

日本学術振興会

文部省編 丸善

日刊工業杜漏

平凡社

東京化学同人

技報堂出版

日本農業気象学会 農業気象学会

培風館

岩波書店
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***工 学***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

アル ミニウム百科辞典 軽金属通信社

印刷辞典 日本印刷学会編 印刷学会出版部

学術用語集原子力工学編 文部省編

建築大辞典

石油辞典 石油学会編 丸善

測量用語事典 山海堂

ダム技術用語辞典 日本大ダム会議

ベ ッド用語集 全 日本ベ ッド工学会

木材工芸用語辞典 理工学社

溶接用語事典 産報出版

溶接用語活用辞典 産報出版

***医 学***

用 語 集 名

医学用語辞典

医学大辞典

核医学用語集

眼科用語集

救急医学会用語集

行動療法事典

歯科学術用語集

耳鼻咽喉科学用語解説集 第2版

人工臓器用語集

整形外科学用語集 第3版

日本胸部疾患学会用語集

日本整形外科学会専門用語集

日本内科学会用語集

著者 ・編者、出版者

日本医学会医学用語委員会編 南山堂

医歯薬出版

日本眼科学会

日本歯科医学会歯科学術用語委員会編

日本耳鼻咽喉科学会編 金原出版

金原出版

日本整形外科学会編 南江堂
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***農 学***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

育種学用語集 養賢覧

園芸学用語集 養賢堂

家畜解剖学用語

学術用語集農学編 日本学術振興会編

魚病学辞典 江草周三編 近代出版

作物学用語集 養賢覧

施設栽培における省エネルキ㌧研究関連用語集 農林水産省野菜 ・茶業試験場

獣医学大辞典
㊨・ 「

畜産学用語集

畜産大辞典

畜産用語辞典 日本畜産学会 養賢堂

土壌肥料用語事典 農文協

土壌肥料用語集 日本土壌肥料科学会編 養賢覧

野菜 ・花 きの作型用語 農林水産省野菜 ・茶業試験場

養鶏技術専門用語集 国際協力事業団名古屋国際研修センター

***経 済***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

経済新語辞典 日本経済新聞社

現代統計学大辞典 東洋経済新報社

中国社会経済史語彙 東洋文庫

統計学辞典 東洋経済新報社

統計用語辞典 新曜社

***社 会***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

協同組合事典 新版

法律用語辞典

家の光協会

有斐閣
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***産 業***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

広告用語事典

広告大辞典

商品先物取引用語集

電通

久保田宣伝研究所

***そ の他***

用 語 集 名 著者 ・編者、出版者

朝日新聞の用語の手びき

インテ リアデザイン事典 理工学社

音楽大事典 平凡社

英和印刷書誌百科辞典

会計学辞典 中央経済社

会計学辞典 同文館

コダヅク写真大百科辞典

神道大辞典 平凡社

神道辞典 堀書店

図解古銃事典 所荘吉

スポーツ用語辞典 浅田隆夫編 成美堂

写真用語辞典 日本写真学会編

専門情報要覧 日経BP社

灘の酒用語集 灘酒研究会編

兵器沿革図説 有坂銀蔵 雄山閣

兵器考 有坂銀蔵 雄山閣
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資料9ヒ アリング調査記録

「データベースと専門用語」

慶慮義塾大学文学部 細野公男教授

1.は じめ に

データベ ース と専門用語 とい う二つ の概念は、必ず しも密接 に結びついてい るわ けではないのですが、

今 日はデータベ ースの構築 とか利 用に専 門用語が どの ような影響 を与 えるのだ ろ うか、あ るいは ど う係

わ るのだ ろ うか とい うことをわが国での専門用語に絞 って話 をさせ ていただ きたい と思います。

データベ ースの存在 は、情 報の蓄積 ・検索 ・提供 な どいわゆる現在 の情報処理において不可欠です。

です か ら 「データベースを ど う作 ってい くか」 とい うことは、非 常に大 きな問題で、デ ータベ ースの作

成方 法の改 良 ・改善や 、 よ り効果的な処理方法 の開発が重要にな るわけです。なぜそ うか と申 します と、

デ ータベースの効 果的 ・効率的な利用が、データベ ースそ のものの特徴 に依存す る場合 が大だか らであ

ると思われ るか らです。つ ま り内容的に誤 った情報が データベ ース化 されていた り、 あるいは、暖 味な

情報がデー タベ ース化 され ている場合には、当然それか ら得 られ るものは限定 され ます し、効果 的な情

報利用は期待で きない と考 え られ ます。

さて、 このデ ータベ ースの作成 とか検索 とい うことを考 えた場合に考慮すべ き要件 ・要 因 としては、

二つ あるのではないか と思 い ます 。一つ は外的側面 、 もう一つは 内的側面です。外 的側面 は道 具立 ての

話 になるのではないか と思 われます。蓄積媒体を ど うしよ うか とか、蓄積方法や検索 方法を ど うしよ う

かな どです。 また、近接演 算子の よ うな検索機能を考え る場合には、当然近接演算子機能を実現す るた

めの索 引の物理 的構造 が係 わ って くるわけですか ら、その様な索 引を どう作成す るかな どを考 えね ばな

りません。 これ らは道具立 て の側面 とみなす ことがで きまし ょう

それに対 して内的側面 は、その データベースの中に入れ る情報 その ものに係わ る面 であると考 え られ

ます。例えば蓄積す る情報 の種類 と範囲を どうしようか とい うことがあげ られ ます。情報 の種類 に関 し

ては、全文(フ ルテキス ト)情 報 のデ ータベースなのか、 あるいは書誌 情報 のデータベースなのか、 と

い うことな どを考慮 しなけれ ばな りません。 また、 どこまで の範 囲の情 報(主 題分野 、年、言語 な ど)

を収録す るのか も問題 とな ります。それか ら、索引 の種類 と して ど うい うものを作 るかや索 引作業 の方

法な どが、情報 の内容 と関連 してきます。 さらに蓄積 されて いる情報その ものの表現 の方法 も密接に関

係す ると思います。 例えば、 ア クセスキーは どうい う形 のものが考 えられ るだろ うかな どです。 この よ

うな ことが内的側面 ではな いで しょうか。 この中で情報 の表現に関 しては、データベースの作成 者はい

かん ともし難 い とい う面が あ ります。た とえ内容 の一部 が妥 当でな いと して も、また用語 の表 記が不統

一で あった りあ るいは慣例か らはずれ ていて も、それ を勝手 に変 えるとい うわけにはい きません。著作

権 の問題があ るか らです。 したが って、情報の蓄積時 にはそ の中身 をい じらずに、検索 す る時点で何 ら
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かの処理(例 えば、用語や表記の変換)を 行 うこ とが必要にな ります。

さて、そ うした場合 に内容の表 現 とい う問題は、 どの ような ことと関係 があるので し ょうか。 きわめ

て大 きな影響 を与える ものと して、専 門用 語があげ られ るのではないか と思います。つ ま り情報 の表現

と密接に関係す るもの として、専門用語 の存 在は大 きい と考え られます。 ですか らデー タベースを構築

した り利用す る分野それぞれで、専門用語 の特徴を把握す ることが非常 に重要 であ り、 そ して、そ の結

果をデ ータベースの作成 とか検索 に反映 させ るとい うことが、必要 になると思 います。

2.わ が国における専門用語の特徴

専門用語の定義は、専門用語研究会やその他の研究会、あるいは各種の論文や用語事典、研究会の

ニュースレターなどでいろいろ示されていますが、そ うい うものをまとめます と、次の ようにな りま

しょう。

「学問分野内での効果的な意志の疎通、円滑な情報の流通を可能にすることを 目的 として使用され

る、各分野に固有な学問上の語。情報の表現 と密接に関係する。」

つま り、学問分野内での効果的な意志の疎通、円滑な情報の流通を可能にするという目的を持ってい

るわけです。ですから専門用語というものは、アクセスキーとしての妥当性を備えていなければならな

いと考えられます。そのためには専門用語は正確かつ明確でなければな りません。 したがって、専門用

語あるいは専門用語の体系がきちんと確立されることが、データベースの作成とか検索だけではな くて、

自然言語処理 とよばれる分野全体において非常に重要であると思います。

さて、わが国の専門用語には少な くとも以下のような特徴があると考えられます。

① 漢字用語 とカタカナ用語が中心

② 字種の混在 例:蛋 白質、たんぱ く質、 タ ンパ ク質

③ 輸入概念が多 く、 したが って、 カタカナ用語 が多 い。

例:JICSTデ ータベ ース中の専門用語15,114の うち5,700(約30%)が カタカナ用語

④ 用語の表 記が統一 されていない(と くに カタカナ用語)

漢字用語や カタカナ用語 とい うことばの使い方 は、必ず しも定着 した ものではないか もしれ ませ んが、

ここでは一応 そのまま使わせていただ きます と、専門用語は、漢字用語 とカタカナ用語 が中心 とな りま

し ょう。ひ らがな用語 もあ り得 るわけですけれ ども、 ひらカミなは漢字 の読 みの代わ りをす るだけで専門

用語を構成 す る記号 として の固有 の役割 は持 って いな いのではないか と思います。 つま り専門用語 は、

漢字用語 とカタカナ用語に大別で きる と思い ます。 この ような漢字用語 、 カタカナ用語 が どの ような役

割を演 じているのかにつ いては、過去 に もい ろいろ研究 がな されています。 それ らに よ ります と、 カタ

カナ用語の多 くは主 として いわゆ る外来語 、外国 の概念 を表す語 として考 え出 され た といえます。 です
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か ら意味 よ りも音を表 す 目的を もってい るわけです。 それ に対 して漢字用語 の方 は意味を表 現す る機能

を もっています 。 したが って、漢字用語 とカ タカナ用語 は全 く異な った存在 と見 ることがで きるわけで

す。 なお、ひ らがな用語の位 置づけは微妙 です が、一応漢字用語の中に含 めて考 えれば よいで しょう。

これが第1の 特 徴です。

第2の 特徴 であ る字種 の混在 とい うことです が、 これ は1番 目の特徴 と関係 があ ります。例 えば、蛋

白質 とい う概念 を表 す場合には、漢字 で蛋 白質 と書 いた り、ひ らがな と漢字で 「たんぱ く質」、カタカナ

と漢字で 「タンパク質」 とい うように字種を混在 させた り多様です。 この種の例は原語が外国語の場合

にも現れます。専門用語研究会のニュースレターに出ていたのですが、英語のスパークギャップという

ことばは、カタカナでスパークギャップという場合もありますし、火花すきまとか火花ギャップのよう

な表記が使われることもあるそうです。 このような表記の多様性、字種の混在は、それぞれいろいろな

理由があってのことでしょうが、わが国の専門用語に固有な特徴でありましょう。

第3の 特徴は、輸入概念が多いことです。 とくに科学技術分野で強いのではないか と思いますが、こ

れは明治時代以降のわが国の学術 とか工学 ・技術の発展の歴史か ら必然的にそ うなったので しょう。輸

入概念に対 してどう対処 したかによって、漢字用語とカタカナ用語の両方が生 じたといえましょう。

外国からの輸入概念を表現するにあたって、漢字用語は意味的にそれを最も良 く表わ しうる語を工夫

した結果であり、カタカナ用語は、外国語の音をそのまま生かそ うとした結果であると思います。次回

の研究会は、明治時代の学術用語のお話があるとい うことですが、多分明治時代の研究者達は漢字用語

を作 るのに随分苦労されたことで しょう。

余談ですが、かつて一橋大学におられた細谷先生の講演の中で、明治時代に漢字用語 とカタカナ用語

のどちらを使 うかについてのエピソー ドが統計の分野であったそ うです。statisticsどい う外国語に対 し

て統計 とい う訳語があてられ、その訳語がほぼ定着 していたその時代に、統計の大家である杉先生はカ

タカナのスタチスチィヅクとい うことばを依然 として使っておられたそうです。そして、カタカナ語で

はなく統計 とい う漢字用語を使 うよう求められたのに対 して、統計 という漢字用語がきらいなその先生

は、 とてつ もない漢字を新たに考案 されてそれに対抗されたとのことです。

ある外国語の概念に対 して意味的にきわめて適切に対応する漢字用語を作 り出すのは、なかなか大変

なことではないかと思います。 したがって、てっとり早 くその概念を日本語で表現するには、原音を借

用 してカタカナ用語を作ることにな ります。現在常磐大学におられる中井先生が1976年 に発表 された

(多分 日本科学技術情報センターの研究集会ではないか と思います)調 査は、JICS↑ の科学技術データ

ベースに収録されている文献の標題を対象にしてカタカナ用語の実体を調べたものですが
、それにより

ます と、大体30%く らいはカタカナ用語であったとのことです。この30%を 多いというか少いとい

うかの判断はむずか しいでしょうが、こうい う状況であるという事実を知 ることは重要です。

漢字用語にしろカタカナ用語にしろ、作成方法に関する規則 ・体制が整備 されていないとい うことは、

大 きな問題であると思われます。 これが第4の 特徴です。表記を統一する必要性はいろいろ論議されて

はいますが、現実にはあま り機能 していないといえます。その顕著な例がカタカナ用語における表記の
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ゆれに現れ ています。 とくに情報化が著 しく進行 した ここ十数年 では、何 らその妥 当性 が吟 味 され るこ

とな く、安 易にカタカナ用語が作 られ てい く傾 向がみ られ ます。 カタカナ用語の表記 のゆれ は、情 報検

索 にも悪影 響を与 えます。例えば、 レーザ ー とい う概念 に対 して、「レーザ ー」 と 「レーザ」 と2種 類の

表記 が考え られますが、 これは一つ の概念 に対す るア クセスキーが二つ あることにな り、検 索効率を下

げ ることにな りかね ません。

一方 、漢字用語では、同一概念 を異 な った用語 で表現す ることがあ ります。例えば、専門用語研究会

の ニ ュース レターでfusionと い う語 に対す る訳語が分野 に よって異 なる ことが示 され ていま した。それ

によると機械 とか化学、物理、建築では融解 と訳す のに対 して、農学や動物学 では融合、 さらに植物学

では融着 とす る との ことです。 このよ うな例は、他 の論文で もよ く出て きてお ります。 これ は外国語 の

一つ の専門用語 が複数個 の漢字用語 と対応す ることが あるこ とを示 してい ます。多分、分野 が異 なって

いれ ば、 この よ うに訳語 が異なっていて もデ ータベー スの作成や利用には、あま り悪影響 は与 えないの

か もしれ ません。逆 に好 ま しい場合 もあるか も しれ ませ ん。 しか し、同一分野内では好 ま しくない とい

えま しょう。

3.デ ータベ ース作 成 ・利 用におけ る専 門用語 の問題点

専門用語は情報の蓄積と検索の両方にわたって、アクセスキーとしてきわめて重要な役割を演 じてい

ます。概念を的確に表現するとい う特徴を考えます と、専門用語は、アクセスキーとしての機能を十分

に果た し得るはずです。専門用語として妥当な語は、アクセスキーとしてもきわめて重要 ・有用である

といえます。専門用語の定義(つ ま り、ある特定の専門用語が どのような概念を表 しているのか)や 、

その表記が安定 しているか どうかは、データベースの作成や利用にとってきわめて重要です。専門用語

の安定性は情報検索だけでな く、一般的な情報流通にとっても重要です。わが国では専門用語に対 して

こういう面での配慮が欠如していると思われます。もっともこれは専門用語に限らず、言葉の使い方全

般についていえることかもしれません。

特定の専門用語の妥当性を疑 う例は、情報処理関係のJIS用語の中にも見られます。その定義が本当に

的確なのだろうか、また明確なのだろ うか、表現が適切だろ うか、意味が不明瞭ではないか、というよ

うな例が多いのではないかと思います。 とくに外国で生れた概念に対する日本語訳には、それが強 く感

じられます。

これもまた余談ですが、専門用語(例 えばJISの用語)の 定義を決定する際に、案文を一度機械翻訳 し

てみたらよいのではないかと思います。現在の機械翻訳のレベルで案文の例えば英語訳が妥当であれば、

その表現は正確 ・明解であると考え、うまく英訳できなければ案文の表現に問題があると考えるのです。

定義の翻訳ですから文脈を考えて訳すような高度な処理は必要ないですから、現在の レベルの機械翻訳

で十分なはずです。専門用語の表現の妥当性を測 る一つの基準として、機械翻訳ができるか否かを考え

てもいいのではないかと思います。
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デ ータベースの作成や利用 に大 きな影響 を与え る専門用語 の乱れ の うち、 ここでは と くに カタカナ用

語の表記のゆれ を取 り上げ考 えてい きたい と思い ます。 カタカナ用語 の表記 の問題は、デ ータベ ースの

検索 と密接に関連 しています。例 えば、 フルテキス ト(全 文)デ ータベースの検索を考 えた時 にそ の影

響が顕著に現れ ると思います。 フルテキス トデータベ ースの場合 は、 レコー ド中のス トップ ワー ドを除

いた全 ての語が、キー ワー ドと して登録 され アクセスキーとな ります。 その際に普通 はそ の語 に対 して

何 らの前処理を行わず 、単に抽 出す るだけですか ら、表記にゆれ があ った場 合には、それ がそのままキ

ー ワー ドに反映 され ることにな ります。表1に 表記 のゆれを 「イ ンター フェース」 を例 に とって示 しま

したが、これ は英語 のlnterfaceに 相 当す るカタカナ表 記が7種 類 ある ことを表 してい ます。この場合、

本来 は一つで あるべ きアクセスキーが七つ もあ ることにな り、検索漏れがかな り生 じる可能性 があ りま

す。

英語 でもcolourとcolorの よ うにuが あ る場合 とな い場合な ど、同 じ概念を異な ったスペルで表 現す

ることがあ りますが、その違 いを うま く処理す るために トランケーシ ョン機能が導入 されてい ます。表

記のゆれの処理 にも この機能 が同 じように使え るのではないか と考 えられ るか も知れ ませんが、英語 の

スペルでは違 った表記 の数 が限 られ てお り、例えば、colourでuがcの 後 に くることはあ りませ ん。

ところが、interfaceの 例 を見 ていただければわか ります ように、カタカナ表記は きわめて多様です。で

すか ら トランケーシ ョン機能 を使 ってゆれ の問題を回避す る とい うわけ にはいきません。

表1ゆ れの例

interface wafer weight display proseassor ada

イ ン タ ー フ ェ ー ス ウ ェ ー ハ ウ ェ ー ト デ ィス プ レ プ ロセサ アダ

イ ン 歩一 フ ェイ ス ウ エハ ウ ェイ ト デ ィス プ レー プ ロセ ヅサ ア ダ ー

イ ン ター フ ェス ウ エ ハ ー ウ エ ー ト デ ィスプ レイ プ ロセ ッサ ー

イ ン タ フ ェ ース ウ ェ ー ハ ウエ イ ト ディ スプ レイ

イ ン タ フ ェイ ス ウエ ハ ウエ イ ト

イ ン タ フ ェ イス ウ エ ハ ー

イ ン タ フェ イ ス

シソーラスの作成 ・更新 に も影響 を与 えます。 当然非 デ ィスク リプタの数を増や さなければな りませ

ん。例 えば、仮 にシソーラス中のデ ィスク リプタとして、イ ンターフ ェースが使用 されてい る とします

と、残 りの六つ の表記か らイ ンターフ ェースに参 照で きる ように してお く必要が あ ります。冊子体 シ ソ

ーラスでは一 目で通覧で きる場合 は六個 もの非デ ィス ク リプ タを必要 としないで しょうが、 シ ソーラス

が機械 可読形態 である場合 にはそ うはいきません。

また、カタカナ用語 は、 も ともと情報伝達上の大 きな問題 を抱 えているのではないか と思 います。 カ

タカナ用語 は原語 の音 を模倣 して作 られ た ものですが、 日本 語は ヨー ロッパ言語 とは音韻体系 が全 く異
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なるわけですか ら、 カタカナ用語か ら原語 を特定化す る ことは非常に難 しい といえ ま しょう。 したがっ

て、未知 のカタカナ用 語か らもとの概念 を推測す ることは困難です。外 国人の場合で も同様です。例 え

ば、 よく使用 され るカタカナ用語 に 「メデ ィア」 があ りますが、彼等は普通 この用語 がmediaの ことで

ある とは理解で きません。 これは音韻体系 が違 い原音 を再現で きないのですか ら、通 じないのは当然 で

す。それか ら 「ビニール」 とい うことばの原語 はvinylで すが、その発音は カタカナ語 とは全 く異な って

います。 この ように、 カタカナ用語 の場合 には もとの概念 を特定化す ることがで きない とい う問題 があ

ります。それ に対 して個 々の漢字 は概念 を表 現 しますか ら、漢字用語の意味を ある程度推測す ることが

できます。例えば、「媒体」といえば何か入れ もの と関係 があ りそ うだな とい うよ うに意味を推察す るこ

とがで きる利点が あ ります。

カ タカナ用語 の問題 は ローマ字 に翻字す る場合 にも生 じます。例 えば、「情 報サ ービスの将来」とい う

論文 の標題 を翻字す る場合に、「サ ー ビス」をそ のまま ローマ字化するのか、元の英語のスペルに戻す の

か とい った選択 に迫 られます。また、最近 わが国の科学技術や ビジネスが国際的にな るにつれ、海外へ

の 日本語 での情報提供が増 大 しています。 その際 、 カタ カナ用語を多 く使 って も情報伝達上なん ら利点

はあ りませ ん。 カタカナ用 語が外 国語 の発音 とは多 くの場合つなが らないか らです。逆に カタカナ用語

を外国語 と錯覚す ることに よって外 国人 との コ ミュニケーシ ョンを阻害す るおそれ さえあ ります。 カタ

カナ用語 はあたか も外国語の ようです が本 来外 国語 では全 くな いので すか ら、 カ タ カナ用語 を数 多 く

知 っていて も、英語な ど外国語の語彙 が増 えた ことにはな らな いのです。

索引作業 の機械化に関す る取 り組 みは これか らます ます盛 んにな ると思われ ます が、 カタカナ用語 が

自動索引手法 の順調な開発を阻害す ることも考え られます。かつての 自動索引手法 は個 々の語の出現特

性だけに基づ く統計処理がほ とん どで した。 しか し、 これか らはテキス トの分析 な どもっ と言語学的な

アプ ローチが主流になると思われます。例えば、抄録文の言語 的圧縮 に よる方法 が考 え られ ます。 これ

は、 キーワー ドはある意味で は本文あ るいは抄録 の要約である といえるか らです。 この面 でも表記のゆ

れは大 きな問題 とな ります。

4.表 記のゆれの例

表記のゆれについては研究がいろいろなされていますが、それを参考にしてい くつか表記のゆれに関

して紹介させていただきたいと思います。外国語と日本語とでは音韻体系が異なるのですから、外国語

に対するカタカナ用語の表記が複数個になることは避けられないといえます。したがって、非常に無理

なことをやっている、つま り、全然対応がつかないもの同士を無理に対応を付けているところがあるわ

けです。表記にゆれが生じる理由は、大きく三つに分けられるのではないかと思います。

最初は 日本語に該当する音がないという場合、あるいは原音と日本語の発音の間に微妙な差異がある

場合です。次に該当する音は存在するが表記(書 き表わ し方)の 習慣がまだ固定 していない場合です。

前者のケースでは、多分習慣 とかルールは設定できないといえますが、後者の場合には仮にそれが設定
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で きた と して も、現在 はそれ が固定 していない とい うケースです。 「テ レビ」、rTV」 、 「テ レビジ ョン」

は この例に入 ると思います 。3番 目は原音 として どの言語の発音 を とるかに よって、ゆれ が生 じるケー

スです。 「ビールス」 と 「ウイル ス」や、 「ゼ ミナール」 と 「セ ミナ ー」がその例です。専 門用語 です か

ら地名、人名は考慮 しな くて もよい と思い ますが、地名、人名 まで含め ると大変 です。 「フ ロー レンス」

か 「フ ィレンツ ェ」 か とい うようにい くらで もあ ります。

それでは このゆれの例は どの くらいあるので し ょうか。去年の10月 に西ベル リンで開催 され た 「日本

の科学技術 ・ビジネス情報 に 関す る国際会議」で発表 したデ ータを紹介 します と以下の よ うにな ります。

JICSTデ ータベ ースの1988年 版 に収録 され ている2,600件 の抄録か らカタカナ用語 を抽 出す る と、延 べ

語数 は約10万5千 、異な り語数 は約1万5千 とな ります。 この1万5千 語 には 「システ ム」 の よ うにゆ

れ がない語だけ でな く、ゆれ も全部含 めてあ ります。例 えば先程 の 「レーザ ー」 と 「レーザ」 の例では、

「レーザ ー」 も1種 類 、「レーザ」も1種 類 とい うように数えています 。次 にゆれが あった用語 だけを取

り出 してま とめ てゆれを全部統一 で きた とします と、その数は600語 くらいにな ります。つ ま り、本来 の

異 な り語数 は約600語 といえます。それか らゆれの種類 数が約1,200、 また、 ゆれ を持 つ カ タ カナ用 語 の

延 べ語数 が約4万 にな ります 。 この調査 における例を示 したのが表2で す。 これ を見て いただ きます と、

例えば表記 の種類 が7種 類 あ る用語が一 つあ り、その用語はinterfaceで あることがわか ります。それか

ら六つの表 記を もつ カタカナ用語が3種 類 あ ります。 この表 か らゆれ とい って も大 した ことは ないでは

ないか、表 記のゆれ を もつ用 語の91%は ゆれが二種類だか ら、表 記のゆれに よる検索漏れ は少 く、それ

程悪影響はないのではないか と思え るか も知 れません。 しか しそ うはい きません。

表2カ タカナ用語あた りのゆれの数

表 記 の種 類 数 7 6 5 4 3 2

カタカナ用語の数 1 3 4 18 28 546

% 0.2 0.5 0.6 2.9 4.5 91.3

全文データベースの検索を考えてみましょう。 カタカナ用語を単独で使用するのであれば、フィール

ドが非常に大きいので、どこかに検索式で指定した表記のカタカナ用語が出現する可能性があ り、再現

率はそれほど低下しないかもしれません。 しかし、近接演算子を使った場合は、事情が異な ります。近

接演算子をはさむ2つ のカタカナ用語にそれぞれゆれが一つづつあると、その検索式を満足する用語の

組み合わせば出現頻度が同 じであれば1/4と な り、検索もれが増大するおそれがあるのです。近接演

算子の場合には両者を同時に満たさねばならないため、ゆれの影響は当然出て くるといえます。

このようにゆれは検索に非常に大きな影響を与えます。それにもかかわらず、現在はゆれのパターン
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をまえもって完全に把握す る ことはで きません。ある語 に表現上 の兄弟があ るか ど うか、 またそれ は ど

れか を論理的に知 ることはできません。 したが って、普通ゆれを探す場合には、全部 カタカナ用語 を出

力 して、それを 目でチ ェックして これ とこれが同 じ用語だ と判断す ることにな ります。ですか ら先程 申

しま した とお り、 トランケー シ ョン機能 は効果がない とい うことにな ります。

5.ゆ れの要 因

ゆれが生 じる大 きな要因は何か と申 します と、 日本語にない音韻 の表現方法 とい うことにな ります。

先程 のinterfaceが7種 類 の表 記を持つ と述べ ま したが、それはinterfaceと い う英語 の うちのterの 部分

とfaの 部分 に相当す る音 が 日本語 に存在 しないか らです。です か らこのinterfaceのterの ところを 「タ

ー」 とのばすか 「タ」 とす るかに よって2種 類 の表記 が生 じます。またfaの ところを 「フ ェイ」、「フ ェ

ー」、 「フ ェ」、 「フェイ」のいずれにす るか で異 な った表記が得 られます。つ ま り、terに 関 して二つ、

faの ところで四つあ りますか ら、その組 み合わせ として合計8個 の表記が考 えられ るわけです。 この例

では7個 しか あ りませ んが、調査を続行すれ ばも う一つ見つけ ることがで きまし ょう。

約1,200個 のカタカナ用語 を対象 に表記 のゆれ を もた らす音 の例を調査 した ま した が、application,

elevator,crossbarの 例にみ られ る ように、これ らの語で使われてい る音は 日本語 にはあ りませ ん。それ

らを 日本 の音 で無理に表現 しようとす るため、いろいろな表記 が現れ るのです。

余談です が、先程 の調査 でarchitectureは671件 くらい出現 しています。これはゆれを まとめた結果 で

す。dataは3,500件 くらいですが、ほ とん どが 「データ」で10件 くらいが 「データー」ではないか と思い

ます。

6,表 記のゆれ の解消法

データベース作成や利用だけではな く情報伝達の側面でも、表記のゆれ、 とくにカタカナ用語の表記

のゆれは非常に大きな問題 となるわけですから、解消法を考える必要があ ります。

その方法の一つとして、よくいわれていることですが、標準的な表記方法を確立することがあげられ

ます。現在でも国語審議会や 日本放送協会で表記方法の原則が提案されていますが、それ らが尊重され

ているとはいえません。情報を生産するにあたってはそれを徹底させることが必要かもしれません。こ

れと関連して、漢字、ひらがな、カタカナの使い分けを したらどうかとい う意見もあるようです。かっ

てコンピュータによる漢字処理に限界があ り、漢字の代 りにひらがなやカタカナを使わざるを得なかっ

た時代がありました。元素の砒素を ヒ素 と表記した時代です。今はそんなことはあ りません。したがっ

て、役割の側面から漢字、ひらがな、カタカナの使い分けをすることは考えられるで しょう。「蛋白質」

とい う語にはカタカナ表記 もあ り得ますが、カタカナ表記する必要があるのか どうか疑問です。専門用

語は一般用語 とは機能が異なるのですから、表記を制限してもよいのではないか と思います。一般用語
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です と、非常に強調 したい場合に字種の使い方に工夫 して 目立つ ように した り、ひらがな化 して読みや

す くすることが考えられますが、専門用語にはその ような必要性はないでしょう。ですか ら漢字用語が

あるのにわざわざカタカナを使 う必要は全 くないといえます。

2番 目が、カタカナ表現をできるだけ少 くするという方法です。漢字用語は対応する概念の意味を考

えて作られているわけですか ら、漢字の意味がわかればそれから構成 される用語の概念を類推すること

ができますが、カタカナ用語では絶対に不可能です。確かに概念を的確に表現するような漢字用語を作

ることは大変ですが、その労力は用語の暖昧さを除去するとい う波及効果もあ り得ると思います。それ

に対 してカタカナ語は意味が推測できないだけでな く、表記の混乱ももたらします。つま り、カタカナ

用語を使 う利点が どこにあるのか疑問であるといえましょう。ですから、なるべ くカタカナ表記を使わ

ないようにすることが考えられます。少な くとも日本の音韻体系 と合わないものはカタカナ用語にすべ

きではないと思います。

3番 目として現在存在するカタカナ用語の表記のゆれを統一する方法の開発が考えられます。現実に

はカタカナ用語が沢山ありますから、機械的に統一する方法の開発が必要になると思います。情報検索

あるいはデータベースの検索では、ゆれを統一 してできた語が現実に存在しない語であっても支障はあ

りません。たまたま検索の際のアクセスキーとなるだけだからです。つま り、アクセスキーは蓄積情報

と検索質問とを突き合わせ る(照 合する)た めだけのものにすぎないか らです。一方、表記にゆれが

あって、それが照合操作に支障をきたすことは避けねばな りません。ですから何か表記のゆれを統一す

る方法を考えることは重要であるといえます。

これについてもこれまでい くつか方法が提案されてお ります。その一つが、我々が以前に行った よう

な変換規則を考案す ることです。例えば、促音+濁 音 という形の組み合わせであったならば、それを促

音+清 音に変える、長音は削除する、というような規則です。 この変換規則を使った実験を1983年 版の

JICSTデ ータベースに収録 されている論文の標題を対象に行いましたが、かな りうまくゆれを統一する

ことができました。しか し、その際二つの問題が生 じました。一つは統一できないケース、もう一つは

逆に、本来は一致しては困る表記が一致 してしまうケースです。前者は規則の数が十分ではないため と

いえます。しか し、この数を増やすと後者の用語が増大することが考えられます。方法にまだ問題があ

るにせ よ、この様な統一の規則を作ることによって、ゆれの問題を解決することが可能です。

最後の方法として、カタカナ用語にも漢字用語にもしないで、原語のままで使用する考え方があ りま

す。 このアプローチは検索の側面では有効かも知れませんが、情報伝達の面ではあまり適切であるとは

思われません。 さらに、同 じ概念を例えば、英語 とドイツ語では多 くの場合異なった表現方法が使用 さ

れるのですから、そ こでまたゆれの問題が生 じて くることにな ります。
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7.お わ りに

最後に専門用語の取 り扱 いに関 して、二つ ばか り補足 させていただ きたい と思 います。一つは カタカ

ナ用語の利 点は、本当にあるのだ ろ うか とい うことです。少 くとも私 の個人 的な感 じですが、デー タベ

ース の作成 や検索 とい う面か ら見た場合 にはない と思われ ます
。 カタカナ用語 の特 徴 と役割を もう一度

吟味す ること、 カタカナ用語 と漢字用語 の使 い分 けや ひ らがなを どう扱 うか を検討 す ることな どが、効

果 的なア クセスキーの作成のために非常 に重要で あ ると思 います。

二 つ 目は カタカナ用語だけではな く、漢字用語 の検討 もきわめて重要であ る とい うことです。分野に

よって訳語 が違 うのはあ る意味では よい ことか も しれ ません。先程、「融解」=fusionと い うことばが分

野に よって違 うとい う話をいた しま した が、 この こ とは、複数分野にまたが ったデ ー タベースの場合検

索対象 を自動的に 限定 で き るこ とに な ります 。例 えば 、「融解 」 で探 せ ば農 学 や動 物 学 に関 して の

fusionは 出て こないことにな ります。 です か ら分野 の中 で統一 されてい るな らば、 分野 ご とに異な った

訳語が使われていて も、データベースの検索 の面 か らは、不都合 でな いか も しれ ません。 しか し、同 じ

分野において異な った訳語が使われ るのは好 ま し くあ りません(か な り多 い と思い ます) 。情 報検索 の

分野で検索 ノイズの程度を表す尺度 として 「精度」 あ るいは 「適合率」 とい う用語 が現在使われ ていま

す。 この用語 は英語 のprecisionratioに 対応 します。情報検索の揺藍期 にはprecisionratioで はな く、

relevanceratioが 使用 されてお り、その訳語 として 「適合率」が作 られたのです。 しか し、英 国ではその

後relevanceratioと い う表記が専門用語 として不適切で あることが指摘 されてprecisionratioに 変更 さ

れ ま した。ですか ら訳語で も当然 それ に 対応 しな け れば な りませ ん。 これ は、 表 記 の妥 当性 を常 に

チ ェックすべ きであ るに もかかわ らず、それ をわ が国では怠 っていた ことも示 して います
。

デ ータベ ースの作成や検索 およびその他 の情報処 理はい うにお よぼず 、通 常の情報伝達 において も専

門用語は大 きな役割を演 じてい ます。 した が って、我 々はその表記方法 も含 めて もっと専門用語 に関心

を もつべ きではないで しょうか。
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relationshipmaterial-product

relationshipofeffect

relationshipofsuccession

reliabilitycode

requirementsfbr由ese1㏄donandfommation

oftems

requirementStobemetbyterms

reSPonsibilitycode

responsible,agency

resUictingcharacteristics

restlction

romamsatlon

romanlzatron

mot

rootword

root-andwordcompoundillg

schedule

scheduleofconcepts

searchword

semanticrelation

sequence

sequentialrelation

serialnumber

set

simpleterm

source

餌

85

勾

42

43

47

78

14

12

88

0

0

1

1

1

1

く
♂

(5

3

5

0
/

0
/

3

7
・

4
丁

8

(∠

6

3

3

5

2

5

5

5

172

2

2

')

4

')

7

8

(U

7
・

7

▲Z

2

3

1

1

72

%

95

4

4

5

4

8

8

3

Q
-

く
∨

1

1

n5

7
・

1

4

0

2

5

関係

概念間の関係

材料製品関係 言生産関係

影響関係

影響関係

継承関係

信頼性コー ド

用語の選定及び形成の条件

用語が満たすべき条件

責任機関コ・一ド

責任機関

限定特性

限定

ローマ字化

ローマ宇表記

語幹

語幹

語幹語

語幹及び語の複合

概念一覧表

概念体系

検索語

意味関係

連続タグ

連続関係

一連番号

集合:組

単純語

出典1典 拠

一一144一

2ー阻む12P

前

路

四

針

路

路

路

9

偶

9

9

9

9

　12F

211120回

　12P

り12P

田

㎜

m

田

:

ご

m

⊇

二

岱・

《

岱・

m

田

田・

田

田

岱・

岱・
:

岱・

:

鋭

:

訂凹脳

　181118F路

　

◎

16

醐

恥

㎜
　…
二

二

㎜
ヨ

う
ロ

ー4

友

　

ロ

針

路

3

5

3

卿

燗

卿

知

己

畑

獅

臨

蹴
二

㎜

路

晋

㎜

Ω

111

133

112

133

641,644

070

070

112

112

641,644

011,030

641.644

041,111

041

133



TerminologyofTenninology

_______-Ca「dNo・___旦2E_註_____坦_豊__且
130source

source(ofadescriptor)

sourcecode

sp㏄iallanguage

SpecialTheoryofTerminology

speCles

specificconcept

specificterm

spelling,alternative

stagesofsubstances

S伽dardDefinition

standardlanguagevariant

StandardTerm

standardizationoftenninologicalprinciples

standardizationofterminology

statisticaldata

statUS

stem

stopwordlist

SubjeCtClaSSification

subjectc・de

subjectfield

56

80

餌

80

75

Ω

74

%

η

07

甥

⑰

㎝

5

5

0

3

0

0

0

4

4

5

151

側

弼

m

細

頸

⑰

別

仇

路

魏

35

14

仙

68

臼

6

0

4

4

0

出典:典 拠

出典:典 拠

出典;典 拠

(デスクリプタの)出 典

出典コード

特殊言語

特殊用語学理論

種

種

種の概念

種の用語

種の用語

綴り方,別の

物質の段階

標準定義

標準言語の変化形

標準用語

用語学の原則の標準化

用語の標準化

用語の標準化

統計データ

状態

状態

語幹

非索引語リスト

主題分類

主題分類

主題コード

主題分野

一145一

86U

17

18

3

3

P

P

α・

限

限

雅

㎝

α・

⑲

α・

揺

α・

岱

"

㎜

輪

軸

霊

-

肪19・
恒

8019

)

獅

働

㌻

…三

…

緬三

惑

聡・

醐

恥

馴

㌫

柳

卿

竃

三

訂酒塩06

ゆ

5

09

　
　
　
　
　
…
…
　
二

　
㎜
　

170

133

021

111

170.111・

⑭

111

170

111

641.644

410

420

641,644

133

133

112

錨

641,644

t33

⑭



Teri【ninologyofTenninelogy

___r-_遥________Ca「dN。 ・__－L杢 」L－ 且
subjectfieldofsource

subjectfieldspecificconcept

subjectfields-orientedterminologyapproach

subjectlabel

subOrdinateconcept

subordinatedterm

subOrdination

subset

suffix

SU伍xation

super-ordinatedtem

superordinateconcept

superordination

Syllablemarkers

、symbO1

synonym

Synonymwithconnotation

synonymlty

SynOnymOUStermS

synonymy

764

540

800

⑰

964

370

874

184

19

77

02

乃

47

74

78

42

42

43

0

2

3

4

0

3

3

5

2

2

8

10

3

5

1

10

3

5

3

(ソ

5

4
.

く
」

1

1

(5

5

5

553

1
0

7

9

く
♂

5

<
Z

3

3

3

出典の主題分野

主題分野を表す種の概念

主題分野寄 りの用語研究方法
論

主題分野寄 りの用語研究方法
論

主題ラペル

下位概念

下位語

下位語

下位

都分集合

接尾辞

接尾辞付け

上位語

上位概念

上位

上位

音節記号

記号

シンボル1(広 義の)記 号

同義語

同義語

注釈付き同義語

同義性

同義性

同義語

同義性

同義性

同義性.

同義性

一146一

舅

55

　

コ

　
　
惣

　
　
蕊

　
　
謙

謙

二

　…㎜
　
欝

=

　
…
　…

"1,644

111

100?

100?

133』

111

641.644

641.644

041

112

112

641,644

111

641.6tl4

117

641,644

117

斑,644

711

711

711



TerminologyofTermin。logy

－_____Ca「dNo・
systemofconcepts

systemofterms

SyStematrCarrangement

Systematicnata∬eofadefinition

systematicv㏄abulary

systema直c,multilingua1,teminological

vocabulary

systemicwork

tableofconcepts

tag

tautology

technicaldictionary

technicaljargon

term

termelement

termidentification

termlist

termslip

term,abbreviated

1

2

6

6

1

1

ρ

偲

49

釦

旧

筋

細

柳

欄

碗

⑲

緬

斑

田

鶴

斑

斑
,

銀

2

2

2

2

ー

ウ
一

(3

4

<
ゴ

5

<
ゴ

<
>

2

2

2

う
一

班

砺

砺

銀

坑

概念体系

概念体系

概念体系

用語体系

体系順排列

定義の体系的特徴

定義の体系的特徴

体系的用語集

体系的多言語用語学的用語集

体系的多言語用語学的用語集

体系的研究

概念表

タグ

同語反復

専門辞書

専門語

用語

用語

用語

用語

用語

用語

用語

用語

用語要素

用語の特定

用語リスト

用語票

略語

一147一

』 一__且

　

　

　
　
二

　
　
㌶
?

二

二

　
　
　
　
　㌢

二

≡

　
　
二

・　

111

111

333

116

116

130

醐

116

333

641,644

112

11Z117

112

130

130



T㎝nninologyofT㎝rninology

terminographicaldata

terminographicaldatadocumentation

terminographicaldocumentation

te】minography

terminologicalacceptabilityrating

terminologicalanalysis

termino!ogicalconcordance

terminologicaldata

terminologicaldata .bank

terminologicaldatabanks

terminologicaldatum

terminologicaldictionary

terminologicalformat

terminologicallexicography

terminologicalphrase

terminologicalprinciplesandmethodS

terminologicalrecord

terminologicalsortkey

terminologicalstandardiZation

terminologicalvocabulary

Ca・dN・・ 日 本 語

412用 語記録データ;用 語データ

411用 語記録データドキaメ ン

テーション

394用 語記録 ドキaメ ンテーシ ョ

ン

387用 語記録技術;用 語誌

388用 語記録技術:用 語誌

389用 語記録技術:用 語誌

390用 語記録技術;用 語誌

576用 語 学的信用度

386用 語学的分析

637用 語学的用語索引

445用 語学データ;用 語デー タ

446用 語学データ1用 語デー タ

447用 語学データ1用 語デー タ

664用 語 データバ ンク;用 語バン

ク

666用 語データバ ンク;用 語バン

ク

665用 語データバ ンク;用 語バン

ク

430用 語学データ;用 語デー タ

650用 語学的辞書

424用 語学的フt一 マ ット

391用 語学的辞典

288用 語学上の句

027用 語学の原則及び方法

419用 語 記鍾1用 語レコー一ド

420用 語 記録;用 語レコー ド

421用 語 記録:用 語レコー ド

422用 語記録;用 語レコー ド

625用 語 ソートキー

400用 語の標準化

657用 語学的用語集

一148一

__世 」L__鯉L
HItm1984-p.189

田 匂n198牛p.343

FHtm198牛p.14

ハソ

ハヲ

リ

うロ

獅

岬

餌

鰯

獅

郷

典

幽

㎜

82

限

限

㎜

㎝

㊥

限

脳

貌

43F

869

拠P

泌9

869

額9

06」

"

P

9

14μ

89回路

泌9

る万臥粋

額9

869

腰

㎜

腰

㎜

酬

㎜

㎜

㊥

泌

貌

19

㎝

四

㎝

㎜

19

岱

m

田

田

岱

岱o

岱o

輌

輌

和

輪

柳

恥

醐

柳

㎜

輌

醐

恥

㎜

輌

柳

輌

醐

醐

臨 01瞬路

130

130

133

100

伽

133

⑭

133

333

130

112

133

130

伽

⑭



TCmmirxDlogyofTerminokogy

CardNo.

terminologicaMexicographicalrecord

terminologicaMexicographicalunit

terminologist

terminology

terminology^2

●

teminology^3

terminologybank

terminologydocumentation

t・mi・ ・1・留Wi・nce

terminqlogywork

tennstogiverisetoderivatives,abilityof

tems,accuracy(motivation)of

thesaums

血esaurusenロy

血esaurusword

token

tooling

transcrlpUon

鮒

硯

㎝

㎜

㎜

砲

⑰

脳

、
矧

.彼

螂

鰯

銘

刀

75

76

田

⑳

30

31

42

6

6

6

6

0

0

0

0

、6

(5

6

2

1

1

6

(5

3

6

51

妬

03

妬

30

5

ク
一

6

1

く
♂

用語集レコード;辞 書レコー
ド

用語集単位1辞 書単位

用語研究者

用語研究者

専門用語集

専門用語集

用語体系

用語体系

専門用語集;用 語集

用語バンク

用語学 ドキュメンテーション

用語学;タ ーミノロジー学

用語学;タ ーミノロジー学

用i語学:タ ー ミノロジー学

用語学;タ ー ミノロジー学

用語学;タ ー ミノロジー学

用語学:タ ー ミノロジー学

用語研究

用語研究

用語研究

用語研究

用語の派生能力

用語の正確さ

シソーラス

シソーラスの項目

シソーラス用語

トークン

ツー リング

翻音1音 訳

一149一

___出 」L－ 纏L
卿

姻

㌦

幽

蛎

愉

倒

凶日

・㎜

脳

㎜

㎝
m

Ω

品

品

輌

輌

1

5
全

手

岱・

岱・
:

:

岱・

田

田・

岱・

:

輌

:

二

岱・

二

田

岱・
ご

岱・

:

パ餌

1P鉢19

鍋

㏄

3

86

86

…

卿

⑳

…

.
Ω

村鎚

1

3ー

カ

カ

針

路

9

9

4
.

5
・

.

∵
γ

カ

　

鱗

隅

棚回路19

{
二

{
{㌫

⌒
∴

0

0

留

"

m

⑭

m

⑭

⑭

⑭

m

⑭
.
、
m

……

㎜

m

30

30

00

1

・

1

1

170

130

070



.TerminologyofTctminology－ CardNo.

transcrlptso血 ・

transferredterm

translationdictionary,alphabetical

translationorientedterminologicaldatabanks

transliteration

treediagram

type

typeofcharacteristic

usedincombinationfor

usedincombinationwi血

varlant

variant(ofterm)

varlants

variantSoflanguagesfbrSP㏄ialpurPoses

venical-serieshomonyms

vocabulary

vocabularytypebank

whole

whole-partrelation

word

335

鎚

初

旬

醐

∬

蹴

部

随

路

銀

512

瑚

W

鋤

鋤

期

知

蜘

醐

斑

斑

碗

仇

陥

⑰

脳

斑

斑

翻音1音 訳

翻音;音 訳

転移語

翻訳湘,ア ルファペ。ト順

翻訳用用語データバンク

翻字;字 訳

翻字;字 訳

翻字;字 訳

樹系図

{出典の)種 類

{トークンの)種 類

特性の種類

～と複合される

～と複合する

変化形

(用語の)変 化形

変化形

特殊用途言語の変化形

上下列同義語

用語集

用語集

用語集

用語集

用語集型パンク

用語集型バンク

全体

全体部分関係

語

語

一150一

』L__且

80

8

8

　

　

む

る

　

　

　

ユ

…
　
驚

㎜
　
　
　
二

　
　
　
　
…
二

～
　
　㌫

ご

諜

二

0

0

07

07

　

バリ

む

前

07

07

641,644

130

040,111

641,644

641,644

112

112

al.644

"1.644

330

333

111

111.041



Tenninology。fTerminology

Caπ1No.

word

word(1)

word(2)(indataprocesing)

wordelement

wordfbm

wordgroup

wordpart

wordsegment

wordslip

wordstub

鰯

領

知

磁

鮒

鰯

卿

鋼

獅

15

妬

10

く
'

__旦 ユ 遥____⊥ 上__且
語

語

語

げ_タ 処理の)語

語の要素;語 素

語形

語群

語の部分

語の分節

単語票

語根

正lltm1984-p.170

岱OlOgl:1986

1SO5127/1:1983

1.1.2・05

岱0512711:1983

1.L2-06

FH【tm1984-p.169

岱01087:1986

FHtm1984-p.171

岱01087:1986

岱01087:1986

EWmt1968イZ28)

岱01097:1986

皿

蜘

m

鍋

⑭

緬

一151一



ター ミノロジー学分類番号

(SUBJECTCODESFORTERMINOLOGY)

この分類表 は、 ター ミノロジー学 に関係 す る文献 を整理す るた めに 、 国際 タ ー ミノ ロジー情報 セ ン

ターに よって作成 された ものである。

|

1分類番引 項 目 1

1

000 Relateddisciplinesofterminology(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 学 関 連 分 野)

010 Generallinguistics(一 般 言 語 学)

011 Semanticsandrelatedfields(意 味 論 お よび 関連 分 野)

012 LexicoIogy(辞 書 学)

020 ApphedIinguistics(応 用 言 語 学)

021 Speciallanguages(専 門 語)

022 Translation(翻 訳)

023 Lexicography(辞 書 編 集 法)

024 Artificiallanguages(人 工 語)

025 Computationallinguistics(コ ン ピ ュ ー タ 言 語 学)

026 Languageplanning(言 語 計 画)

027 Languageindustries(言 語 産 業)

030 lnformationscienceanddocumentation(情 報 科 学 お よ び ド キ ュ メ

ンテ ー シ ョン)

031 Subjectclassification(主 題 分 類)

032 lndexinglanguages(索 引 言 語)

040 Philosophy(哲 学)

041 Logic(論 理 学)

042 Scienceofsclence

050 Computerscience(コ ン ピ ュ ー タ 科 学)

055 ArtificialinteUigence(人 工 知 能)

060 Cybernetics(サ イ バ ネ テ ィ ク ス)

065 Knowledgetheoryandknowledgeengineering(知 識 理 論 お よ び 知

識工学)

066 Knowledgeindustries(知 識 産 業)

070 Transliteration,transcription,romanization(翻 字 、 書 換 え 、

ローマ字表記)

090 1nformationandknowledgetransfer(情 報 伝 達 お よ び 知 識 伝 達)

100 Terminologyscienceandresearch(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 学 お よ び タ ー

ミノ ロジ ー研 究)

110 TheoriesofterminoIogy(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 学 理 論)

111 Conceptology(概 念 学)

112 Termformation(用 語 形 式)

113 Representationsofconceptsotherthanterms(用 語 以 外 の 概 念

表現)

114 Neology(造 語 論)

115 N。menclatures(命 名 法)

116 Definitions(定 義)

|

117
1
Assignmentconcept-term(概 念 の 割 当 一 用 語)

1

一152一



分類番号

118

120

130

131

132

133

140

150

160

170

200

210

211

212

213

214

219

220

221

230

240

250

300

0

0

1

り
白

り
0

つ
0

330

331

332

333

334

350

0

0

0

1
⊥

4

4

420

430

500

510

550

項 目

Term

Spec

Term

Term

Term

Term

nologicalphraseology(タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・ フ レ ー ズ オ ロ ジ ー)

altheoriesofterminology(各 分 野 毎 の タ ー ミ ノnジ ー 理 論)

nography(タ ー ミ ノ グ ラ フ ィ ー)

nography,monolingua1(タ ー ミ ノ グ ラ フ ィ ー 、 一 言 語)

nography,multilingua1(タ ー ミ ノ グ ラ フa-、 多 言 語)

nologicaldataelements(タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー タ の 要 素)

PrinciPles,guidelines,methods,guides,rules,etc.

(原 則 、 指 針 、 方 法 、 ガ イ ド 、 規 則 な ど)

Schoolsofterminology(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 学 の 学 派)

Vocabularyoftermin。10gy(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 学 用 語 集)

Thesaurusconstruction(シ ソ ー ラ ス 構 造)

Terminologyworkanditsorganization(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 活 動

お よ び そ の 組 織)

Terminologyagencies,multinationa1(タ ー ミ ノ ロ ジ ー の 機 関 、

多 国 間)

Terminologyagencies,nationai(タ ー ミ ノ ロ ジ ー の 機 関 、 国 内)

Terminologycommissions,committees(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 委 員 会)

Professionalorganizations(専 門 機 関)

Translators'organizations(翻 訳 者 組 織)

Meetings,symposia,etc.(会 合 、 シ ン ポ ジ ウ ム な ど)

Networkinginterminology(タ ー ミ ノ ロ ジ ー の ネ ッ ト ワ ー ク)

TermNet(国 際 タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・ネ ッ ト ワ ー ク)

Dataflowmanagement(デ ー タ ・フ ロ ー 管 理)

Terminologyplanning(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 計 画)

Terminologywork(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 活 動)

Documentationinterminology(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 学 に お け る ド キ ュ

メ ン テ ー シ ョ ン)

Bibliograhicdocumentation(書 誌 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン)

Factographicdocumentation(フ ァ ク ト グ ラ フ λ ッ ク ・ ドキ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン)

Terminologicaldatacollections(タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー タ の 収 集)

Vocabular

Vocabular

Dictionar

Thesauri

es,monolingual(用 語 集 、 一 言 語)

es,multilingua1(用 語 集 、 多 言 語)

es,glossaries,wordlists(辞 書 、 用 語 解 説 、 語 彙 表)

(シ ソ ー ラ ス)

Disseminationofterminologicalinformation(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 情

報 の 普 及)

Terminologystandardization(タ ー ミ ノ ロ ジ ー の 標 準 化)

Standardizationofterminologicalprinciples(タ ー ミ ノ ロ ジ ー

原 則 の 標 準 化)

Terminologystandards(タ ー ミ ノ ロ ジ ー 標 準)

Unificationofterminologies(専 門 用 語 の 統 一)

Teachingandtraininginterminology(タ ー ミ.ノ ロ ジ ー 学 の 教 育

訓 練)

TeachingofterminologywithinLSPandtranslationcourses

(LSPお よ び 翻 訳 課 程 に お け る タ ー ミ ノ ロ ジ ー 教 育)

Universitycourcesinterminology(大 学 に お け る タ ー ミ ノ ロ ジ ー

教 育 課 程)
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分類番号

0

∩
V

7
ー

∩
)

【
O

(
0

610

620

630

640

641

643

644

645

646

647

670

671

680

-
⊥

う
0

Ω
U

8

ハ
0

農
U

4

0
0

8

8

C
U

ρ
0

項 目

Teachingmaterials(教 材)

Co皿puter-assistanceinterminologyandrelatedfields(タ ー ミ

ノ ロ ジ ー 学 お よ び 関 連 領 域 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 支 援)

Terminologycomponentsinknowledgebasedsystems(知 識 ベ ー ス ・

シ ス テ ム に お け る タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・ コ ン ポ ー ネ ン ト)

Machinetranslationandcomputer-assistedtranslation(機 械 翻

訳 お よ び コ ン ピ ュ ー タ 支 援 翻 訳)

Computerizedlexicography(コ ン ピ ュ ー タ 化 辞 書 編 集 法)

Computerizedterminography(コ ン ピ ュ ー タ 化 タ ー ミ ノ グ ラ フ ィ ー)

Datacategoriesandformats(デ ー タ ・ カ テ ゴ リ ー お よ び デ ー タ 形

式)

Computersystems(hardware,software,datamanagementsystems,

interfaces)(コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム(ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ

ア 、 デ ー タ 管 理 シ ス テ ム 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス))

Dataexchange(デ ー タ 交 換)

lnput(入 力)

Storage(保 存)

Datafetrieval(デ ー タ 検 索)

Teroinologicaldatabase(タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー タ ベ ー ス)

Datacategiriesandformats(デ ー タ ・カ テ ゴ リ ー お よ び デ ー タ 形

式)

Terminologicaldatabanks(tdbs)(タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー タ バ ン

ク)

Planningoftdbs(タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー タ バ ン ク の 設 計)

Multinationa1(multilingual)tdbs(多 国 間 タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー

タ バ ン ク)

Nationaltdbs(一 国 内 タ ー ミ ノ ロ ジ ー ・デ ー タ バ ン ク)

Banksofstandardizedterminology(標 準 化 タ ー∴ ミ ノ ロ ジ ー ・バ ン

ク)
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ター ミノ ロジ ー学辞 典

出典 リス ト

略 号 標題/著 者.出 版者,出 版年.

EWmt1968 Themachinetool:aninterlingualdictionary

ofbasicconcepts,2vol./EugenWuter.London,

TechnicalPress,1968.

FHtm1984 Terminologymanual/HelmutFelber.一 －Unesco,

1984.(PGl-84/WS/21).

lSO704:1987 Principlesandmethodsofterminology・

lnternationa10rganizationofStandardization,

1987.

lSO/DlS1087:1986 Vocabularyofterminology.lnternational

OrganizationofStandardization,1986.

(lSO/TC37/WG5N69e).

lSO/R1087:1969 Vocabulary.ofterminology.lnternational

OrganizationofStandardization,1969・

lSO5127-1:1983 Documentationandinformation-Vocabularyr

Part1:BasicconcePts.lnternational

…

OrganizationofStandardization,1983・

.

lSO5127-2:1983 Documentationandinformation-Vocabulary一

Part2:Traditionaldocuments.lnternational

OrganizationofStandardization,1983・

lSO5127-3a):1981 Documentationandinformation-Vocabulary一

Section3a):Acquisition,identification,and

analysisofdocumentsanddata.International

OrganizationofStandardization,1983・ ・

lSO/DIS Documentationandinformation-Vocabulary一

5127/3b:1980 Section3b):Documentarylanguages.

lnternationalOrganizationofStandardization,

1980.

ISO5127-6:1983 Documentationandinformation-Vocabulary一

Part6:Documentarylanguages.International

OrganizationofStandardization,1983・

lSO6156:1987 MagnetictaPeexchangeformatfor

terminological/lexicographicalrecords(MATER)・.

lnternationalOrganizationofStandardization,

1987.

TN7-82Draft Guidelinesfortherecordingofterminological

dataformachineProcessing.lnternational

InformationCentreforTerminology,1982.

TN7-82).

.
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